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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第１章　銀色の守しゆ護ご者しや







　鈍にび色の雲が陽光を遮さえぎり、大通りを北風が渡わたる。時じ刻こくはすでに昼を過すぎ、冬の曇くもり空は陰いん気きな薄うす闇やみに石造づくりの街を染そめていた。


　ひらりと雪が舞まい降おりて、コートの前を搔かき合わせた少年は白い息を吐はきながら空を見上げた。風に乗って斜ななめに螺ら旋せんに揺ゆれながら落ちてきた雪は少年の頰ほおや額ひたいに触ふれては溶とけていく。乾かん燥そうして冷えた肌はだに、ぴりっとした刺し激げきが走る。寒さを忘わすれて、少年は微笑ほほえんだ。


　もし積もったら、何をして遊ぼう。近所の友達を誘さそって雪合戦をしようか。郊こう外がいの丘おかにソリを持っていって、滑すべって遊ぶのもいい。


　神国トライアン王都、シューバ。この都市に雪が積もる期間は短い。それも一冬に一、二度、石いし畳だたみを紗しやのように薄く彩いろどる程てい度ど。もう少し北、グラディウスに近い町では雪の重みで屋根が潰つぶれそうになるくらい積もるそうだけれど、少年はその光景を見たことがない。


　大人たちは迷めい惑わくそうに白い溜ため息いきをこぼしていた。大通りに軒のきを連ねる商店にしてみれば、雪は客足を遠ざけるだけの厄やつ介かい者もの。雨と同じで、濡ぬれてしまうのは誰だれだって嫌いやだ。


　事実、大通りに人ひと影かげは少ない。ちらほら見かける買い物客も、雪が降ふり出した途と端たんに早足になって家路を急ぐ。


　けれど、少年にはそんなこと、関係なかった。雪が降り止やまないうちに、友達の家を訪たずねて遊びに誘わなくては。たとえ積もらなくても、降ってくる雪を追いかけて遊ぶのだって楽しい。


　街がい路ろ樹じゆで仕切られた歩道を駆かける。吐いた息が白く視し界かいを遮った。首に巻まいていたマフラーを口元にあて、息をこもらせる。


　大通りの真ん中は、馬と馬車専せん用ようだ。交差点には若わかい警けい備び兵へいが立ち、事じ故こが起きないように誘ゆう導どうするため、待機している。けれど、こう寒い日には直立不動で立っているのも辛つらいのだろう。そわそわと体を揺ゆらしながら、交こう替たいの時間が早くこないかと待っている。


　乗客のいない馬車がいくつか、ぽつんと客待ちをしているだけの大通りはなんだか寂さびしげだったけれど、普ふ段だんの賑にぎやかさとの差によって、同じ場所なのに違ちがう世界みたいだ。それが面おも白しろくて、少年は見み慣なれた町に改めて見入る。整備が行き届とどき、石造りで統とう一いつされた美しい町だ。


　静かな冬の午後、のはずだった。


　どどど、どどど、という蹄ひづめの音が背はい後ごから高速で近づいてくる。少年が振ふり返った瞬しゆん間かん、街路樹の向こうを銅どう色の影が一瞬で駆け抜ぬけていった。風圧に煽あおられた雪がくるくると舞う。


　疾しつ走そうする赤あか鹿か毛げの馬に騎き乗じようしていた人影は、ずいぶん小こ柄がらだった。厚あつ手でのコートを纏まとい、雪ゆき避よけのフードを目ま深ぶかに被かぶっている。背せ中なかには、長い布ぬの包づつみを背負っていた。


　突とつ進しんしてくる馬に一瞬啞あ然ぜんとした警備兵が、慌あわてて首に提さげていた笛を吹ふき鳴らした。両手を振り、乗り手に止まるよう訴うつたえる。乗り手は手た綱づなを引いて馬を止めた。


「街中で馬を走らせる時は、もっとゆっくりと！　もし横道から人が飛び出してきたら、どうするつもりだ？」


「へぇ、この町って道の監かん視しまでしてるんだ。面白いねぇ」


　街路樹の陰かげに隠かくれて様子を見守っていた少年は、乗り手の発した声に驚おどろいた。


　女の子だ。白い息を吐く唇くちびるは、悠ゆう然ぜんと弧こを描えがいている。注意を受けたことに対して、まるで悪びれる様子はない。


　警備兵はまだ何か小言を続けているけれど、乗り手の少女は馬首を廻めぐらせて背後を気にしている。


　雪で煙けむる大通りを、もう一頭の馬が駆けてきた。額と鬣たてがみに白い差しの入った黒い馬で、乗り手は少女と同じコートを着ているが、フードは被っていない。金の髪かみと翠みどりの瞳ひとみをした青年だった。馬の鞍くらには荷物が括くくり付けられている。


　青年が乗る馬の前には、二頭の獣けものが走っていた。白と砂すな色の犬、だろうか。


　様子を窺うかがう少年に、獣たちは気づいたらしい。走りながら、ちらりと視線を寄よ越こす。その金色の鋭するどい眼まな差ざしに、少年はぎょっとした。


　あれは犬なんかじゃない。狼おおかみだ。図書館で借りた図ず鑑かんでしか見たことはないけれど、間違いない。


　赤鹿毛の馬に追いつくと、青年は自分の馬を止めた。二頭の狼たちも同じく、足を止める。


　警備兵は狼たちに驚き、数歩引き下がった。それが可お笑かしかったのか、少女がくすっと笑いを漏もらす。それから追いついてきた青年に、肩かたをすくめてみせた。


「怒おこられちゃった」


「だから言っただろう。人通りが少なくても、街中では慎しん重ちように走らなければ。ここはグラディウスと違って、規き則そくも厳きびしいんだ」


　青年は呆あきれたように言い、少女に代わって警備兵に頭を下げた。しかし警備兵は狼たちを警けい戒かいするあまり、ほとんど話を聞いていない。さっさとどこかへ行ってくれ、と怯おびえる目が語っている。
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　だが、狼を連れた奇き妙みような男女はそこに留とどまった。少女は手て袋ぶくろをした手でフードを払はらいのける。


　鮮せん烈れつな赤だった。葡ワ萄イ酒ン色の短い髪が北風に揺れる。紅こう玉ぎよくの輝かがやきを宿した瞳に捉とらえられ、警備兵はあんぐりと口を開けた。


　雪を溶とかす炎ほのおのような少女は、やんわりと微笑ほほえむ。


「王おう城じように行くには、この道をまっすぐでいいんだよね？」


「取り急ぎ、向かわなければならないのです。通していただけるとありがたいのですが……」


　金きん髪ぱつの青年が、懐ふところから何かを取り出した。腕わん章しようのようだ。そこに記されたものを目にした警備兵は、慌てて敬けい礼れいを青年に向ける。どうぞお通りください、と強こわ張ばった声で答えた。


　普ふ通つうなら、危き険けん運転をする馬や馬車の乗り手は、警備兵に見み咎とがめられれば名前や住所を控ひかえられる。酷ひどい場合は馬を国に没ぼつ収しゆうされるはずなのだが……。


　警備兵に見送られ、狼を連れた二人組は馬を繰くる。今度は二頭並ならび、駆かけ足程てい度どの早さだ。狼たちはその後ろをひょこひょこと付いていく。


　警備兵が吐ついた溜ため息いきは、白く残って消えた。それから、ふと首を廻らせ──少年と目が合った。


　二人揃そろって、なんだか気まずくなる。少年は、ただ見ていただけで、特に悪いことなどしていないのだけど。


　警備兵は咳せき払ばらいをして、何事もなかったような素そ振ぶりで仕事に戻もどった。


　王城へと続く道を、少年は見やった。去った男女の姿すがたはもう見えない。


　視界を遮さえぎるほどに、雪は勢いきおいを増ましていた。





　　　　†




　外そと堀ぼりと高い塀へいに囲まれたトライアン王城。その敷しき地ち内へと続く橋を渡わたり、ジェイドは門番に腕章を見せた。グラディウスの国章と、騎き士しの階級を刺し繡しゆうした腕章だ。


　中へ通され、馬を預あずける。一行の到とう着ちやくを知らせに伝令が走る間、しばし待たされることになった。


　塔とうを渡り廊ろう下かで繫つなぎ合わせたようなグラディウス王城と違ちがい、トライアン王城は要よう塞さいじみた巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつだった。それを中心にして、高低さまざまな尖せん塔とうがいくつか取り囲んでいる。


　広大な庭園の片かた隅すみ、目立たない位置だけれど、存そん在ざい感がある……というか違い和わ感漂ただよう場違いな岩があった。ジェイドはそれを見て、白い溜め息を吐く。


「本当にある……」


「どうやって持ってきたんだろうね」


　ルビーウルフも同じように、ジェイドの背せ中なかにぴったりくっついて呆れた声を上げた。どうも、風かぜ除よけにされているらしい。ジェイドの顔には雪が容よう赦しやなく吹ふきつける。背中がほんのり温かいので、文もん句くを言う気はないけれど。


　城内から庭を横おう断だんして駆けてきた青年が二人に敬礼を寄よ越こす。ジェイドもそれに応おうじ、敬礼を返した。


　煉れん瓦が色の制せい服ふくに、漆しつ黒こくの髪かみと瞳ひとみ。以前、グラディウスで内ない乱らんが起こった際さい、手助けしてくれた幾いく人にんかのうちの一人だ。たしか名はロヴィンと呼ばれていた。


　ロヴィンは簡かん潔けつに、必要なことだけを述べる。


「ようこそお越しくださいました。ミレリーナ様がお待ちです。ご案内いたします」





　　　　†




「貴き国こくが大変な時期に、ご足労お掛かけしまして申し訳わけありません。感かん謝しや申し上げますわ」


　ロヴィンに案内され、通された応おう接せつ室で一行を出で迎むかえた少女は華はなやかな笑え顔がおを見せた。


　ゆるやかに波打つ飴あめ色の髪を結ゆい上げ、檸檬レモン色のドレスで身を飾かざる彼女の名はミレリーナ・フィリス・トライアン。神国トライアンの、十四歳さいの王女。それでも彼女はトライアンを陰かげから支ささえる為い政せい者だ。


「大変って言ったって、今は雪に埋うもれちゃって何もできないからね。春までに戻れたら、充じゆう分ぶん間に合うよ」


　答えたのは、ミレリーナの正面に座ざしたルビーウルフ。赤毛赤せき眼がんの、グラディウスの女王だ。


　正せい統とうな王族でありながら、故ゆえあって盗とう賊ぞく団だんで育った少女。そして彼女が母と慕したうのは野生の狼おおかみ。今、ここにいるフロストとケーナの祖そである、ヴィアンカという名の雌めす狼だ。


　ルビーウルフの隣となりに腰こし掛かけ、ジェイドは彼女の表ひよう情じようを窺うかがい見た。


　盗賊として培つちかわれた豪ごう胆たんさを、女王となってからも失わない勝気な笑み。彼女曰いわく、国が丸ごと盗賊団で、彼女はその頭とう領りようなのだそうだが、それはつまり事実上の女王陛へい下かだ。上辺では否ひ定ていしつつも、ルビーウルフは自覚と覚かく悟ごを持っている。


　ただ、窮きゆう屈くつなのが嫌きらいなため、めったに正せい装そうしないのが難なん点てんといえば難点なのだけれど。


　今も、彼女は男物の服を重ね着している。ジェイドの古着を譲ゆずり受け、切ったり縫ぬったりして自分で調節するのだ。


　そしてジェイド自身の服装も、ルビーウルフの好みに合わせて小ざっぱりとした私し服ふくだ。というのも、騎士の堅かた苦くるしい制服を着ていると、彼女が嫌いやがって近寄ろうとしないため。しかしそれでは、グラディウス国内ならまだしも、他国への来らい訪ほう時には問題だ。ミレリーナはルビーウルフの性せい格かくをよく理り解かいしているから腕わん章しようのみでも容よう認にんしてくれているが、今後のためにもルビーウルフには少々我が慢まんを覚えてもらわなければいけないだろう。女王という役回りを押おし付けられ、すでに多くのことを我慢している彼女には心苦しいけれど。


　テーブルを挟はさんだ向こう側では、ミレリーナが優ゆう雅がに茶を啜すすっている。


「そう言っていただけると、助かります。といっても、今回は神国すべてに関かかわることですから、仕方ないことなのですけど」


　わずかに苦く笑しようしたミレリーナの背はい後ごにはロヴィンが待機し、相変わらずの無表情だ。そしてミレリーナの隣には、居い心地ごこち悪そうにちんまりと長身の男が座すわっていた。


　飴色の髪は短く整えてあるが、少しくせがあって襟えり足あしのあたりが跳はねている。琥こ珀はくの瞳の上には、気弱そうに垂たれ下がった眉まゆ。そのせいか、二十五という年ねん齢れいであるのに、少年のような不安定さを醸かもし出している青年だ。


　ベルンハルト・ル・シエル・トライアン。ミレリーナの実じつ兄けいで、トライアンの王。ルビーウルフらに挨あい拶さつをしてから、一言も話さないのは、ミレリーナに全ぜん権けんを委ゆだねているということなのだろうか。ここにいるのも、一応国主だから仕方なく出席している、といった様子だ。


　にこやかな妹姫ひめと、物静かな兄王。対照的な兄妹を交こう互ごに見やって、ジェイドは口を開いた。


「それで、本当なのですか？──〈全知の書〉が、見つかったというのは」


　ミレリーナは茶器を置き、笑みを絶たやさず答える。


「見つかったというより、勝手に向こうから歩いて来たのですわ。実に迷めい惑わくな話ですが」


　相変わらず、どこか棘とげのある言い方をする。そして、それを微笑ほほえみ一つでごまかしてしまうのだから、さすがだ。


　グラディウスにトライアンからの使者が遣つかわされてきたのは、雪もだいぶ深く降ふり積もった頃ころだった。春からの大掛かりな工事を控ひかえ、眠ねむるように静まり返ったグラディウスを叩たたき起こした一いつ報ぽう。それが〈全知の書〉発見の知らせだった。


　すぐトライアンへ来て欲ほしいというミレリーナからの手紙に応じ、慌あわただしく出立の準じゆん備びを始めたジェイド。その彼に、ルビーウルフは泰たい然ぜんとして尋たずねた。


「〈全知の書〉って何？」


　知らないだろうということは、ある程てい度ど予よ測そくできた。何せ、自分が愛用している長ちよう剣けんが神具〈導みちびきの剣〉であると、彼女は知らなかったのだから。


　しかし、神国の王なら知っていて当然の知ち識しきをけろっとした顔で『何それ』だなどと言われれば、さすがに脱だつ力りよくしてしまう。それでも根気よく説明して、どうにか納なつ得とくしてもらえたから良かったけれど。


〈全知の書〉とは、創そう造ぞう神ロゥヴァースの本体であると伝えられる古文書だ。神国に与あたえられた四つの神具はロゥヴァースの手足で実じつ在ざいするものだが、〈全知の書〉に関しては少々事情が違ちがう。


　まず第一に、その存そん在ざいは未み確かく認にんだ。ただの伝説である可か能のう性も否定できないし、〈全知の書〉であると伝えられる古文書は各地に存在する。ただし、それらはすでに偽にせ物ものと確認済ずみだが。


　神国に代々受け継つがれる神具は、ロゥヴァースの子こ供どもたちの子孫である、王族にしか扱あつかえない。つまり、神具の持ち主たちは神の血を引くというわけだ。しかし、〈全知の書〉の持ち主は神の子孫ではない。生きつ粋すいの人間だと、伝でん承しようにはある。


　手足を神具に変え、子供たちに託たくしたロゥヴァースは力を失い、自らも神具として変化した。そして、その守しゆ護ごをある民族に命じたという。〈全知の書〉を守護する民族は、その使命を負う代だい価かとして繁はん栄えいの知ち恵えを与えられた。ロゥヴァースが持ち得る知識を、彼らは必要な時に引き出せるのだそうだ。


　しかし、問題なのがその付加能のう力りよく。


　手足の神具と四人の持ち主、そして〈全知の書〉と民族の者。そのすべてが揃そろった時、ロゥヴァースは復ふつ活かつするといわれているのだ。


　普ふ通つうなら、それは歓かん迎げいすべきことなのかもしれない。しかし、それぞれの神国は神具を持つことにより、民たみの信しん仰こう心を得ている。


　神具はロゥヴァースの手足だ。神が復活するということは、神具が取り込まれてしまうということなのではなかろうか。


　どの神国も、神具を失いたくはない。だから〈全知の書〉は伝説のままであって欲しいというのが本音なのだ。


　それでも、今まで〈全知の書〉だという古文書が発見されるたび、神国はその場へ赴おもむいて確認を取ってきた。本物であれば見み過すごすことなどできないし、何より出し抜ぬかれることを恐おそれている。〈全知の書〉を守護する民族が、どこかの国に懐かい柔じゆうされることを。


　だから、確認を取るのは、偽物だということを証しよう明めいするためといったほうがいいだろう。不ふ穏おん分子を潰つぶしておくに越こしたことはないのだ。


「歩いてきた、ということは、持ち主がわざわざこちらまで持ってきた、ということですか？」


「ええ、神具といえど本に足など生えていませんもの」


　ジェイドの言葉を受け、ミレリーナは冗じよう談だんめかして答える。そして少しだけ困こまったように、肩かたをすくめてみせた。


「けれど、守護者を名乗る方が少々変わった方でして。こちらとしても、どう対たい処しよしてよいものかと困っているのです。神国の、同どう胞ほうとも呼よべる皆みな様さまにわざわざ足を運んでいただいて恐きよう縮しゆくとは存じますが、トライアンの一存で追い払はらってしまうことなどできませんでしょう？」


　今まで〈全知の書〉として祀まつり上げられてきた偽物は、ほとんどが噂うわさの一人歩きに便乗したものだった。神国がそうであるように、〈全知の書〉を保有する国として民の信仰心を得ようするのだ。


　しかし、そういった場合、その国の王家は噂の出所を把は握あくしている。つまり、偽物と知ったうえで噂を放置しているのだ。だから、決して公言はしない。神国側から睨にらまれる結果になったとしても、噂など管理できるものではないと言い逃のがれできるし、たとえ偽物であると神国によって証明されても、一度根付いた信仰心はなかなか払ふつ拭しよくしきれるものではない。人とは、曖あい昧まいで神しん秘ぴ的なものに縋すがっていたいものなのだから。


　そういう背はい景けいがあり、たしかに今回は稀まれな事例と言える。守護者自ら、神国に乗り込んで来るなど聞いたこともない。もしそれで偽物だったなら、神国を謀たばかろうとした罪で処しよ罰ばつは免まぬがれないのだ。よほど自信があるのか、よほどの馬ば鹿かか。ミレリーナが対処に困るのも、わかる気がする。


　その時、応おう接せつ室の扉とびらがノックされた。ミレリーナがどうぞ、と声を掛かけると、黒い塗ぬりの重じゆう厚こうな扉は開かれ、その人が現あらわれた。ジェイドは無む意い識しきに背せ筋すじを伸のばし、なぜかミレリーナの兄、ベルンハルトが腰こしを浮うかす。


　現れたのは白い女。まるで吹雪ふぶきを纏まとったような、純じゆん粋すいな白はく髪はつは長く腰元まで達している。真っ白な細身のドレスは豊ほう満まんな胸むねを強調して艶なまめかしい脚あしを太ふと腿ももまで晒さらし、手にした杖つえは宝石の飾かざりで異い様ようなほどに豪ごう奢しやだ。菫すみれ色の瞳ひとみは妖よう艶えんな光を帯び、肉にく厚あつな唇くちびるには紅あかい笑えみが刻きざまれている。


「お久ひさしぶりです、老ろう師し」


「あなた、いいかげんしつこいようだけどその呼び方はやめなさいよ」


　立ち上がって礼をしたジェイドに、その女はきつい一いち瞥べつを寄よ越こした。それを見たルビーウルフが、こっそりジェイドの服の裾すそを引いて言う。


「怒られるのわかってるんだから言わなきゃいいのに」


「いや、つい癖くせで……」


　ぼそぼそと小声で言い合う二人をよそに、席を立ったベルンハルトが女を招まねき入れる。


「あ、あの、どうぞ、エリカ様。お掛けになってください。私は立っていますから」


　国王という威い厳げんの欠片かけらもない腰の低さだ。しかし女──エリカは憤ふん慨がいしたように顎あごを上げて彼を睨みつけた。


「なぁに？　私を年寄り扱あつかいするの？」


「え、い、いえ、そういうわけでは……。女じよ性せいを立たせておくのは、失礼かと思いまして」


　青菜に塩をかけたように、ベルンハルトはうな垂だれた。申し訳わけなさそうに頭を搔かいている。


　エリカ・ブルーノはジェイドの師し匠しようで、育ての親だ。魔ま導どうの女め神がみと呼よばれる魔導師。その功こう績せきは、五十年近く前の歴史に何度も名を刻むほど。


　外見は二十代の半ばだが、実じつ際さいはかなりの高こう齢れいなのである。──ただし、歳としの話は彼女の前では禁きん句くだが。


　エリカはしばらく前までグラディウスとトライアンの国こつ境きようである山に住んでいた。しかしグラディウスでの事じ件けんを解かい決けつするにあたって、協力を要よう請せいしたミレリーナが出した条じよう件けんにより、今はトライアン王おう城じように住まいを移うつしている。さきほどジェイドたちが見た、王城の敷しき地ち内にあった巨きよ大だいな岩が彼女の家だ。外側からは想そう像ぞうもつかないが、あの中は不思議な魔導具が溢あふれる二階建ての邸てい宅たくなのだ。


　王と女王と姫ひめ君と。その三人を前にして、エリカは尊そん大だいに胸を反そらせる。


「だったら、この子を座すわらせてあげなさいな。──ほら、あなたもぐずぐずしていないで、早く入っていらっしゃい」


　開け放たれたままだった扉の向こうへ、エリカは声を掛ける。もじもじと、躊躇ためらいがちに顔を覗のぞかせたのは一人の少女だった。


　青あお味みを帯びた銀の髪かみはまっすぐ胸むな元もとまで伸のび、清らかな水のように澄すんだ青い瞳が不安げに揺ゆれている。歳は十六か十七だろう。白いブラウスと黒いショール、そして紺こんのスカートという簡かん素そな服ふく装そうで、胸には分厚い本を抱だいていた。この少女が、例の守しゆ護ご者なのだろうか。


　エリカに促うながされ、少女はベルンハルトが座っていたソファに腰掛けた。ベルンハルトは応接室に備そなえ付けられていた予よ備びの椅い子すを持ってきてエリカに提てい供きようし、自分は立ったままになる。エリカも今度は文句を言わず、どっかりと椅子に腰を下ろした。ふんぞり返って脚あしまで組んでいる。それを見み届とどけ、ジェイドも座りなおした。


　少女は無言だった。本をきつく胸に抱いたまま、視し線せんを下に落としている。


　沈ちん黙もくに耐たえかね、ジェイドが少女に言葉をかけた。


「はじめまして。ジェイド・コルコットと申します。グラディウスより参りました、魔導騎き士しです。そして、こちらが……」


「ブラッディ・ファングのルビーウルフ。盗とう賊ぞくだ」


　ジェイドがグラディウスの女王として紹しよう介かいするより先に、ルビーウルフは盗賊の名乗りを上げた。ジェイドが溜ため息いきをつくのを見て、エリカは相変わらずねぇ、と笑いを含ふくんでつぶやいた。


　少女は驚おどろいたように顔を跳はね上げ、ルビーウルフの顔を凝ぎよう視しする。子こ鹿じかのように潤うるんだ瞳が怯おびえていた。それでも構かまわず、ルビーウルフは言葉を続ける。足元で寝ねそべっている狼おおかみたちの頭を撫なで、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。


「こっちの白いのはフロスト。茶色っぽいのがケーナ。あたしの家族の、狼だよ」


「狼……!?」


　ようやく少女が声を発した。消え入りそうな小さな声だったけれど。


「い、犬じゃないの……？」


　身を引いて、体をソファの背せもたれに押おし付けている。怯える青い眼まな差ざしは狼たちに注がれ、本を抱く腕うでが震ふるえていた。野生の狼がこんなふうに人に馴なれているのを見たことがないのだろう。犬と勘かん違ちがいするのも仕方のないことだ。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、咬かみませんから」


　怯える少女が不ふ憫びんに思え、ジェイドは柔やわらかく微笑んで言う。それでようやく安心したのか、まだ少しおどおどしながらも少女は安あん堵どの溜め息をついた。


　咬まない、とは言ったが、それは少々事実とは違う。砂すな色の雌めす狼、ケーナは穏おだやかな性せい格かくで、むやみに咬んだり吠ほえたりはしないけれど、自分や仲間に危き機きが迫せまれば容よう赦しやなく牙きばを剝むく。そして雄おすの白狼フロストは、ルビーウルフに近ちか寄よる男には誰だれであろうと威い嚇かくする。その最たる対象がジェイドなのだから困こまったものだ。


　おそらく、フロストの中でジェイドは群むれの仲間ではないのだ。ルビーウルフを中心に置き、第二位がフロスト、三位がケーナ。ジェイドなど、その遥はるか下で、頭かしらであるルビーウルフに馴れ馴れしく接せつするなど身分違いも甚はなはだしい、といったところなのだろう。


　それでも彼はルビーウルフの命令に忠ちゆう実じつであるため、不用意に唸うなり声を上げたりはしない。グラディウス王城でも、女官たちに可愛かわいいかっこいいと追いかけ回されたり挙あげ句くに首にリボンなんて巻まかれそうになったりしても咬み付いたりはしなかった。迷めい惑わくかけちゃだめ、というルビーウルフの言いつけを、律りち儀ぎに守り抜ぬいているのだ。


　一度、若わかい女官たちが面おも白しろがって、化け粧しよう品ひんで眉まゆを描かいたり頰ほお紅べにを塗ぬろうとしたりしているのを見た時はさすがにジェイドも可哀かわい想そうにと思った。面白いので止めなかったけれど。結けつ局きよく、逃にげおおせたようだったし。


　だから、ジェイドが少女に言った言葉は半分本当で半分噓うそだ。少女がルビーウルフに対して危害を加えるような真ま似ねをしたなら間違いなく牙の餌え食じきになるだろうが、そうでなければ大人しく撫なでさせてくれる。特にケーナは、一いつ緒しよに遊んでくれる人が大好きなのだ。


「さぁ、こっちの自じ己こ紹介は終わったよ。名前くらい教えてくれない？」


　ルビーウルフはにっこり微笑む。しかし狼たちを侍はべらせて、どこか居い丈たけ高だかな物言いはちょっと怖こわいんじゃないのかとジェイドは心配になった。そして予想通り、少女は萎い縮しゆくしきって細い声を上げる。


「キアラ……キアラ・フォレスター」


　ちら、と上げた眼差しは、なぜか今にも泣き出しそうだった。自分は盗賊だと名乗る少女が狼を連れて目の前にいれば、泣きそうなくらい怖いのは当たり前なのかもしれないけれど。


　それでも、このキアラという少女はどうしてこんなにも怯えているのだろう。神具の守しゆ護ご者だと名乗ってトライアン王おう城じようまでやってきたというから、もっと堂々とした自信家だと思っていたのだが。


　そんなことを考えながら、ジェイドは首を捻ひねった。隣となりではルビーウルフも、不思議そうにキアラの顔を覗のぞき込こんでいる。そしてミレリーナに目線を移うつし、訊たずねた。


「何？　この小動物」


「ルビーウルフ、失礼だ」


　ジェイドがすかさず諫いさめると、ルビーウルフはだってなんかリスっぽいじゃん、と言い訳わけをした。


「いらした当初から、こんな調子なのですよ。エリカ様にお話し相手になっていただいているのですけど、なかなかご自分のことをお話ししてくださらなくて」


「それは人選間違ったんじゃ……いや、なんでもない」


　ルビーウルフは何かを言いかけ、青あお筋すじを浮うかべたエリカから目を逸そらして鼻歌を歌った。賢けん明めいな判はん断だんだ。


「さ、キアラさん。〈全知の書〉をルビーさんたちに見せて差し上げて。ルビーさんはちょっとアレで怖いですけれど、グラディウスの女王陛へい下かでいらっしゃいますし、悪い方ではありませんのよ」


　ちょっとアレってなんだ、とルビーウルフは半はん眼がんでつぶやいたけれどミレリーナはさらりと無む視しした。


　そっと、躊躇ためらいながらもキアラは腕うでを解ほどいて本をテーブルの上に置く。革かわ張ばりの、古びた本だった。表題もなく、一見すればただの小こ汚ぎたない日記帳のような本。


　もしこれが本物の〈全知の書〉であれば、手足の神具が集まった時に本は開いてロゥヴァースが復ふつ活かつすると言われている。それ以外は、決して開かないのだそうだ。守護者の一族のみが、まるで神しん託たくのように本の知ち識しきを引き出せるらしいのだが。


　そしてもう一つ、他の神具とは違う特色を〈全知の書〉は持っている。ロゥヴァースの手足である神具は神国の王族にしか扱あつかえないし、持つことすらできない。持ち主のすぐそばにいるのなら代理の人間が持つことも可か能のうなのだが、三歩も離はなれれば急きゆう激げきに重量を増ましてどんな屈くつ強きような戦士にだって持つことはできないのだ。


　しかし〈全知の書〉は、持ち主を定めない。守護者の一族に限かぎらず、誰にでも持ち運びができる。だからこそ、誰の手に渡わたるとも知れないから守護者が必要というわけだ。


　ルビーウルフは〈全知の書〉に手を伸のばし、キアラの許きよ可かなく持ち上げてみる。キアラは黙だまって、その様子を不安そうに眺ながめていた。


「お、けっこう重い」


　分ぶ厚あつい本だから、それなりの重量なのだろう。ルビーウルフは一度〈全知の書〉を膝ひざの上に載のせてから表紙に手をかけた。


　表紙は頑がん固こな貝のようにぴったりと閉とじられ、当然ながら開かなかった。ルビーウルフは息をつき、〈全知の書〉をテーブルに戻もどす。


「で、あんたはこれをここに持って来て、何がしたかったわけ？」


　とても自然な疑ぎ問もんだ。キアラが何を考えて、〈全知の書〉をトライアン王城まで持って来たのか、真意がさっぱり摑つかめない。今はまだ到とう着ちやくしていないが、残り二つの神国、サルヴロースとコロナードの代表者もそれぞれの神具を持ってトライアンへ向かっているはずだ。それでもし偽にせ物ものであったなら、ただでは済すまされない。


　細く、震ふるえた声でキアラは言う。


「わたしは……守護者なのかどうなのか、自分ではわかりません。でも、〈全知の書〉は本物です。だって、知ち恵えをくれるんですもの。その功こう績せきは、たしかにあります。でも、わたしには何も応こたえてくれない……」


　ぽつりぽつりと、絞しぼり出すように言葉を紡つむぐ。ルビーウルフはジェイドに目線を寄よ越こし、肩かたをすくめた。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが、意味わかんないと訴うつたえている。ジェイドも同じ気持ちだった。


　キアラは何かを隠かくしている。それは誰の目にも明らかだ。そして、こんなに怪あやしげな態たい度どを取る少女の言うことを信じて神国の代表者を招しよう集しゆうしたミレリーナの意図も摑めなかった。無む駄だと不ふ利り益えきを嫌きらう彼女が、どうしてキアラの言葉を信じる気になったのだろうか。


「〈裁さばきの天てん秤びん〉が、反はん応のうしないのです」


　ルビーウルフとジェイドの様子に、二人が何を考えているのか悟さとったのだろう。ミレリーナが溜ため息いきをこぼして言った。微笑ほほえみながらも、琥こ珀はく色の瞳ひとみを困こまったように瞬しばたたかせている。


　彼女の言葉に、ルビーウルフとジェイドは再ふたたび目を見み交かわした。たしかにそれでは、ミレリーナが判断に困るはずだ。


〈裁きの天秤〉はトライアンの神具。持ち主が名指しした人物の罪つみを暴あばきだす能力を持つ。『天秤』という名とは違ちがって、その姿すがたは小さな水すい晶しよう玉だまだ。


　ミレリーナは、すでにキアラを対象にして〈裁きの天秤〉を使ったのだろう。そして反応はなかった。つまり、キアラ・フォレスターに罪はないと、神具が、ひいては神が判断したのだ。


「エリカはどう思う？」


　ルビーウルフが、暇ひまそうにしているエリカに意見を請こうた。ポットから自分で紅茶を注いで、一口啜すすってからエリカは答える。


「私に訊きかれても困るわね。私は神国の王族じゃないのよ。専せん門もん外だわ」


　素そっ気けない態たい度どに、ジェイドはこの人も相変わらずだなと思った。でも、下手に何かを言うと杖つえで小こ突づかれたりするので、口には出さない。


　すっと目線を上げ、エリカはさらに言う。その菫すみれ色の瞳は、じっとキアラを見つめていた。


「ただ、少なくとも私はそこのお嬢じようちゃんは嫌きらいね。何か言いたければ言えばいいのに、だんまりなんだもの。魔ま導どうに関してなら私は天才だけど、これでも普ふ通つうの人間なのよ。超ちよう能のう力りよく者しやでもないのに、他人の考えてることなんてわかるはずないじゃない。なのに、その目。わかってほしいって訴えてる。冗じよう談だんじゃないわ。拒きよ絶ぜつしているのはあなたじゃない」


　刺とげ々とげしいを通り越して、めった斬ぎりだ。膝の上できつく握にぎられていたキアラの手が震え、その手の甲こうに涙なみだが落ちる。その場にいるのを耐たえかねたように、キアラは〈全知の書〉を抱かかえて部屋を飛び出していった。立ったまま、おろおろと様子を見守っていたベルンハルトが彼女の後を追う。廊ろう下かの向こうから、キアラのすすり泣きとベルンハルトの慰なぐさめる声が聞こえてきた。


「老ろう師し、その、少し言いすぎではありませんか？」


　ジェイドが控ひかえめに意見すると、エリカはぎりっと鋭するどく彼を睨にらんだ。足元から一気に悪お寒かんが駆かけ抜け、ジェイドは身震いする。


「そうね、厳きびしいわね。だけど、あなたたちが着くまで私もミレリーナも、あの子からいろいろ聞き出そうとしていたのよ？　それなのに、ずっとあんな調子なんだから苛いら々いらするのも当然じゃない？」


　椅い子すの背せもたれに肘ひじを乗せ、体を斜ななめに傾かたむけてエリカは溜め息をつく。それに同意し、ミレリーナも頷うなずいた。


「ええ、正直申しまして、今のエリカ様のお言葉には胸むねがすっとしました」


　優ゆう雅がな仕草で茶を飲みながら、そんなことを言う。


　たしかに、キアラの言動には不ふ可か解かいなところが目立つ。その相手を長々とさせられていたのでは、鬱うつ憤ぷんが溜まっても仕方がないことなのかもしれない。


　返す言葉も見つからず、ジェイドはルビーウルフを見やった。


　両手を組み、腕うでを伸のばしてルビーウルフは伸びをする。どうにも暢のん気きな様子だが、ちらりとジェイドに向けられた表ひよう情じようには変化があった。


　爛らん然ぜんと輝かがやく紅玉の瞳。何かを察したように、唇くちびるには鮮あざやかな笑えみを浮うかべていた。





　　　　†




　ルビーウルフ一行には、広い客間が宛あてがわれた。部屋は間仕切りで二つに分けられ、半分が控ひかえの間になっている。普通は女官などの召めし使いが使用する部屋だが、他人にあれこれ世話をされることが好きではないルビーウルフには召し使いなど必要ない。控えの間はジェイドが使うことになった。
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　ベッドに腰こし掛かけ、ルビーウルフは天てん井じようを仰あおぐ。狼おおかみたちもベッドに上がり、彼女に寄り添そって伏ふせている。ジェイドは鏡台から椅子を引ひっ張ぱってきて、彼女たちに向き合って座すわった。


「それで、あんたはどう見る？」


　ジェイドの問いに、ルビーウルフは視し線せんを投げて寄よ越こした。脚あしを組み、膝ひざに片肘を乗せて手の甲に顎あごを置く。


「さぁね。まだ情じよう報ほうが少なすぎて、どうにも。それに、エリカの普通の人間宣せん言げんにびっくりしちゃって」


「たしかに、それは俺おれも驚おどろいたが……間違っても本人の前では言わないほうが身のためだぞ」


　エリカの顔を思い出し、ジェイドはまた身み震ぶるいする。キアラの件けんで不ふ機き嫌げんだったらしく、今日は一いち段だんと迫はく力りよくがあった。しかしルビーウルフはジェイドの表情を面おも白しろそうに眺ながめ、くすっと笑いを漏もらす。


「よっぽど師し匠しようが怖こわいんだね。眉み間けんに皺しわが寄よってるよ」


「……あの人の本当の恐おそろしさを知らないから、そんなふうに笑っていられるんだ」


　自分は今、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしているんだろうなとジェイドは自覚していた。


　こちらを見るルビーウルフの瞳ひとみが瞬まばたきで煌きらめく。彼女は苦く笑しようしていた。


「たしかに、エリカの睨みはあたしでさえぞっとするからねぇ。そんな悲ひ愴そうな顔するなよ、あたしがいじめてるみたいじゃないか」


「……すまない」


　言ってから、ジェイドはしまったと気がつく。すぐ謝あやまる癖くせを直せと、彼女に何度も言われているのだ。


　案の定、ルビーウルフは呆あきれたように溜ため息いきをついた。


「なんでお前が謝るかなぁ。ほんと、面白い奴やつ」


　言って、彼女はくすくす笑った。葡ワ萄イ酒ン色の短い髪かみが肩かたのあたりで揺ゆれている。


「まぁ、真ま面じ目めな話は苦手だから手短に済ませちゃうけど──。あたしはキアラのこと、嫌きらいじゃないね。客観的に見ると、たしかに意味わかんない女だけどさ。なんか、嫌いになれない」


「勘かんか？」


「勘さ」


　自信満々に、ルビーウルフの唇は弧こを描えがいていた。それを見て、ようやくジェイドも笑みを取り戻もどす。


「俺はあんたの勘を信じるよ。どのみち、残り二つの神具が揃そろえば〈全知の書〉が本物か偽にせ物ものか、はっきりするんだからな。〈裁さばきの天てん秤びん〉が無む反はん応のうだった、ということが気がかりではあるが……」


　キアラの持つ〈全知の書〉が偽物であって欲ほしいと願うのは、神国の者ならば当然のことだ。グラディウスなら〈導みちびきの剣けん〉を、トライアンなら〈裁きの天秤〉を、決して失いたくはない。それにロゥヴァースは……復ふつ活かつしてはならない神なのだ。


　創そう造ぞう神しんロゥヴァース。慈じ愛あいに満ちた、破は壊かいの神。


　この世界を創つくり、愛した神は己おのれの力を憎にくんだ。その意思とは関係なく、触ふれるものすべてを壊こわしてしまう強すぎる力を持っていたから。ゆえに四し肢しを引きちぎって神具へと変え、自分の子供たちにそれを託たくして世界を守るように命じたという。


　だから、ロゥヴァースは復活など望んではいない。無理やり目覚めさせるなど、天意に背そむく行こう為いだ。


　しかし、もし神具が一つに束たばねられ、神の力が復活したなら。その力を、ただ一つの国が手に入れてしまったら。


　そして何より恐おそろしいのが、その力を奪うばい合うのは現げん在ざい神具を保有する四つの国であるということ。同じ神の子孫として、長く和平を築きずいてきた関係が崩くずれてしまうかもしれない。


　すべては憶おく測そくだ。神の復活など所しよ詮せんは伝説だし、ロゥヴァースが復活すれば神具を失うという話にいたっては噂うわさの域いきを出ない。


　しかし、だからこそ人は恐れる。不ふ確たしかなものに怯おびえる。疑ぎ心しん暗あん鬼きに捉とらわれて、他者を傷きずつけ憎にくみ合う。


　その危き険けん性せいを、あの少女はか細い腕うでに抱だいているのだ。




　第２章　貝の記き憶おく







　浜はま辺べで拾った貝を、少女は籠かごの中へ入れて選別を始めた。砂すなの上に座すわって日ひ傘がさを差して、できるだけ綺き麗れいで形の整ったものを選ぶ。


　そこへ、もう一人の少女が海から上がって駆かけてきた。袖そでのない服と丈たけの短いズボンで、日焼けした肌はだを太陽に晒さらしている。髪や服から滴したたる海水を気にすることもなく、海の中から拾ってきた小さな巻まき貝がいをいくつか、座っている少女に手て渡わたした。


　掌てのひらの上で、貝が動いた。二人が首を傾かしげていると、貝からヤドカリがひょっこりと顔を出す。貝を渡された少女は悲鳴を上げて、力いっぱい貝を投げ捨すてた。


「あー！　何すんの！」


「だ、だって、ヤドカリがいるのに飾かざりになんてできないわ」


「そんなの、ほじくり出せばいいじゃない。せっかく綺麗なの見つけてきたのにぃ」


　二人が貝を探さがしていたのは、首飾りや腕輪を作って遊ぶためだ。けれど、綺麗で形の整ったものを探すのは案外難むずかしい。別の貝がくっついて形がおかしくなっていたり、欠けているものが大半だ。数時間かけて見つけた貝のうち、使えそうなものだけ選別すると首飾りも腕輪も作れそうにない。今はまだ午前中だけれど、この地方の夏は日差しが強すぎるため、昼間に出歩く人はほとんどいないのだ。午前中働いて、夕方にまた動き出す。


「これだと髪かみ留どめの飾りくらいにしかならないね。それも一人分」


「それなら、わたしが作るわ。わたしは作るのが楽しいんだもの。作ったものは、あなたが使って」


　日傘の少女が微笑ほほえんで言う。そこへ女が浜辺を歩いてきて、二人の少女に声をかけた。


「コーラル様、キアラ、そろそろお戻もどりくださいな。お勉強の時間ですよ」


　女の言葉に、ずぶ濡ぬれの活発な娘むすめが元気よく返事をして駆け出す。しかし日傘の少女は籠を持って立ち上がるのにもたついて、出で遅おくれてしまった。それに気づいた友は振ふり返って手を差し伸のべる。


　二人はよく似にていた。顔の造作そのものや、性せい格かくはまったく違ちがったけれど、共に青い瞳ひとみで背せ格かつ好こうも似ている。そして、まるで対ついのように、二人の長い髪は金色と銀色だった。
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　キアラは泣いていた。


　トライアン王おう城じように宛あてがわれた自室に戻ってからも、ずっと独ひとりでベッドに伏ふせて。


　ベルンハルトが女官に頼たのんで用意してくれたホットミルクはもう冷めてしまっている。飲めば気持ちが落ち着くだろうから、と言ってくれたけれど、結局口をつけていない。


　ベルンハルトは優やさしい。国王というより、まるで小こ姓しようだ。繊せん細さいで、誰だれかが困こまっていると本人よりも困り顔になって手助けしようとする。時に残ざん酷こくな決けつ断だんをしなければいけない立場の国主には、最も不向きな性格だ。だからこそ、あの妹姫ひめが必要なのかもしれない。微笑みながら、他人の心を抉えぐることを躊躇ためらわない少女。


「虚きよ偽ぎが証しよう明めいされれば、容よう赦しやなく罰ばつを与あたえます」


　ミレリーナはそう言って、〈裁さばきの天てん秤びん〉を翳かざした。結果は、当然ながら無む反はん応のうだったけれど。だって、この〈全知の書〉は間違いなく本物なのだ。〈裁きの天秤〉がそれを揺ゆるがぬ事実と認みとめた。


　それでも、ミレリーナやエリカが厳きびしい目で見てくることを、キアラは甘あまんじて受け入れている。いや、耐たえようとしている。キアラがここで踏ふん張ばらなければ、両親の命はないのだ。


　風が吹ふきつけ、窓まど硝子ガラスが揺れる。カツカツと、硝子を叩たたく硬かたい音がしてキアラは身を震ふるわせた。窓辺に目線をやると、カーテンで閉とざした景色の向こうで、小さな影かげが動いていた。


　恐おそる恐る立ち上がり、カーテンを開ける。ちらちらと、雪が風に流されて斜ななめに降ふっていた。王城の庭木にも、うっすら白く積もり始めている。


　窓を開けると、風に乗った雪が部屋の中へ吹き込こんできた。カーテンがばたばたと暴あばれる。キアラの、長い銀の髪がもみくちゃになって顔に張はり付いた。


　髪を搔かきあげ、キアラは震える両手を胸むねの前できつく握にぎり合わせた。部屋は暖だん炉ろで暖あたためられていたけれど、冷たい風に晒されて吐はいた息は白い。


　降りしきる白の世界に、その黒い塊かたまりは無ぶ遠えん慮りよに飛び込んできた。出窓に足を掛かけ、一羽のカラスが羽根を休める。


『何を泣いている？』


　若わかいような老いているような、男のような女のような。いくつもの声が交じり合った、不気味で不ふ明めい瞭りような声をカラスは発した。


「泣いてなんか、いないわ」


　キアラは毅き然ぜんと答える。けれど、火ほ照てった顔や腫はれて厚あつぼったくなっている瞼まぶたはどうしようもない。目も、きっと赤くなっている。それでも懸けん命めいに、キアラはカラスを睨にらみ据すえた。


　カラスは黒い嘴くちばしを振ふり上げ、ギェッ、と耳みみ障ざわりな声を出した。鼻で笑ったらしい。


『強がりの女は気に食わん。お前も、あの女も。──グラディウスの女王が今日、到とう着ちやくしたな。どんな様子だった？』


　身を乗り出し、カラスが問う。キアラは少しだけ目を伏ふせて、さきほど会ったばかりの少女のことを思い出した。


　狼おおかみと騎き士しを従したがえた女王。年ねん齢れいは、きっとキアラより若い。小こ柄がらで、一見すればまだ子こ供どもにも見えるけれど、紅こう玉ぎよくの色をした瞳はまるで本物の獣けものみたいだった。盗とう賊ぞくだと言っていたのは冗じよう談だんのつもりなのだろうか。


「あれが本当に女王なの？　狼なんて連れて……怖こわいわ」


　たとえどんなに手て懐なずけていたって、相手は野生動物なのだ。王おう侯こう貴き族ぞくの中には猛もう獣じゆうを飼かうことを趣しゆ味みにしている好こう事ず家かもいるらしいが、そういう場合は首輪と鎖くさりで繫つないでおくのが常じよう識しきだ。なのにあの狼たちには鎖もなければ首輪もなかった。


　ギッと、またカラスが鳴く。不ふ愉ゆ快かいそうに羽根をばたつかせ、言葉を吐き捨すてた。


『シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウスと犬ども……。ジェイド・コルコットも一いつ緒しよだな？』


　カラスの問いに、キアラは頷うなずく。そして不思議に思った。たしかに、あの騎士はそう名乗ったが、女王の名は違ちがう。彼女はルビーウルフと名乗っていたが、シャティナというのが本名なのだろうか。


　キアラがその疑ぎ問もんを投げかけるよりも先に、カラスは重ねて言う。


『グラディウスの小こ娘むすめには注意しろ。あれは野生の獣だ。無む慈じ悲ひな狼だ。奴やつらの動向は、一つの漏もれもなく報ほう告こくするんだ。あの娘は神国に相応ふさわしくない、異い端たんの王だからな。キアラ、お前の願いを邪じや魔まする女だと心得ておけ』


　カラスは笑った。表ひよう情じようには何の変化もなかったけれど、声の調子でわかる。キアラが返事をする間も与あたえず、カラスは黒い翼つばさを広げた。


「待って！」


　雪景色へと飛び立ったカラスに、キアラは手を伸のばす。


「わたし、約束通りトライアンへ来たわ！　国のことだって、誰にも話してない！　ロゥヴァースも、きっと復ふつ活かつさせてみせるから……お願い、お父様たちと話をさせて！」


　窓から身を乗り出して、キアラは叫さけぶ。一度遠ざかったカラスは宙を旋せん回かいして、キアラの目の前をすっと横切った。


『役目を果たせ、キアラ・フォレスター』


　カァカァと、嘲あざ笑わらうように鳴いてカラスは飛び去った。雪ゆき煙けむりの中に黒い点が消えるまで、キアラは呆ぼう然ぜんとして動けなかった。風を孕はらんだカーテンに頰ほおを叩かれ、惨みじめな気分になる。のろくさと窓を閉しめた。


　吹き込んだ雪が、少しだけ絨じゆう毯たんに残ってきらりと光った。部屋もすっかり冷えてしまったが、暖炉のそばへ行くと暖かい。


　再ふたたびベッドで横になり、キアラはうずくまった。枕まくら元もとに転がしておいた〈全知の書〉を引き寄よせ、胸に抱かかえ込む。


　この国は、寒い。祖そ国こくが懐なつかしくなった。小さくて、決して裕ゆう福ふくではなかったけれど、穏おだやかで暖かな国。


　ポケットに手を入れ、中から髪かみ留どめを取り出した。貝の飾かざりが、しゃらりと揺ゆれる。


　約束したのだ。必ず戻もどると。


　戻って、懐かしい景色を見る。懐かしい音を聞く。両親と、あの子と一緒に。


　目を閉とじると、祖国の匂においや音を感じる気がした。


　潮しおの香かおりと、クジラの歌。
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　ルビーウルフらがトライアンへ到着して五日後。


　非ひ常じように嫌いやな感じがした。そのせいか、朝からどうにも機き嫌げんが悪い。


　ルビーウルフは、わりと寝ね起おきはいいほうだ。前日に夜よ更ふかししても、朝はすっきり目覚める。それなのに、今朝はいつまでもベッドを離はなれたくなかった。というか、部屋を出たくなかった。それなのに。


「ルビーウルフ。サルヴロースの王子殿でん下かがお見えになったそうだ。ご挨あい拶さつに行かねば」


　部屋の外からジェイドの声。なんて間が悪いんだ。


　ベッドの中で唸うなったが、ジェイドに急せかされて身なりを整えた。といっても、普ふ段だんの小ざっぱりした服に、〈導みちびきの剣けん〉を背せ負おっただけなのだが。


　部屋から出ると、ジェイドが待っていた。彼はグラディウスから持ち込んだ簡かん単たんな礼服を着ていた。そしてルビーウルフの服ふく装そうを見て、困こまったように眉まゆ根ねを寄よせる。


「初めてお会いする方に、そんな格かつ好こうでは失礼じゃないか？　キアラの時は、到とう着ちやくしてすぐだったから仕方なかったが……」


　つまり、ドレスを着ろというのだ。ルビーウルフもグラディウスの女官たちに持たされて、ドレスは持ってきているけれど、あれは動きにくいから嫌きらいだ。


「めんどくさ」


　つい本音が漏れてしまった。グラディウスでは、王おう城じようの中でも自由にやっていたので閉へい塞そく感はあまりなかったけれど、ここはベルンハルトの、そしてミレリーナの支し配はい下だ。その規き則そくに従したがわなければいけない。ミレリーナが黙もく認にんしてくれることが多々あったとしても、他の神国の王族とは初対面なのだから、ある程てい度どの礼れい儀ぎは必要だ。


　しかし、それではフロストとケーナを同行させることも自じ粛しゆくしなければいけない。キアラは明らかに狼おおかみたちを見て怯おびえていたし、それが普ふ通つうの反はん応のうだということくらいルビーウルフにもわかっている。けれど、今日はいつにも増まして離れるのが嫌だった。


　廊ろう下かの壁かべにもたれ掛かかり、うだうだしているとジェイドが顔を覗のぞき込んできた。


「具合でも悪いのか？」


　違ちがう、と言うより早く、ジェイドはルビーウルフの額ひたいに掌てのひらを当てた。途と端たん、彼女の足元に寄り添そっていたフロストが牙きばを剝むいて唸る。ケーナが間に割わって入ったので、飛び掛かることはなかったけれど。


　ジェイドは慌あわてて身を引いた。相変わらず仲が悪い。といっても、フロストが一方的に嫌っているのだが。ルビーウルフは苦く笑しようする。


　掌を、今度は自分の額に当てたジェイドが首を傾かしげた。


「熱はないみたいだが……。疲つかれているのかもしれないから、今日は休んでおくといい。挨拶には俺おれ一人で行くから」


「いや、行くよ。わがまま言ってる場合じゃないし。着き替がえてくる」


　無理やり笑え顔がおを作ってルビーウルフは踵きびすを返し、ドアノブに手を伸のばした時だった。


「おお、いたいた！　本当に狼連れてるんだ、すごいなぁ！」


　廊下の向こうからずかずかと大おお股またでやって来たのは、褐かつ色しよくの肌はだの青年だった。


　歳としはジェイドより少し上だろうか。赤茶と薄うす茶ちやが入り混まじった、瑪め瑙のうのような髪をうざったく肩かたのあたりまで伸ばし、やたら爽さわやかな笑顔が眩まぶしい。褐色の肌と対たい比ひして、白い歯が目立つためだろうか。孔く雀じやく石いしに似にた濃こい緑の瞳ひとみを子こ供どもみたいに煌きらめかせ、ルビーウルフを見つめている。


　そして何より目を引くのが、彼が羽は織おる鮮あざやかな紫むらさきのマントだ。その下はくたびれたシャツとズボン、色あせたブーツという、ルビーウルフに負けず劣おとらずの野生じみた服装だが、その着こなしはどこか洗せん練れんされていて、隙すきがない。


　青年は無む防ぼう備びな笑顔でルビーウルフの前まで歩み寄り、ひざまずく。そして唐とう突とつに、実に自然な動作でルビーウルフの手を取って、その甲こうに口付けをした。


「なっ……！」


　ジェイドは慌てて二人の間に割って入り、提げたサーベルの柄つかに手を掛けた。それよりも早く飛び退しざったルビーウルフは目を丸くして、青年の唇くちびるが触ふれた手の甲を腰こしの辺りで擦こすって拭ぬぐう。フロストに至いたっては、烈れつ火かのごとく吠ほえていた。ケーナはそれを制せいすものの、金の眼まな差ざしには警けい戒かいの色が滲にじんでいる。


　青年はジェイドと狼たちの威い嚇かくなど眼がん中ちゆうにない様子で、ルビーウルフに微笑ほほえみかける。ルビーウルフは無む性しように腹はらが立って、彼を真っ向から睨にらみ据すえた。


「いきなり何すんのさ」


　文もん句くを言いながらも、正直驚おどろいていた。避よける暇ひまもなく、フロストでさえ危き険けんを察さつ知ちすることができなかった。よほど手て馴なれているのだろう。


　白い歯を輝かがやかせ、ルビーウルフを見つめながら青年は笑う。


「うん、可愛かわいい」


　会話が嚙かみ合っていない。フロストは相変わらず唸うなっているのに、まるで恐おそれる素そ振ぶりもない。ジェイドが苛いら立だたしげに低い声こわ音ねで言う。


「どなたとは存ぞんじませんが、挨あい拶さつもなしに何事ですか」


　飛び退ったルビーウルフに、さらに近寄ろうとした青年だったが、ジェイドに阻はばまれて足を止めた。というより、今になってやっとジェイドの存そん在ざいに気づいたようだ。きょとんとして彼に目線を向ける。


「ちょっと、邪じや魔まなんだけど」


　ルビーウルフに向けていた微笑みは消えうせ、青年は鋭するどい眼差しでジェイドを睨んだ。ジェイドも負けじと牽けん制せいしている。


　ルビーウルフは警けい戒かいしつつ、前に歩み出て問う。


「てゆーか、誰？　まずは名乗ろうよ。相手がわかるように会話しなきゃだめだろ？」


　ルビーウルフの言葉に、青年はまた笑顔を取り戻もどした。まるで砂さ漠ばくに花が咲さいたみたいな変へん貌ぼうぶりだった。


「いやぁ、そっちから話振ってくれるなんて嬉うれしいな。俺はラーク・レウカンサ・サルヴロース。ラークでいいよ、長いからね。君はルビーウルフちゃんだよね、グラディウスの女王陛へい下かの。ルビーちゃんって呼よんでいい？　だめって言われても呼ぶけど。それにしてもほんと可愛いね、噂うわさ通りだね、古風に言うと別べつ嬪ぴんだね。俺、ルビーちゃんに会いたくてトライアンまで来たんだ。君の戴たい冠かん式しきにはうちの宰さい相しようのおっちゃんが行ったんだけどさぁ、もったいなかったよ。美人だって聞いたからもう悔くやしくて悔しくて。だから今度こそはって思ってさ。大いなる愛の力に導みちびかれて会いにきたよ、お姫ひめ様。これは運命だね。というわけだから、これから一いつ緒しよに昼飯どう？」


「断ことわる」


　ばっさりすっぱり断ったものの、勢いきおいに圧おされてルビーウルフは無む意い識しきのうちにジェイドの背はい後ごに隠かくれてしまっていた。なんとも情なさけない格かつ好こうだ。


　相手がサルヴロースの王族と判はん明めいし、ジェイドはしぶしぶ敬けい礼れいをした。しかしラークはしなやかに無む視しして話を続行する。ジェイドの額ひたいに青あお筋すじが浮ういたのをルビーウルフは見み逃のがさなかった。そしてルビーウルフも同じ心しん境きようだった。今にも、うぜぇという言葉が吐と息いきに乗って滑すべり出してしまいそうになる。仮かりに失言してしまっても、まったく意味はなさそうだけれど。


「つれないなぁ。でも、そういう意識が大事だよね。声を掛かけられたからってほいほい男について行っちゃう女は信用ならないし、きっと遊びまくってるんだ。そういうもんだよ、乱みだれた世の中さ。俺は純じゆん愛あいがしたいのに悲しくなるよ。だからルビーちゃん、この傷きずついた俺の心を愛の囁ささやきで癒いやしてくれないかな」


「嫌いやだ。そして黙だまれ」


　たぶんルビーウルフが止めなければ延えん々えんと無む駄だな話をしていただろう。そして彼に敬意を払はらう気なんてルビーウルフには毛頭なかった。だってラークも常じよう識しきはずれの無礼だし。ジェイドがルビーウルフに言葉遣づかいを注意しなかったので、彼も同じことを考えているはずだ。


　ようやく黙ったラークに、ルビーウルフは問う。


「だいたい、なんでわざわざこっちまで来たわけ？　ミレリーナのとこで待ってなよ。こっちにだって準じゆん備びとかあるんだから」


　着き替がえるのは面めん倒どうだと思っていたけど、というのは胸むねに秘ひめておく。しかしラークはさわっと髪かみを搔かきあげて笑う。その拍ひよう子しに、やたら甘あまったるい匂においが広がった。たぶん香こう水すいだ。ジェイドと狼おおかみたちは顔をしかめ、ルビーウルフはおぇっとなった。


　そんな相手の反はん応のうなど気にも留とめず、ラークは言う。


「そんなの、ルビーちゃんに早く会いたかったからに決まってるじゃないか。──ここがルビーちゃんの部屋なんだね。覚えとこ」


　ちらりと流し目で見られ、ルビーウルフは具合が悪くなりそうだった。しかも何か意味深なことを言っている。


　この時になって、ようやくルビーウルフは気がついた。朝から嫌な感じがしていたのは、こいつのせいだったんだ、と。こんなちゃらちゃらした奴やつと顔を突つき合わせなければいけないことを神しん経けいの末まつ端たんで察知していたから、部屋から出るのも狼たちと離はなれるのも嫌だったのだ。うんざりして、今すぐにでも部屋に引きこもりたくなった。ジェイドの服の裾すそをちょいちょいと引き、ラークを横に睨にらみながらわざと聞こえるように言ってやる。


「一いち応おう挨拶はしたんだから、もう出向かなくていいんじゃないの？　こんなんと話するくらいなら、キアラからいろいろ聞き出したほうが有ゆう意い義ぎだと思うんだけど」


　ジェイドは、もっともだと言わんばかりに頷うなずく。しかしラークはルビーウルフの言葉に敏びん感かんに反応した。


「キアラって？　女の子？」


　緑の瞳ひとみが爛らんと輝かがやく。その表ひよう情じようは上空から獲え物ものを見つけた鷹たかによく似にていた。


「なぁ、女の子？　若わかい？　可愛かわいいの？」


　なぜかこの時ばかりは、ジェイドに意見を求める。先ほどジェイドに向けた殺さつ伐ばつとした態たい度どとは打って変わって、まるで数年来の友人のような馴なれ馴れしさだ。


「歳としは十七くらいでしたし、可愛いといえば可愛い……のか？」


　ジェイドはジェイドで、ラークの勢いきおいに流されてしまっているし、回答をルビーウルフに託たくしてしまった。


「なんであたしに聞くのさ」


「いや、同どう性せいから見たらどうなのかと思って……」


「お前が聞かれたんだからお前の感想を言えばいいじゃないか」


　突つき放してしまったけれど、ルビーウルフもジェイドがなんと答えるのか少し気になった。興きよう味み本位というやつだ。


　ルビーウルフとラークに注ちゆう視しされ、ジェイドはたじたじになった。視線を虚こ空くうに彷徨さまよわせながら、どうにか言葉を紡つむぐ。


「可愛い、というより綺き麗れいといった感じだったが……」


　ほぼ独ひとり言のようなつぶやき。ラークはぱきりと指を鳴らした。


「いいね、それ。見てこよう」


　じゃあね、とルビーウルフに片目をつぶって見せ、ラークは足早に去っていった。とたんに静かになって、二人と二頭は彼が去った廊ろう下かの向こうをしばらく呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。


「あたし、あれ嫌きらいだなぁ」


「俺もだ」


　ルビーウルフのつぶやきに、ジェイドが同意して頷く。その横顔を、ルビーウルフは興味深く窺うかがった。


「どうした？」


　視線に気づいたジェイドが問う。しかしルビーウルフは無言で彼に背せを向け、部屋のドアを開けた。


「……キアラみたいな大人しい感じがいいんだ」


　ぼそりと言って、振ふり返ることなく部屋に入る。ジェイドは慌あわてて追ってきた。けれど狼たちを中に入れて、ドアを閉しめることも忘わすれない。まめな男だ。


「別に、そういう意味で言ったんじゃ……」


「お前の目は正しいと思うよ。キアラは綺麗だよね」


　窓まど際ぎわに寄よって、外を眺ながめながら言う。すっかり雪景色だ。この部屋は四階で、高い塀へいの向こうにある町まち並なみもよく見える。民家の屋根も縦じゆう横おうに走る道も、すっかり白一色だった。


　トライアンの王都シューバにはあまり雪は積もらないのだとミレリーナが言っていたけれど、今年は例年にない積雪量らしい。といってもグラディウスに比くらべたら、うっすら雪ゆき化げ粧しよう程てい度どなのだけど。


　初めに会った日から数日経たち、あれからキアラとも何度か話をした。けれど、彼女はほとんど何も語らず、ただ頑かたくなに〈全知の書〉は本物だと主しゆ張ちようするだけだった。名前以外、自分の情じよう報ほうを出したがらない。彼女が守しゆ護ご者であるかどうかの真しん偽ぎが定さだかではないので、当然ながら無理やり口を割わらせることもできないのだ。ミレリーナやエリカがうんざりしていたのも、わかる気がする。


　けれど、それでもルビーウルフはキアラを嫌いにはなれなかった。


　キアラには強い噓うその匂においを感じる。他人の感情を、匂いとして察知する感覚をルビーウルフは持っているのだ。狼おおかみたちも同じように、彼女には噓を感じるという。


　しかし、その噓を望んで貫つらぬき通しているようにも思えなかった。噓と、せめぎ合うように感じるのは悲ひ哀あいと呵か責しやくの匂いだった。


　彼女の噓が何なのか、ルビーウルフにはわからない。一番可か能のう性せいが高いのは、〈全知の書〉が偽にせ物ものだということだ。しかしこれは、〈裁さばきの天てん秤びん〉が無む反はん応のうだったことによって保ほ留りゆうとなっている。


　エリカが言ったように、キアラは時折、何かを訴うつたえかけるような目をしていた。けれど、視線が合うと慌てて俯うつむいてしまう。心の内を悟さとられまいとしているようだが、無む意い識しきに感情が溢あふれ出てしまうのだ。


　今のキアラには自由がない。見えない鎖くさりに繫つながれて、その理り不ふ尽じんさに抗あらがうこともできないでいるように思えた。


　キアラを縛しばるものは何なのか、それを知りたい。キアラのためだけではなく、何かそこに嫌いやなものを感じたからだった。


「どうもキナ臭くさいんだよね。キアラの周まわりには何かがいるよ」


　その匂いはまだ薄うすくて、だからこそ、もどかしい。


「老ろう師しやミレリーナ様は、彼女を嫌っているようだったが」


　ジェイドが溜ため息いきに乗せて言う。


　ミレリーナは仕事がどうのと言って逃にげているし、エリカは面めん倒どうくさがって岩の自じ宅たくにこもっている。キアラに積極的に話しかけているのはルビーウルフとジェイド、あとベルンハルトが心配して、いろいろと気にかけているだけだった。


「エリカが家から出てこないのは好都合なんじゃないの？」


　ルビーウルフは振り返って、悪戯いたずらっぽい笑えみをジェイドに向ける。それを見たジェイドは苦く笑しようした。


「その通りだ、と言えば満足か？」


　余よ裕ゆうぶって答えるものの、翠みどりの瞳ひとみが泳いでいるのをルビーウルフは見み逃のがさなかった。堪こらえきれず、吹ふき出してしまう。ジェイドは少し拗すねたように、横を向いてしまった。


「……人の苦手なものを突つきつけて、面おも白しろがるなんて趣しゆ味みが悪いな」


「ごめんごめん。控ひかえるよ」


「もうしない、とは言わないのか」


「守れる自信のない約束は意味がないだろう？」


　にたりと笑ってルビーウルフは言う。ジェイドは溜め息をついた。


「そういう悪戯をしていると、いずれ自分の身に返ってくるぞ」


　年とし寄よりくさい説教だ。そういえば昔、ブラッディ・ファングの長老にもそんなことを言われたような気がする。しかし。


「そんなもん、撥はね返してみせるさ」


　口角を吊つり上げ、胸むねを反そらせてみせる。それから、何かに気がついたように、あっと声を上げた。


「まずいね。あのナンパ野や郎ろうをキアラに会わせたら絶ぜつ対たいに口説くよ。しかもキアラは押おしに弱そうな感じだし。助けに行かなきゃ」


　ラークと顔を合わせるのは嫌だけれど仕方がない。どうもキアラは放ほうっておけないのだ。性せい格かくはまるで違ちがうのに、自分と似にた匂いを感じる。だから、ついキアラにかまってしまう。


　同調する意思を彼女は持っているのだと、ルビーウルフは確かく信しんしていた。





　　　　†




　キアラは困こまり果てていた。


　応おう接せつ室でラークに手を握にぎられ、心底迷めい惑わくそうな顔をしている。居い合あわせているミレリーナは微笑ほほえみながら何を考えているのかわからないし、ロヴィンは相変わらず無む表ひよう情じよう。そしてベルンハルトはおろおろして、その場を見守っていた。しかしラークはそんなことお構かまいなしで、大いなる愛の導みちびきだとか運命だとか言いながら、キアラを食事に誘さそっていた。応接室に入ってきたルビーウルフたちの存そん在ざいにすら気づいていない。


　口説き文もん句く使いまわしかよ、と思いつつ、ルビーウルフは無言でラークの背はい後ごに歩み寄よって平手で彼の頭を引ひっ叩ぱたいた。ラークは振ふり返って髪かみを搔かきあげながら、白い歯を煌きらめかせる。


「やぁ、ルビーちゃん。これはあれかい？　嫉しつ妬とかい？　愛の鞭むちは痛いたいけど嬉うれしいよ」


　まったく応こたえていないその様子に腹はらが立ち、香こう水すいの匂いに顔をしかめながらルビーウルフはもう一発平手を放った。


「誰だれが嫉妬なんてするか。自うぬ惚ぼれるのも大たい概がいにしな。小動物が鷹たかに連れていかれないように、見み張はりにきたんだよ」


「照れ隠かくしなんて可愛かわいいなぁ。そういう時は素す直なおに『あなたのそばにいたいの』って言えばいいんだよ」


　ルビーウルフに叩たたかれて乱みだれた髪を整えながら、ラークは流し目を寄よ越こしてくる。ルビーウルフは思わず剣けんの柄つかに手を伸のばしかけたが、その手をジェイドが摑つかんでくれたのでどうにか自じ制せいすることができた。危あやうく国こく際さい問題に発はつ展てんするところだ。


「いらっしゃい、ルビーさん。どうぞお掛かけになって」


　ミレリーナが言うと、隣となりに座すわっていたベルンハルトが立ち上がって場所を譲ゆずろうとする。それをルビーウルフは手で制した。


「ありがとう。でも、あたしたちは立ったままでいいよ。さっきも言ったけど、見張りに来ただけだから」


　できればキアラを無事に部屋まで送り届とどけ、彼女の部屋で少し話がしたい。今まで、こうしてミレリーナやベルンハルトを交えて会話をしたことはあっても、部屋に入れてもらうまでには至いたっていないのだ。訪たずねていっても、部屋の外で短い会話をする程てい度ど。彼女の縄なわ張ばりに一歩でも深く入り込こむことが重要だが、無理やり押し入っては、キアラはどんどん壁かべを高くしてしまうだろう。だからラークのように、無理に手を握るとか、普ふ通つうの女でも嫌いやがるようなことは言ごん語ご道どう断だんだ。


「挨あい拶さつが終わったんなら、さっさと帰るよ。キアラも、こんなの相手しなくていいからね」


　居い心地ごこち悪そうにしているキアラを立つように促うながし、ラークから遠ざけようと手て招まねきする。彼の隣は危き険けん地帯だ。しかしラークは、キアラを呼よぶために伸ばしたルビーウルフの手を掠かすめ取るように引き寄せた。ルビーウルフは踏ふん張ばろうとして、ソファの背せもたれ越しにつんのめってしまう。その隙すきにラークはルビーウルフの手の甲こうを自身の顔に寄せて頰ほお擦ずりをした。


　今度は先ほどのように逃にげることはなく、代わりに拳こぶしを力いっぱい抉えぐりこむように繰くり出していた。ほぼ条じよう件けん反はん射しやだ。ラークがソファの肘ひじ掛かけの角に頭を打って悶もん絶ぜつしている間にジェイドの背後に隠かくれる。


「油断するな。さっきの件といい、いつものあんたなら避よけられたんじゃないのか？」


　言いながら、ジェイドはさりげなくハンカチを渡わたしてくれた。ありがたく受け取って手を拭ふく。


「油断なんかしてないよ。だけど、こいつ裏うらがないんだ。本ほん能のうで行動してるから、逆ぎやくに動きが読めない」


　こそこそ文句を言いながら、ハンカチを返す。


　ようするに、ラークは何も考えていないのだ。若わかい女がいればお世せ辞じを言ったり手を握ったりという行動が、まるで呼こ吸きゆうをするように当たり前なことになっているから、ルビーウルフや狼おおかみたちの警けい戒かい網もうに引っ掛からない。本人に悪気はないけど迷惑な奴やつという、やっかいな類たぐいだ。


（今のうちに咬かみ殺しておいたほうが良さそうな気もするが）


　ルビーウルフとケーナにしかわからない言葉でフロストが言った。ジェイドを警戒しつつラークにも威い嚇かくしなければいけないせいか、ずいぶん気が立っている。
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「だめだよ。これでも一いち応おう、王子らしいし。必要だからここに来てるんだし。我が慢まんしようね、お互たがいに」


　半分自分に言い聞かせるように言って、ルビーウルフは溜ため息いきをついた。そして狼と会話しているルビーウルフに怪け訝げんそうな目を向けているキアラに改めて微笑みかけた。


「キアラ、今のうちに帰ろう。部屋まで送るし、こういう危あぶない奴がいるから護ご衛えいもつけるといい。ケーナなんてどう？　吠ほえないし咬まないし、いい子だよ」


「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。一人で戻もどりますし、狼はちょっと、その……怖こわいです。ごめんなさい」


　尻尾しつぽを振ふって寄っていくケーナから逃げるように、キアラは〈全知の書〉を抱だいて応おう接せつ室から出て行ってしまった。追いかけようかと思ったが、それではキアラが余よ計けいに怯おびえてしまう。彼女に近づくにはまだまだ時間が必要だとわかっただけでも収しゆう穫かくとしておこう。


「犬嫌ぎらいなんでしょうか。こんなに可愛かわいらしいのに」


　ミレリーナがケーナを手招きで呼び、頭や顔を撫なでる。ルビーウルフは肩かたをすくめた。


「動物なら受け入れてもらえるかもって思ったんだけどね。まだ難むずかしいか」


「狼だからじゃないのか。犬だと思い込ませていたほうが良かったかもな」


「そんな手て遅おくれなこと今さら言わないでよ」


　ジェイドの指し摘てきに唇くちびるを尖とがらせ、ルビーウルフは頭を搔かいた。


　たしかに彼が言う通り、犬だと言って騙だましていたならもう少し状じよう況きようは違ちがっていたかもしれない。しかし、過ぎたことをどうこう言っても詮せん無ないことだ。それにケーナなら、たとえ狼だろうと受け入れられると思った。ケーナはヴィアンカに似にて、細やかで優やさしい。見聞きしたことをすべてルビーウルフに伝えることができるし、キアラの傍そばに置いておくのに適てき任にんのはずだ。


　それに何より、ケーナがキアラのことを嫌わない。それはつまり、キアラに悪意がないということ。悪意の匂においがしない噓うそは、自分のためではなく誰かのためにつくものだ。キアラは何かを守ろうとしている。


　ルビーウルフがキアラとの長期戦を覚かく悟ごしている傍で、ラークが頭を押おさえながら起き上がった。


「肘掛にぶつけたとこ、こぶになっちゃったよルビーちゃん」


「知ったことか」


　冷たく言い放つルビーウルフの代わりに、ジェイドが体てい裁さいを整ととのえる。


「ご安心を、ラーク様。こぶになったということは脳のうに異い常じようがないという証しよう拠こ。治ち療りようの必要はありません。冷やしておけば腫はれは治おさまります。それから、我わが君主ルビーウルフ陛へい下かは気に入らない人物に対しては誰であろうと殴なぐったり蹴けったり咬んだりしますので、不用意に近づかないほうがよろしいかと存ぞんじます」


　さりげなく『猛もう犬けん注意』的なことを言われた気がしたけれど、間違ってはいない。しかしラークは、そんなジェイドの物言いが気に入らなかったようだ。孔く雀じやく石いしの瞳ひとみを半はん眼がんにしてジェイドを睨にらむ。


「なんかさ、お前ちょっと態たい度どでかいんじゃねぇの？　ルビーちゃんって女王だろ？　そんでお前、服ふく装そうからして騎き士しじゃん。なのにさっきからルビーちゃんに対してため口とか、おかしいって。普ふ通つう、騎士って君主の後ろに背はい後ご霊れいみたく突つっ立ってるもんだろ、あれみたいに」


　言いながら、ラークはミレリーナの背後に控ひかえているロヴィンを指差した。ロヴィンはいきなり指を差されても動じることなく、屹きつ立りつしている。


　たしかにラークから見れば、ジェイドは無礼な騎士かもしれない。ミレリーナはジェイドのことをエリカの弟で子しだと知っているし、ルビーウルフが盗とう賊ぞくだったという経けい歴れきも理り解かいしている。ベルンハルトも同じだろう。それに、礼れい儀ぎ作法に拘こだわるなと言いつけているのだし、今さらジェイドに敬けい語ごで話されても気持ち悪くて仕方がない。しかし、それを今ここで長々と説明するのも面めん倒どうだ。簡かん単たんに、それでいてラークを納なつ得とくさせる方法は──ひらめいた。


　ルビーウルフはジェイドの腕うでに自身の腕を絡からめた。そしてラークに微笑ほほえみかける。


「あたしたち、こういう仲だから。対等なんだよ。ため口どんと来い」


　狼狽うろたえるジェイドの腕を締しめ付けて黙だまらせ、割わって入ろうとするフロストには目線だけで待機を命じた。こうすればラークはこれ以上ちょっかいを出してこないと考えたのだが……。


　ラークはソファの背せもたれに肘ひじを置き、余よ裕ゆうの態たい度どで笑っていた。


「女王陛下の寵ちよう愛あいを受けている騎士ってのは、もっと自信満々に自うぬ惚ぼれてるものだ。そんな地味で真ま面じ目めくさい顔した奴やつじゃあ、偽装の相手にもならないよ」


　ルビーウルフは舌した打うちした。これはなかなか手て強ごわい。しかも、何やら説得力のあることを言われた。


　すぐさま反はん論ろんの言葉を考える。その隙すきに、ジェイドがルビーウルフの腕を振ふりほどいて彼女の腰こしに手を回した。


「偽装ではありません。陛下のご寵愛を受けるのは私一人で充じゆう分ぶん。ですからラーク様、どうかご自重なさいませ」


　フロストの視し線せんに耐たえながら、にっこり微笑んで名演えん技ぎだ。まるで本心からそう言っているようで、ルビーウルフは心の中で拍はく手しゆを送る。


「ルビーさんたちは本当に仲がよろしいんですのよ。お二人が離はなれているところを見たことがありませんもの」


　ケーナを撫でながら、ミレリーナが援えん護ごしてくれる。それでもラークは余裕の態度を崩くずさない。


「二人がどういう関係だろうと俺おれは気にしないけどね。むしろ、障しよう害がいがあるほうが燃もえる」


　ジェイドの演技がラークの対たい抗こう心に火を点つけたのか。余計に面めん倒どうなことになりそうで、これなら今までの経けい緯いをくどくど説明したほうが良かったかもしれないとルビーウルフは少しだけ後こう悔かいした。けれど、ジェイドが演技で言ったはずの言葉がどういうわけか嬉うれしいような気がして、まぁいいかと思った。




　第３章　葡ワ萄イ酒ン色の意地っ張ぱり







　日ひ傘がさを差した少女の手を引いて、海岸沿ぞいの露ろ店てん街がいを歩く娘むすめの金きん髪ぱつには貝の飾かざりが揺ゆれていた。数年前、親友が器用に拵こしらえた髪かみ留どめを今でも愛用しているのだ。


「ねぇ、帰りましょう。勝手にこんな遠くまで来たら、怒おこられちゃうわ」


　日傘の少女はおどおどしながら、それでも友に導みちびかれるまま露店の間をすり抜ぬけていく。すれ違う人に傘が当たって、申し訳わけなくて傘は一いつ旦たん閉とじた。じりじり肌はだを焼く日差しが暑い。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、言い訳なんていくらでも思いつくもん」


　貝の飾りをしゃらしゃら揺らしながら、金髪の娘は振り返ることなく答える。しかし日傘の少女は不服そうに、それじゃあ結局怒られるんじゃないとつぶやいた。


「あらまぁ、コーラル様。こんな所までおいでになってよろしいんですか？」


　露店のひとつから顔を出した中年の女が二人に声をかける。勝手に外出したことがばれるのではないかとびくつく日傘の少女に対し、金髪の娘は臆おくすることなく露店に駆かけ寄よって食べ物を注文した。しかし露店の女は笑え顔がおで首を横に振り、金を受け取らずに商品を差し出す。


「姫ひめ様に召めし上がっていただけるだけで光栄ですよ。どうぞ、お味見だと思って。キアラの分もおまけだよ」


　魚のすり身を油で揚あげてパンに挟はさんだ軽食を二つ、ただで貰もらった金髪の娘が片かた方ほうを友に手て渡わたす。愛あい想そのいい彼女だからこそ、人々はこうして笑顔を向けてくれるのだ。そのおこぼれに与あずかった日傘の少女は、恐きよう縮しゆくそうに露店の女に頭を下げる。


　海岸までやってきた二人は、防ぼう波は堤ていに腰こし掛かけてパンを齧かじった。石積みの防波堤を波が叩たたいて、時々足に海水が掛かる。日ひ陰かげのない場所だから、日傘は必ひつ須すだ。銀色の髪と白い肌を守るように、日傘で陰を作る。けれど金髪の娘は日差しなどお構かまいなしで、食事を終えると防波堤から海に飛び込こんでしまった。深く潜もぐって、藍あい色に溶とけ込む。取り残された日傘の少女は不安な気持ちで友の帰りを待った。


　海に来ると、いつもこうだ。あの子は一人で海に潜って、気が済すむまで戻もどってこない。潜せん水すい時間も長く、時おり息いき継つぎに波間から顔を出しては、またすぐに海の底へと潜る。まるで人魚みたいだ。住すみ処かである海に帰ってしまって、もう二度と戻ってこないのではないかと心配になってしまう。


　何度目かの息継ぎで海面に上がってきた金髪の娘は、海底で拾ったものを日傘の少女に投げてよこした。桃もも色の、珊さん瑚ごの欠片かけら。


　外洋から流れてきたのだろう。ここからでは見えないけれど、水平線に向かって船で移い動どうしたところに環かん礁しようがあり、そこでは真しん珠じゆの養よう殖しよくも行われている。この国を支ささえる産業だ。


「ねぇ、一いつ緒しよに泳ごうよ。宝たから探さがしだよ」


「わたしが泳げないの知ってるくせに。意地悪ね」


　珊瑚の欠片を握にぎり締しめ、日傘の少女は唇くちびるを尖とがらせた。金髪の娘は白い歯を見せて快かい活かつに笑い、また潜る。水飛沫しぶきなんて立てずに、静かに自由に、そして力強く。水を蹴ける彼女の足に、鮮あざやかな色の尾おびれを見た気がした。もちろん錯さつ覚かくだけれど、本当にひれがあってもおかしくはない。それほど泳ぎの達者な少女だった。


　キアラとコーラル、共に十四歳さいの夏。


　ここは人魚伝説の国。





　　　　†




　ジェイドに対たい抗こう心を燃やしたラークは、夕食会を開こうと言い出した。酒の席で、ルビーウルフとの仲が偽ぎ装そうであることを暴あばこうとでも考えているのだろう。


　当然、ルビーウルフもジェイドも渋しぶった。彼のわがままに付き合わされるのは御ご免めん蒙こうむる。


　しかし、なぜかベルンハルトが乗り気だった。まぁ、彼の性せい格かくだから、ラークの勢いきおいに流されたのかもしれない。そういったわけで、国主の協力のもと、今夜の夕食会はトライアン王家のダイニングルームにて行われることになった。


「こういうの、堅かた苦くるしいし苦手なんだよね。金持ちの食うものって味濃こくて、いまいち美お味いしくないし」


　ルビーウルフはぶつくさ文もん句くを言っていた。


　この数日、食事は宛あてがわれた部屋で摂とっていたし、グラディウス王おう城じようでは彼女の指し導どうのもと、高級食材と調味料の過か剰じよう使用を正された。それは確たしかに経けい済ざい的で健康にも良いのだけれど、単にルビーウルフの味覚が貧びん乏ぼう性しようなのではないだろうかとジェイドは常つね々づね思っていた。彼女は盗とう賊ぞくとして山で生活をしていたから、節約の癖くせが染しみ付いているらしい。


　文句を言いながらもルビーウルフが出席する気になったのは、夕食会が形式ばったものではなくて服ふく装そうも自由だし、わんちゃんたちもご一緒にどうぞとミレリーナが誘さそってくれたからだろう。そうでなければ、部屋に引っ込んで出てこなかったはずだ。


　長テーブルには白いクロスがかけられ、キャンドルと花で飾り立てられていた。小さなバスケットを赤と緑の布で包み、白い薔ば薇らを引き立たせている。


　それを見たルビーウルフの機き嫌げんが、少し回かい復ふくしたようだった。彼女は華か美びな飾りより、こういった素そ朴ぼくなものを好むのだ。


「キアラちゃんがいない……」


　会した一同を見渡して、ラークはつまらなそうにつぶやいた。


　彼の言う通り、この場にキアラはいなかった。ミレリーナ曰いわく、顔を出すように伝えたけれど出てきてはくれなかったそうだ。


　この場に集まったのはベルンハルトとミレリーナ、ラーク、そしてルビーウルフとジェイドに、狼おおかみたち。ダイニングルームの扉とびらの脇わきで置物のように控ひかえているロヴィンを含ふくめれば五人と二頭だ。


　トライアン王家の者は、兄王と妹姫ひめしか王城にはいないのだそうだ。両親は王家の別べつ邸ていで優ゆう雅がに隠いん居きよ生活を送っている、とミレリーナが呆あきれたように言っていた。先王、つまりベルンハルトとミレリーナの父は王であることに飽あきて、早々に王位を退しりぞいたらしい。


　そしてエリカは、もともと人の多い場所が嫌きらいなので欠席。幼おさない頃ころから彼女の許もとで修しゆ行ぎようを積んでいたジェイドには、充じゆう分ぶん予想できることだった。


　てっきり、ラークはルビーウルフに執しゆう心しんしているのかとジェイドは思っていた。けれど、キアラがいなければ彼女のことを気にかけ、ミレリーナにも愛あい想そを振ふり撒まいている。まったく、気の多いことだと呆れてしまう。


「さぁ、どうぞ召めし上がってください」


　ベルンハルトはとても楽しそうだった。内向的な性格だと思っていたので、意外な感じがする。


　食しよく卓たくに並ならべられた料理も、宮きゆう廷てい料理というより家庭料理に近かった。あり合わせの食材で拵こしらえたような、気取らないメニュー。唯ゆい一いつ、葡ワ萄イ酒ンだけが、ラベルの醸じよう造ぞう期から値ねの張はるものだということがわかるくらいだ。


　ベルンハルトはともかく、失礼ながら優雅なミレリーナが口にするものとは思えない料理だ。しかし彼女は気にする素そ振ぶりもなく、むしろその料理を見て嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。ドレス姿すがたの姫君には、あまりに似に合あわない光景。思わずジェイドは首を傾かしげてしまう。


　しかしジェイド以外、それを気にする者はいなかった。ラークは女性二人の気を引こうと必死に喋しやべり続けているし、ミレリーナはそれを聞いているようで華か麗れいに受け流している。律りち儀ぎに受け答えしているのはベルンハルトだけだった。


　ルビーウルフはナイフの使い方をすっかり忘わすれているようで、鶏とり肉のソテーを切り分けもせずに豪ごう快かいにフォークを突つき立てていた。さすがに見かねてジェイドが切り分けてやると楽しそうに笑い、ついでだから食べさせてなどと言って雛ひな鳥どりのように口を開ける。フロストの鋭するどい視し線せんを感じながら、しかしラークが見ている手前、断ことわることもできない。切り分けた肉を一切れルビーウルフの口に放ほうり込み、ラークへの牽けん制せいとした。


　狼たちには、銀の器うつわに盛もられた蒸むし鶏どりが振ふる舞まわれていた。気き難むずかしいフロストが文句を言わずに口をつけているところを見ると、味は悪くないのだろう。


「ん、これなんか甘あまい。でも美味しい」


　鶏肉を頰ほお張ばったルビーウルフが感かん嘆たんの声を上げた。先ほどまで金持ちの食べるものはどうのこうのと文句を言っていたのに、すっかり気に入ったようだ。たしかに味付けは濃くないし、甘い風味のソースがバターソテーによく合っている。


「うんうん、美味しいねぇ。でも俺はルビーちゃんの笑え顔がおだけでも満まん腹ぷくだよ」


　すかさずラークが乗ってきた。会話の中心に自分がいなければ嫌いやなのだろうか。


　しかし乗ってきたのはラークだけではなかった。なぜかベルンハルトがとても嬉うれしそうに、頭を搔かきながら照れ照れと喋りだす。


「お褒ほめいただいて光栄です。このソース、炒いためた玉たま葱ねぎに楓かえでの樹じゆ液えきを煮に詰つめた糖とう蜜みつを加えているんです。少し、甘くなりすぎたかもしれないと心配していたんですが……皆みなさんのお口に合ったようで、安心しました」


　控ひかえめに、しかし楽しそうに料理の説明をするベルンハルトに全員の視線が集中した。料理が載のった皿と、ベルンハルトの顔の間を視線が行ったり来たりする。


「あの……まさか、陛へい下かが料理を……？」


　全員の気持ちを代表して、ジェイドが恐おそる恐る尋たずねた。ベルンハルトは頰を赤くし、頭を搔きながら笑う。


「趣しゆ味みでして」


「お兄様の腕うで前まえは一流でしてよ。見た目は地味かもしれませんが、味はうちの料理長に負けず劣おとらずなのです。ここの飾かざり付けも、お兄様の手作りなんですよ」


　ミレリーナが誇ほこらしそうに言う。ルビーウルフとジェイドとラーク、三人の視線がテーブルの中央に集まった。赤と緑の布で飾られた薔ば薇らの花はな籠かごがそこにある。


「それも趣味なんです」


　年とし頃ごろの女の子みたいに頰を染そめ、ベルンハルトは微笑んでいた。三人揃そろって微び妙みような笑いしか出てこない。それぞれ互たがいに、誰だれか何か言えよ的視し線せんを絡からませている。


「あー……。まぁ、いいんじゃない？　飯、美う味まいし、花も可愛かわいいし」


　ルビーウルフが珍めずらしく言葉を選びながら対たい応おうした。それから、はっとしたように足元の狼おおかみたちを見る。ケーナもフロストも食事をすでに終え、銀の器は空っぽだった。


「あ、あのさ。ソース、玉葱使ったって言ってたよね？　まさかと思うけど……」
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「大だい丈じよう夫ぶですよ。狼さんたちの食事には、ほとんど味付けしていませんから。犬と同じなら、玉葱で中毒を起こすことも知っています」


　ベルンハルトの言葉に、ルビーウルフは安心したようだった。ほっと息をつき、狼たちを見やって微笑んでいる。ベルンハルトもそれにつられて笑みを深くした。


「実は、ミレリーナ以外に私の料理を披ひ露ろうするのは初めてなので不安だったんです。皆さんに褒ほめていただけて、感無量というか……自信がつきました。ラーク様、腕うで試だめしの機会をありがとうございます」


「どういたしましてー」


　深々と頭を下げるベルンハルトに、ラークは頰ほお杖づえをついて興きよう味みなさげな返事をした。手て酌じやくで葡ワ萄イ酒ンをグラスに注つぎ、一気に呷あおる。会話の相手が男か女かで、こうもはっきりと態たい度どの違ちがいを見せるのはいっそ潔いさぎよいと言うべきだろうか。


　そんなラークの態度の悪さなど一いつ切さい気にする様子のないベルンハルトは、にこやかに笑っている。


「では、エリカ様とキアラさんにも同じ料理を持っていって差し上げましょう。特にキアラさんはずっと塞ふさぎこんでいらっしゃるようですから、気晴らしになるかもしれません」


　この場にいない二人にも、細やかな気配りを忘わすれない。特にキアラは、ここに来てから出された食事をほとんど残しているというから、気立ての良いベルンハルトにとっては我わがことのように心配なのだろう。ミレリーナやラーク、そしてルビーウルフのように、神国の王族は過か激げきな気き質しつの者ばかりなのかと不安になっていたので、ジェイドは少し安心した。彼のような常じよう識しき家の存そん在ざいは心強い。……乙女おとめっぽい趣味についてはこの際さい、目を瞑つぶる。


「キアラっていえばさ」


　鶏肉の切り身をフォークで突つきながら、ルビーウルフがつぶやく。紅こう玉ぎよくの双そう眸ぼうはまっすぐミレリーナに向いていた。


「隠かくすのは、そろそろやめにしないか？　お前のことだ。キアラの素す性じようにも、あらかた見当がついてるんだろう？」


　にたりと笑う口元は、強い確かく信しんの証あかしだ。突とつ然ぜん何を言い出すのかと驚おどろいたものの、ルビーウルフの勘かんの鋭するどさはジェイド自身がよく知っている。ミレリーナも慣なれたもので、食事の手を止めて肩かたをすくめて溜ため息いきをついた。しかし口元には、ルビーウルフと同じく愉ゆ快かいそうに笑えみを浮うかべている。


「やっぱり、どうしても気づいてしまわれるのですね。がんばって、お顔を合わせないようにしていましたのに……お兄様の手料理に釣つられてしまったわたくしの負けですわ」


　ミレリーナのつぶやきに、状じよう況きようがよくわかっていないらしいベルンハルトは目をきょときょとさせている。キアラの話題とあってか、ラークは興味津しん々しんと身を乗り出していた。


　ルビーウルフはテーブルの上で手を組み、その甲こうに顎あごを乗せた。


「そう言うわりには、ちっとも悔くやしそうじゃないね。看かん破ぱされることは想定の範はん囲い内ってことか？」


「いいえ、想定などではありませんわ。すべて予定通りです。ルビーさんの洞どう察さつ力を、少し試してみたかっただけですのよ。お気を悪くなさったらごめんなさい」


　琥こ珀はくの瞳ひとみが瞬まばたきで煌きらめく。ルビーウルフの勘を賞しよう賛さんする無む垢くな輝かがやきがそこにはあった。


「けれど、確かく証しようはまだありませんの。今までは時期尚しよう早そうと判はん断だんして黙だまっていましたが、そろそろこちらの守りを固めなければいけませんもの。会議をいたしましょう」


　何やら、よくわからないことを言い出す。キアラに関して、ミレリーナが何か情じよう報ほうを摑つかんでいることは間違いないのだが、守りを固めるとはどういうことだ。


「キアラは噓うそをついているよね。それはあたしも、ジェイドも気づいてる。ただ、噓の匂においを感じるだけで、それが何なのかわからないんだ。知ってるなら教えて欲ほしいね」


「偽ぎ名めいですわ」


　ルビーウルフの言葉に、いともあっさりとミレリーナは答えた。


「〈裁さばきの天てん秤びん〉は、持ち主が対面して名指しした人物の罪つみを暴あばきだす力を持っています。つまり裏うらを返せば、偽名を使えば〈裁きの天秤〉を欺あざむくことができるのですよ」


　平然と微笑ほほえむミレリーナに対し、ルビーウルフは少しだけ驚いたように身を引いた。椅い子すの背せもたれに背中を預あずけて腕組みをする。それから隣となりに座すわっているジェイドに視線を寄よ越こした。ジェイドに意見を求める時、彼女は言葉ではなく、こうして視線で訴うつたえるのだ。それをよくわかっているので、ジェイドは頷うなずきを返す。


「神具はロゥヴァースの手足だが、万ばん能のうではない。たしかに、偽名で欺けるというのは驚きだが……。万能であれば〈導みちびきの剣けん〉が、たかが人間の魔ま導どう師しに封ふうじられることなどないはずだからな」


　彼女が背負う〈導きの剣〉は以前、一人の魔導騎き士しによって刃やいばを封じられたことがあった。その苦い経けい験けんを思い出してか、ルビーウルフは深々と溜め息をつく。


「だけど、そんな簡かん単たんなことで騙だませるものなのか？」


「騙すも何も、神具は道具ですわ。意思などないのですから、〈裁きの天秤〉の能力が失われたわけでも狂くるったわけでもありません。ただ、持ち主が──この場合はわたくしが、定められた手順を踏ふまなかった……つまりキアラさんの本名を呼よばなかっただけのことです。もちろんキアラさんが潔けつ白ぱくだという可か能のう性せいも考えられますが、あの様子ですと相当後ろめたいことを隠しているのでしょうから、その可能性は低いと思われます」


　さも当然と言わんばかりに、滔とう々とうとミレリーナは語る。ルビーウルフと違い、神国の姫ひめとして充じゆう分ぶんな教養を得ているためだろう。ルビーウルフは自身が扱あつかう〈導きの剣〉のことでさえ、よくわかっていないのだ。だからこそ、難むずかしい話をする時はジェイドが傍そばにいて、彼女に欠けている知ち識しきを補おぎなってやらなければいけない。


　ミレリーナは神国の、トライアンの王女としての誇ほこりを持ちつつも決して驕おごることはない。神具を神そのものと見なさず、ただの道具として割わり切ることは、実は非ひ常じように困こん難なんなことなのだ。


　民たみが神具と王族に信しん仰こう心を抱いだくほどに、神国の王族は自分自身が神になったような錯さつ覚かくを覚えてしまうという。けれど王とは、たった一度、小さな失敗をするだけで厳きびしい目を向けられる指し導どう者だ。過か剰じような期待と責せめ苦に耐たえ切れず、現げん実じつに打ちのめされて王位を放ほう棄きしてしまう例は珍めずらしくない。──トライアンの先王も、そうした背はい景けいがあって早々に王位をベルンハルトに譲ゆずったのかもしれない。


　しかしミレリーナは違ちがう。神具の長所と短所、その能力の死角を把は握あくし、決して頼たより過すぎず、時には死角さえも利用して答えを導き出すしたたかさ。たった十四歳さいの、末恐おそろしい姫君だ。


　ルビーウルフは腕うで組ぐみをしたまま、思案するように目線を宙ちゆうに泳がせた。


「ってことは、あの〈全知の書〉ってやつは偽にせ物ものなのかな」


「どうでしょう。こちらとしては、そのほうが都合がいいのですけど。いろいろと調べてはみたのですが、あまりに材料が足りませんの。困こまったものですわ。もっとも、この意見はわたくしの希望も含ふくまれています。もし〈全知の書〉が本物であれば、それこそ災わざわいの元ですもの」


　ミレリーナが言う災いとは、神国同士の諍いさかいを示している。〈全知の書〉と神具を巡めぐる争いが起こる可能性はミレリーナも想定済ずみなのだろう。


「もちろん、〈全知の書〉が本物であればどんな手しゆ段だんを使ってでも他国を出し抜ぬく覚かく悟ごです。けれどキアラさんの様子から察して、彼女は誰かに何らかの弱みを握にぎられているように見えます。そして利用されていると思うのですが、どうでしょう？」


　ミレリーナの問いはルビーウルフに向けられていた。ミレリーナも、ルビーウルフの勘かんを高く評ひよう価かしているのだ。


　ルビーウルフは頷く。


「そうだろうね。キアラの周りはどうもキナ臭くさい。それに対してキアラは脆もろいよ。あのままじゃ、今に壊こわれるね。もっとも、裏うらで糸を引いてる奴やつはキアラを使い潰つぶすつもりなのかもしれないけど」


　キアラはまるで嵐あらしの中、群むれから逸はぐれた子羊のようだ。人と争うことを知らない、普ふ通つうの少女。それがどうして、トライアンを脅おびやかす者に加か担たんしているのか。脅きよう迫はくされているのだとしたら、その足あし枷かせさえ外してやればキアラの口から様々な情じよう報ほうが得られるはずなのだが……。


「脆いというのが問題だな。キアラはあれで、こちらを騙しきっていると信じている。それなのに、すべて看かん破ぱされていると知ったらどうなるか……」


　ジェイドは絞しぼり出すように言葉を紡つむいだ。


　人の心の脆さを、ジェイドは知っている。彼の父は謀む反ほん人の汚お名めいを着せられた挙あげ句くに殺され、その妻つま──ジェイドの母はその謗そしりに耐たえ切れず自ら命を絶たった。ただ一人遺のこされる幼おさない息子むすこのことなど考える余よ裕ゆうすら失うほど苦しかったのだと、決して母は自分を見み捨すてたわけではないのだと、ジェイドは信じている。


　だから、心に余裕を失った者を追い詰つめてはいけないのだ。それは確かく実じつに、最悪の事じ態たいを招まねく。


「そうですね。だからこそ、キアラさんに探さぐりを入れることは極力避さけていました。こちらが騙されていると、キアラさんに信じ込こんでいただかなければいけませんから。キアラさんがどこの何者か判はん明めいすれば、それだけでも隠かくれているものが見えてくるはずなのですが……。下手をして、死人に口なしとなってしまったら元も子もありませんものね」


　ミレリーナがキアラとの接せつ触しよくを極力避けていたのは、そういうことなのだろう。〈全知の書〉を邪じや険けんに扱あつかうのは神国の者なら当然の行こう為いだ。あまり過剰に干かん渉しようしすぎると、警けい戒かいされる恐れがある。キアラを尋じん問もんするのは簡かん単たんなことだが、それでは彼女の背はい後ごにいる者を取り逃にがしてしまう可か能のう性せいが高い。


　ミレリーナはトライアンに仇あだなす者からの接触を待っている。闇やみの中から伸のばされた手を取って、白昼のもとへ引きずり出したいのだろう。だから他の神国の代表を呼よび寄よせた。それは騙だまされているように装よそおえるし、同時に期き限げんを設せつ定ていできる。最後の神具──コロナードの〈栄光の宝ほう冠かん〉が揃そろって、〈全知の書〉が偽物であることが証しよう明めいされればキアラは用よう済ずみなのだ。それまでに、必ず何らかの接触がある。


「キアラちゃん、可哀かわい想そうな子だったんだな……」


　葡ワ萄イ酒ンを飲みながら、ラークがつぶやいた。


「キアラちゃんもここに来ればよかったのに。酒飲みながら愚ぐ痴ちってくれたら、いくらでも聞くのになぁ」


「嫌いやがってるのを無理やり引ひっ張ぱり出しても、余よ計けいに警戒されるからね。酔よって自白してくれるんなら、たしかに楽かもしれないけど」


　ルビーウルフが苦く笑しようして答えた。それに気をよくしたのか、ラークは晴れやかに笑う。


「初めて意見が合ったね。記念に飲もう飲もう！」


　葡萄酒の瓶びんを掲かかげ持ち、ルビーウルフのグラスに酒を注ごうと立ち上がって──ラークは首を傾かしげた。


「あれー？　ルビーちゃん全然飲んでないじゃん。どうしたの？」


　確たしかに彼の言う通りだった。ルビーウルフのグラスには、はじめに注がれた葡萄酒がそのまま減へらずに残っている。しかし、だからといって何か問題があるわけではない。ないのだが……。


　ルビーウルフはわずかに動どう揺ようを見せた。しかしすぐ、何事もなかったかのように鶏とり肉にくの切り身を口の中に放ほうり込む。


　だが、ラークは一いつ瞬しゆんの表情の変化を見み逃のがさなかった。にたりと意地悪く口元を歪ゆがめる。


「もしかして飲めないの？　酒、苦手なんだぁ。可愛かわいいなぁ」


　今度は完全に、ルビーウルフは平へい常じよう心を手放した。普段は何があっても、あっけらかんと余よ裕ゆうの態たい度どでいるのに、ぎゅっと唇くちびるをかみ締しめて悔くやしそうにラークを睨にらみつけている。


　ジェイドは、なんだか意外に思った。しかしよくよく思い出してみると、彼女が酒を口にしている姿すがたは見たことがない。ぶちまけて遊んでいたことはあったけれど。


「苦手なら、早く言えばいいのに……。水に取り替かえてもらおう」


　すっかり機き嫌げんを損そこねてしまったルビーウルフをなだめるように、ジェイドは穏おだやかな口調で言葉をかけた。


　酒が飲めなくても、別に恥はずかしいことではない。ルビーウルフは十五歳さいだ。この冬を越こせば十六になるけれど、それでも酒に慣なれるにはまだ早い。一つ年下のミレリーナだって、最初の一杯ぱいを空けてからは水しか飲んでいないのだから。


　しかしルビーウルフは納なつ得とくいかない様子で、子こ供どもっぽく唇を尖とがらせながらぼそぼそと文もん句くを垂たれる。


「別に、苦手ってわけじゃないんだ。だけど、モルダが……飲んじゃだめって言ってたから……」


　モルダというのは、ルビーウルフの育て親である盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングの首しゆ領りようだ。彼の名に、ジェイドは胸むねを抉えぐられるような痛いたみを感じた。モルダをはじめ、ルビーウルフの仲間だった盗賊たちが命を落とした責せき任にんはジェイドにある。ルビーウルフはそれを否ひ定ていするかもしれないけれど、この罪つみは一生背せ負おっていくつもりだ。


　父親代わりであるモルダの言いつけを、ルビーウルフは守り続けていたのだ。それは無む意い識しきか、意識してのことなのかはわからない。しかしルビーウルフにとって、いまだにモルダの存そん在ざいが強大であることには変わりない。少し悔くやしい気がして、ジェイドは密ひそかに拳こぶしを強く握にぎった。


　そんな内ない情じようなど知らないラークは、ルビーウルフの弱点を見つけたことが楽しくて仕方ないのだろう。にやにやと愉ゆ快かいそうに笑っている。


「もったいないなぁ、せっかくルビーちゃんの髪かみと同じ色の酒なのに。でも、味覚が子こ供どもじゃ仕方ないよねぇ。俺おれ一人で飲むからいいよ」


　言いながら、ラークは手て酌じやくでグラスになみなみと酒を注ぐ。嫌味を言って、ルビーウルフの表情の変化を楽しんでいるのだろう。そしてルビーウルフは見事に引っ掛かかった。


「苦手じゃないって言ってるだろ。こんなもん、どってことないよ」


　負けず嫌ぎらいの対たい抗こう心を剝むき出しにして、ルビーウルフはグラスを手にした。そのとたん、今まで大人しく伏ふせていた狼おおかみたちが立ち上がって一声ずつ吠ほえる。ジェイドには彼らの言葉はわからないが、その声には明らかに制せい止しの意思が含ふくまれていた。しかしルビーウルフは彼らの呼よびかけに応おうじることなく、勢いきおいよくグラスの中の葡ワ萄イ酒ンを飲み干ほした。だが、その表情は明らかに『不ま味ずい』と物語っている。やはり彼女の口には合わなかったらしい。


　それでも、ルビーウルフはラークを見み据すえて不ふ敵てきに笑った。空になったグラスを彼に差し出し、酌を促うながす。意地を張はっているのだ。


「ルビーウルフ、無理をするな」


　慣れていないのに飲みすぎては体によくない。ジェイドはルビーウルフの手からグラスを無理やりもぎ取った。しかし彼女はそれが不満だったようで、グラスを取り戻もどそうと躍やつ起きになった。立ち上がってジェイドに飛び掛かってくるが、同時にジェイドも席を立ったので彼女の手が届とどくことはなかった。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが憎にく々にくしげに見上げてくるけれど、屈くつするわけにはいかない。


「なんでだよ、けちくさいなぁ。ちょっとくらい大だい丈じよう夫ぶだっての」


「そうだそうだ、邪じや魔ますんな。ルビーちゃんがんばれー」


　すっかり状じよう況きようを楽しんでいるラークが酒を呷あおりながら野や次じを飛ばす。それに対してミレリーナは完全に傍ぼう観かんを決め込んでいた。


「まぁ、皆みなさん楽しそう。賑にぎやかですわねぇ、お兄様」


「あ、あぁ、そうだね」


　同意を求められたベルンハルトは、キアラのことを気にしているのか曖あい昧まいな微笑ほほえみを見せただけだった。ロヴィンに至いたっては部屋の隅すみで控ひかえたまま、眉まゆ一つ動かさない。ともすれば、その存在すら忘わすれてしまいそうになる。


　諦あきらめの悪いルビーウルフはジェイドの胸むな倉ぐらを片かた手てで摑つかんで無理やり中ちゆう腰ごしにさせた。ジェイドが持つグラスに指先が触ふれて、勝ち誇ほこったように笑い──表情が強こわ張ばった。


「ルビーウルフ？」


　ジェイドが異い変へんを感じた時には、もう遅おそかった。ジェイドの胸倉を摑んだ手から力が抜ぬけて、ルビーウルフは糸が切れた操あやつり人形のように膝ひざを折る。ジェイドはとっさに彼女の体を支ささえたが、何が起こったのか理り解かいしようにも頭がまったくついていかない。


「ルビーウルフ!?　どうした!?」


　手に持っていたグラスは邪魔なのでテーブルに置き、頰ほおを軽く叩たたいて呼よびかけてみるものの返事はない。瞼まぶたも閉とじて、眠ねむっているようだった。狼たちも寄よってきて、吠えたり不安そうに鼻を鳴らしたりしている。


　焦あせったのは食事を用意したベルンハルトだ。しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐに立ち上がって駆かけ寄って来た。しかし気が動転してしまっているのか、おろおろとして何もできないでいる。ミレリーナとラークも同じく、ぽかんと呆ほうけてしまっていた。


「ルビーウルフ！」


　何度目かの呼びかけに、ようやくルビーウルフはうっすらと目を開けた。しかし、ほっとしたのも束つかの間ま、彼女の手がしなやかに持ち上がってジェイドの頰に添そえられ──がっちりと前髪を摑まれた。


　一いつ瞬しゆん、心しん臓ぞうが止まったかと思った。血の気が音を立てて引いていき、脂あぶら汗あせが全身から噴ふき出す。


「ル、ルビーウルフ、悪い冗じよう談だんはよせ……。これは……これだけは勘かん弁べんしてくれ……」


　絞しぼり出した声は震ふるえきっていた。髪を摑んでいるルビーウルフの手を恐おそる恐る突つついてみるけれど、一向に離はなす気配はない。それどころか小さな子供みたいに、腹はら立だたしいくらい無邪気に笑っていた。そしてどこか虚うつろな眼まな差ざしで言う。


「ヴィアンカぁ、迎むかえに来てくれたの？」


「待て待て！　迎え!?」


　死んだ養母の名を呼んで、なんとも不ふ吉きつなことを口走っている。ジェイドの髪から手を離さないまま、愉ゆ快かいそうにきゃらきゃら笑っているのが唯ゆい一いつの救いだろうか。ジェイドにとっては一大事なのだけれど。


　視し界かいの隅すみで、狼おおかみたちが溜ため息いきをついたのが見えた。一年に満たない付き合いだが、彼らの表ひよう情じようの変化を少しだけなら読み取れるようになっていた。


　フロストとケーナは知っていたのだ。ルビーウルフが酒を飲むとこうなる、ということを。だから飲む直前、止めようとしていた。モルダが飲むなと彼女に言いつけていたのも、養父としての親心だったのだろう。


「ルビーちゃんって、ほんと面おも白しろいなぁ。見てて飽あきないね」


　ルビーウルフが単なる酔よっ払ぱらいだと判はん明めいし、ラークは他人ひと事ごとのように笑って言った。彼女を挑ちよう発はつしたのが自分だというのに、まったく悪びれる様子はない。それどころか、けろりとした顔で最悪なことを言ってのけた。


「髪かみ、摑まれたままで痛いたくない？　引っぺがせばいいじゃん。べりっと」


「駄だ目めです嫌いやです。それだけは絶ぜつ対たいやめてください」


　そんなことをしたら前髪の生え際ぎわが大惨さん事じだ。かといって、このままでいるわけにもいかない。


「どうしましょう？」


　ベルンハルトが不安そうに尋たずねてくるが、答えを聞きたいのはジェイドのほうだ。片手でルビーウルフの体を支えながら、ジェイドの髪を摑んでいる彼女の細い指を一本一本開こうとするけれど、これがなかなか手て強ごわい。まるで子供がお気に入りの人形を独ひとり占じめしたがるように、引き離そうとすると逆ぎやくに力を込こめるのだ。にっちもさっちも行かなくて、途と方ほうにくれてしまう。


　ミレリーナは溜め息をつき、部屋の隅で待機しているロヴィンに命じた。


「ロヴィン、エリカ様をここへお連れして。きっと善ぜん処しよしてくださるはずですから」


　その言葉に、ジェイドは焦った。たしかにエリカなら対処法を見つけてくれるだろうが、それはかなり高い確かく率りつでジェイドにとっては悲ひ劇げきの元だった。長年の経けい験けんがジェイドに危き機きを告げている。


「ま、待ってください。あと少しだけ頑がん張ばってみますから、老ろう師しだけは……」


「ロヴィン、お行きなさい」


「はっ」


　にべもないミレリーナの命令に短い返事をしたロヴィンは、颯さつ爽そうと部屋を出て行った。ドアを潜くぐるその瞬間、いつも無表情を崩くずさない彼がわずかに、ほんの少しだけ失しつ笑しようしていたのをジェイドは視し界かいの端はしで捉とらえていた。





　　　　†




　ドアを叩たたくと、一拍ぱく遅おくれてキアラが顔を出した。


　ベルンハルトは毎日のように、キアラに食事を持ってくる。そして一言二言話をして、たとえキアラが返事をしなくても穏おだやかに微笑ほほえむのだった。はじめは不ふ審しんそうにしていたキアラも、いつの間にか彼が訪たずねてくると嬉うれしそうに笑ってくれる。今では部屋の中に入れてくれるようにもなっていた。


「ご機き嫌げんいかがですか？」


　食事を載のせた銀のトレーを小さなテーブルに置き、ベルンハルトは言う。


　キアラは何も答えない。不安そうな表情で、ベルンハルトを見つめていた。


　さっきの、ミレリーナたちの会話が頭から離れないせいだ。ベルンハルトの表情がいつもと違ちがう様子だと、キアラは敏びん感かんに察さつ知ちしているのだろう。ベルンハルトはごまかすように笑って言った。


「昨日も、食事を残しましたね」


　キアラはほとんど毎日の食事を残していた。口に合わないわけではありません、と申し訳わけなさそうに謝あやまってくれるけれど、心配になってしまう。


「慣なれない環かん境きようで食しよく欲よくが湧わかないのも仕方ないことだと思いますが、それではいつか倒たおれてしまいますよ。しっかり食べて、元気を出してください。──そうだ。よろしければ、お好きな食べ物を教えていただけませんか？　できる限かぎり、ご要望にお応こたえしますので」


「いえ、わたし、偏へん食しよくしているわけではないので……。それに、今でも充じゆう分ぶんご迷めい惑わくをお掛かけしているのに、これ以上わがままは言えません」


「食事を残すのも、わがままなんですよ？」


　口調は優やさしかったけれど、珍めずらしくベルンハルトはキアラを諭さとした。


　冬の厳きびしい季節に、王おう城じように食料が豊ほう富ふなのは、トライアンの民たみが献けん上じようした金品以上の働きをベルンハルトやミレリーナに要求している証あかし。それを無む駄だにすることは、決して許ゆるされない行こう為いだ。


「ごめんなさい……」


　スカートの、太ふと腿もものあたりをぎゅっと握にぎって、キアラは俯うつむいた。ベルンハルトが言わんとしていることを悟さとったのだろう。


　しかしベルンハルトは、それ以上キアラを責せめることはしなかった。キアラの顔を覗のぞき込み、泣く子こ供どもをなだめる母親のような顔で笑う。


「食材がもったいないとか、そういうことを言っているわけではないんですよ。もちろん、無駄にするのは良くないことです。でも、私は……あなたが、キアラさんが心配なんです。ここへいらした時から……女じよ性せいにこういうことを言うのは失礼だとは存じますが、ずいぶん瘦やせていらっしゃいました。それが今では、やつれているようにしか見えません。あなたは〈全知の書〉を持つ者としての誇ほこりを抱いだいていらっしゃる。そしてロゥヴァースの復ふつ活かつを望むのだから、その時を迎むかえるまで健康でいなくては。違いますか？」


〈全知の書〉は偽にせ物ものであってほしい。それがベルンハルトの本心だ。しかし、それをキアラの前で言うつもりはない。〈全知の書〉が本物かどうかと問い質ただしたりもしない。ただ、キアラには元気でいてほしいと願うだけだ。少しでも、笑っていてほしい。


「キアラさん」


　キアラの手を、ベルンハルトがそっと両手で包み込んだ。ひざまずき、微笑む。できる限かぎり優やさしく、彼女が安心するように。


「キアラさん。もし、あなたが──」


　どんな噓うそをついていようと、受け入れる。


　そう言いたかった。けれど、それでは妹の、ミレリーナの配はい慮りよを無駄にしてしまう。冷れい徹てつなふりをしながら、その人にとって最さい善ぜんの方法を考えるのがミレリーナのやり方なのだと、兄であるベルンハルトが一番よく知っている。だから、言えなかった。


　黙だまってしまったベルンハルトに、キアラは不安そうな眼まな差ざしを向ける。澄すんだ水の色をした瞳ひとみがゆらゆら揺ゆれていた。


「いえ、何でもありません。──もう行かなくては。今日はどうも、慌あわただしくて」


　ベルンハルトは微笑んで立ち上がり、ドアへと足を向ける。それをキアラが引き止めた。


「何か、あったのですか？」


　キアラの問いかけに、ベルンハルトは振ふり向く。ベルンハルトが言いかけた言葉が気になったのだろう。不安な思いをさせて、申し訳ないことをしてしまった。何か他の話題でごまかそうと考え、夕食会での経けい緯いを持ち出すことにした。


「実は先ほどまで、ラーク様のご提てい案あんで夕食会をしていまして。それまでは良かったのですが、その……ルビーウルフ様がお倒たおれになって……」


　その知らせはあまりに意外だったのか、キアラは啞あ然ぜんと口を開いた。そんなキアラの表ひよう情じようが可笑しくて、ベルンハルトは噴ふき出してしまう。


「でも、大だい丈じよう夫ぶです。どうやらルビーウルフ様はお酒に弱い体たい質しつだったようで。それをラーク様がからかって、無理をして飲んだルビーウルフ様が突とつ然ぜんばったりと。驚おどろきましたが、今はもう良くなっていますから。これから、酔よい醒ざましのハーブティーを持ってもう一度様子を見て参ります。だから、どうかご心配なさらずに」


「そうですか……」


　ほっとしたようにキアラは笑った。


「でも、なんだか想そう像ぞうできませんね。ほんの少しのお付き合いですけど、ルビーウルフ様って、お酒に強そうというか酔っても暴あばれてしまいそうな感じがするのに」


　くすくす笑いながらキアラが言う。ベルンハルトもルビーウルフに対して似たような印象を抱いだいていたから、つられて笑った。


「体質の問題ですからね。十五歳さいと、まだお若わかいですし。二日酔いにならなければいいんですが」


「まぁ、十五歳で女王を……。では、わたしより二つも年下ですのね」


　言ってから、キアラは『しまった』というような顔をした。それから、なぜか窓まどの外を気にする。今まで黙っていた情じよう報ほうを漏もらしてしまったことで焦あせっているのだろうか。


　ベルンハルトはそんなキアラの様子には気づかないふりをして、苦く笑しようしながら答えた。


「誰だれにでも苦手なものはありますからね。だからキアラさんも、無理はしなくていいですから、しっかり食事は摂とってくださいね」


　窓の外を気にしながら、キアラは笑え顔がおを作って頷うなずく。たとえ作り笑いだろうと、笑ってくれるなら今はそれだけでいい。


　ベルンハルトは軽く一礼して部屋を辞じした。そして深く溜ため息いきをつく。


　自うぬ惚ぼれかもしれないが、キアラは自分に一番懐なついてくれているとベルンハルトは思う。だから、もしかしたら自分にだけは、胸むねに秘ひめているものを打ち明けてくれるのではないかと考えてもいた。それが浅はかだったと思い知らされたのだ。


　はじめは、そうしてキアラの警けい戒かいを解とき、情報を吐はかせることが目的だった。ミレリーナが手こずっている様子だったので、妹の手助けになればと思ったのだ。けれど、それではまるで、怯おびえる動物を餌え付づけして懐かせておきながら、油ゆ断だんして近づいてきたところを絞しめ殺してしまうようなものだ。ようやく笑顔を見せてくれるようになったキアラに、そんなことはしたくない。


　昔から、情に流されてしまうのがベルンハルトの悪い癖くせだった。しかしキアラに関しては、どうしても譲ゆずれない。突つき放せない。同情の域いきを超こえた感情を、ベルンハルトは自覚していた。


　彼女がもしも自分の意思でトライアンを害しようとしているのなら、ミレリーナは彼女を罰ばつするだろう。誰にでも情なさけを掛かけてしまう優ゆう柔じゆう不ふ断だんな兄王に代わって、残ざん酷こくな決断を一手に担になうのがミレリーナだ。


　ミレリーナは言う。お兄様はそのままでいいのです、と。


　王にとって何より大切なのは慈じ愛あいの心。大きな懐ふところを広げて誰であろうと受けいれ、守ろうとする気持ちを持った人は貴き重ちようだから、無理に性せい格かくを変えなくていい。そのために、補ほ佐さとして自分を傍そばに置いてほしい、そして間ま違ちがいがあれば諫いさめてほしいとミレリーナは言ったのだ。


　そうして兄妹は互たがいを補おぎない合っている。ミレリーナは決して冷徹ではないが、少々過か激げきで意固地なところがあるのだ。それを抑よく制せいできるのは兄だけだと、彼女は自覚している。


　そんなミレリーナだから、たとえキアラが誰かに利用されていたとしても、これだけの騒さわぎを起こした代だい償しようとして何らかの罰を与あたえる可か能のう性せいは高い。けれど今回ばかりは、決断をミレリーナだけに委ゆだねるわけにはいかなかった。


　それはキアラを守りたいと同時に、キアラを失いたくないというベルンハルトの身勝手だ。わかっているけれど譲れない。


　キアラを救うことができなければ、トライアンという国を背せ負おうことなどできない。そんな気がした。




　第４章　眠ねむる狼おおかみ







　ベッドの脇わきに置いた椅い子すに腰こし掛かけ、ジェイドはようやく一息つくことができた。暖だん炉ろの炎ほのおがじわじわと部屋を暖あたためて、少し眠気を誘さそう。天てん井じようを仰あおぐと、放光という魔ま法ほうを施ほどこした硝子ガラスの玉が煌こう々こうと明るく輝かがやいていた。


　静かな寝ね息いきを立て、ルビーウルフは眠っていた。ベッドには狼たちも一いつ緒しよに入り、フロストは枕まくらの代わりになっている。ケーナは添そい寝をしながら、時折ルビーウルフの手を舐なめたりしていた。そうするとルビーウルフは落ち着くようで、眠りながら微かすかに笑う。先ほどまでの大騒ぎが噓うそのようだ。


　ロヴィンの案内でやって来たエリカはジェイドが予想した通り、無む慈じ悲ひな行動に打って出た。こんな馬ば鹿か馬鹿しいことでわたしを呼びつけるんじゃないわ云うん々ぬんと文もん句くを垂たれながら、有う無むを言わさずルビーウルフの手をジェイドの髪かみから引き剝はがしたのだ。もちろん、それで無事に済すまされるはずもなく、ルビーウルフの指には金の髪が絡からんだままだった。たった数本とはいえ、大事な髪が。引っこ抜ぬかれたことよりも、心が痛いたい。さようなら前髪。


　きっとまた生えてくることを祈いのりつつ少しだけ涙なみだして、意味もなく笑ったりジェイドに抱だき付こうとしたりするルビーウルフを負ぶって部屋まで戻もどってきたのが小一時間ほど前のこと。エリカがルビーウルフを寝間着に着き替がえさせたり、ベルンハルトが酔よい醒ざまし用にブレンドしたハーブティーを持ってきてくれたり、ついでにラークが冷やかしに来たのをエリカがシッシッと野の良ら犬いぬを追い払はらうように閉しめ出したのに胸むねをすかっとさせながら、どうにかジェイドはルビーウルフを寝かしつけたのだった。


　エリカも岩の自じ宅たくに戻り、部屋の中は静かになった。音といえばルビーウルフの寝息と、暖炉の炭が爆はぜる音と、暖炉のそばにある窓まどを鳴らす風くらいだ。


　ベルンハルトがポットに入れておいてくれたハーブティーの香かおりが部屋中に漂ただよっていた。ミントとタイムの爽さわやかな香り。酔い醒ましにも効きくし、精せい神しん安定にも効こう果かがあるらしい。


　寝返りを打とうと軽く身じろぎしたルビーウルフが、不ふ快かいそうに呻うめく。これは目を覚ましたら、頭が痛いだのと言い出すかもしれない。


　子こ供どもじみた意地を張はるからこんなことになるんだと説教してやりたかったが、今は何を言っても無む駄だだろう。どうせまともな会話なんてできない状じよう態たいなのだし、早く回かい復ふくするにはとにかく眠ることが一番だ。説教はそれからでも構かまわない。


　しかし、そんなジェイドの気持ちとは裏うら腹はらに、ルビーウルフはぼんやりと目を覚ました。紅こう玉ぎよくの色をした瞳ひとみにはいつものような力はなく、焦しよう点てんが合っていない。気分が優すぐれないのか、わずかに眉まゆ根ねを寄よせて呻いた。


「気分が悪いのか？」


　いつ吐はき気を催もよおしてもいいように、桶おけを用意している。背中を摩さすってやろうと立ち上がったが、ルビーウルフは弱々しく首を左右に振ふった。気分が悪いわけではないらしい。


　彼女が何を要求しているのかわからなくて、途と方ほうにくれてしまう。そんなジェイドに、意外なところから助け舟ぶねが出た。ルビーウルフの枕になっているフロストが一声吠ほえて、鼻先をナイトテーブルへと向けたのだ。そこには、ベルンハルト特とく製せいハーブティー入りのポットがある。白地の陶とう器きで、絵え柄がらはカップと揃そろいのラベンダーだ。


「喉のどが渇かわいたのか。ありがとう、フロスト」


　いつもはジェイドに対し、威い嚇かくしてばかりのフロストが協力的になっていることは驚おどろきだが、それ以上に嬉うれしかった。ようやく彼も、ジェイドを仲間だと認みとめてくれたのだろうか。しかし。


　ハーブティーをカップに注つぎながら、ジェイドはあることに気がついた。これは単に、フロストに顎あごで使われているだけではないのか。狼である彼では、どんなに器用だって茶を注ぐことなんてできないのだし。


　考え込こんでいると、フロストは急せかすように小さく吠えた。振り返って顔を見てみると、金色の瞳には明らかに『さっさとしろよ』的な感かん情じようがこもっていた。狼たちとの意思疎そ通つうが多少なりともできるようになったことは素す直なおに嬉しいけれど、獣けものに使し役えきされるのはさすがに人としてどうかと思う。


　それでも、今はルビーウルフのためだ。そう自分に言い聞かせて我が慢まんすることにした。この野や郎ろういつか眉毛描かいてやるとか思ったけれども、そんなことをしたら命はないだろうから思うだけにする。


　ルビーウルフの上体を抱だき起こし、カップの縁ふちを唇くちびるに宛あてがう。ハーブティーはいい具合に冷めていて、ちょうど人ひと肌はだの温ぬるさだ。


　ちびちびと啜すすって、ルビーウルフは満足したように息を吐つく。カップにはまだ半分ほど残っていたけれど、彼女はそれ以上欲ほしがらなかったのでポットの隣となりに置いておくことにした。


　再ふたたびルビーウルフを横たえて、頭はきっちりフロストの腹はらあたりに置く。こちらを見上げるフロストの目が、勝ち誇ほこったように細められた。ジェイドが文もん句くを言わずに働いたことで、自分よりジェイドは格かく下しただと再さい確かく認にんしたのだろう。


　獣相手に、いちいち喧けん嘩かを買う必要なんかない。フロストの視し線せんには気づかないふりをして、ジェイドはケーナに目を向けた。


「俺おれはそろそろ部屋に戻るよ。扉とびらは開けておくから、何かあったらすぐに呼よんでくれ」


　部屋、といっても控ひかえの間だ。扉を開けておけばケーナでも行き来ができる。ジェイドを認めてくれているケーナなら、ルビーウルフの体調が悪くなってもすぐに知らせてくれるはずだ。


　ジェイドの言葉を、ケーナは理り解かいしたようだ。尻尾しつぽを振って、穏おだやかな眼まな差ざしを向けてくれる。犬には三歳さい児じ程てい度どの知ち能のうが備そなわっていると聞いたことがあるけれど、ケーナやフロストはルビーウルフと一いつ緒しよに育ってきたせいか、それとも狼おおかみだからなのか、それ以上の能力を持っているように思う。聡そう明めいで、頼たよりになる存そん在ざいだ。


　ルビーウルフと会話している彼らを、当初は奇き妙みようなものとしか見られなかったけれど、今では当たり前な光景になっているし、少し羨うらやましい。狼たちと言葉を交かわしている時のルビーウルフは、他のどんな時より楽しそうで自然体だから。


「では、よろしく頼たのむ」


　ケーナの頭を撫なでて、ジェイドは踵きびすを返した。──しかし。


「ルビーウルフ？」


　歩みだそうとしたジェイドの手を、ルビーウルフの手が捕とらえたのだ。軽く引ひっ張ぱってみても、手放す気配はない。髪かみを摑つかんでいた時と同じように、引き離はなそうとすると力一いつ杯ぱい握にぎって、しかも不ふ機き嫌げんそうに眉を歪ゆがめる。うっすら開けた目は恨うらめしそうにジェイドを睨にらみ上げていた。


「控えの間にいるから大だい丈じよう夫ぶだ。気分が悪くなったら、ケーナに俺を呼ぶよう言えばいい」


　今、ルビーウルフは言葉を話せる状態ではないようだが、それでもケーナなら彼女の意思を汲くみ取ることくらいはできるはずだ。


　しかし、酔よっ払ぱらいの説得などできるものではないらしい。どうやら彼女には、酔うと手近にあるものを摑んで離さないという酒さけ癖ぐせがあるようで、ジェイドはその獲え物ものとして選ばれてしまったのだ。


　諦あきらめて、椅い子すに腰こしを下ろした。ジェイドが逃にげないと悟さとって、ルビーウルフが表情を緩ゆるめる。


　ジェイドはベッドの縁ふちに立てかけてある〈導みちびきの剣けん〉に目をやった。金の装そう飾しよくと赤い房ふさ飾かざりが鮮あざやかなグラディウスの神具。小こ柄がらな身の丈たけに似に合あわないこの長剣と共に、女王という役やく割わりをルビーウルフは背せ負おっている。


　さぞかし重いことだろう。神具は持ち主には重みなど感じないというけれど、女王の責せき務むはそうはいかない。今回のようにグラディウスの代表として、〈導きの剣〉を持つことのできる唯ゆい一いつの存在として、表舞ぶ台たいに出なければいけない場面は今後もあるだろう。十五年間、自由気ままに生活していた身には、本当なら耐たえ難がたい苦く痛つうのはずだ。なのにルビーウルフは、女王ではなく頭とう領りようだと言い張るものの、不平不満は零こぼさない。


　赤ん坊ぼうだった彼女を、盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングに託たくしたのはジェイドの父だ。シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウスであった王女は、そこでルビーウルフとなった。そのことに対し本人は誇ほこりを抱いだいている。養母である白狼ヴィアンカや、仲間の盗賊や狼たちのことをジェイドに話して聞かせてくれるルビーウルフはとても自じ慢まんげだった。


　だからこそ、彼女は寂さびしいのではないかと思う。普ふ段だん、そんな素そ振ぶりは見せないけれど、本音を隠かくしてしまうのも彼女の性せい格かくだとジェイドは知っている。


　ルビーウルフは根が獣けものだ。だから、弱みを人には見せたがらない。野生動物は老いて死ぬ直前まで気き丈じように振ふる舞まうというが、それは自然界において、一いつ瞬しゆんでも隙すきを見せたら命を取られるからだ。


　そんなルビーウルフの性格は重々承知している。だけど、なぜだろう。ジェイドはそれが、もどかしくてたまらない。せめて自分の前でくらい、年とし頃ごろの少女らしく癇かん癪しやくを起こしたりわがままを言ってくれてもいいのに、ルビーウルフはそんなことはしないのだ。彼女がわがままを言うのは必ず誰だれかのためで、意地を張るのは盗賊としての自じ尊そん心しんだ。


　この世でルビーウルフが背中を預あずける相手は、きっとジェイドではなく、フロストとケーナだけ。共に育ってきた彼らだからこそ許ゆるされるその距きよ離りに、ジェイドが入り込む余よ地ちなどないのだ。わかっているけれど、悔くやしい。


　いつの間にかルビーウルフは再ふたたび眠ねむってしまって、手から力が抜ぬけていた。けれど、それを手放してしまうのがもったいなくて、ジェイドはルビーウルフの手を両手で包む。フロストがまた睨にらんでくるかと覚かく悟ごしたが、どういうわけか彼はそっぽを向いていた。ジェイドをここに引き止めたのがルビーウルフだから、拗すねているのだろうか。


「早く国に帰れるといいな。今年の冬は例年より雪が多いが、そのぶん野山は純じゆん白ぱくで綺き麗れいだから。ロベールや国のみんなも、帰りを待ってくれているんだ」


　語りかけると、ルビーウルフは眠ったまま微かすかに笑った。


　女王ルビーウルフと、その側近であるジェイドが不ふ在ざいの今、グラディウスの全ぜん権けんはロベール・エルカインドという魔ま導どう騎き士しに託たくしているのだ。彼はジェイドの部下であり、宰さい相しようであったジェイドの父、ゲイリーを今でも慕したっている。


　今後、ロベールには正式に宰相として就しゆう任にんしてもらおうとジェイドは考えていた。彼ならゲイリーの仕事ぶりを記き憶おくしているはずだし、責せき任にん感もある。何よりルビーウルフを敬けい愛あいする気持ちはジェイドにも劣おとらないのだ。まさに適てき任にんと言えるだろう。というより、彼にしか任まかせられない。グラディウスの高官は人員が枯こ渇かつ状じよう態たいなのだから。


　グラディウスの再さい興こうのため、ルビーウルフが打ち出した提てい案あんは突とつ飛ぴだったが、決して無む茶ちやではないものだ。〈導きの剣〉を使えば山を切り開いて海に繫つなげることも可か能のうだろう。しかし、その提案をもとに計画が動き出した後日、ルビーウルフがこっそりジェイドに告げた。曰いわく、『冗じよう談だん半分で言ってみたら、みんな本気にするんだもん。今さら冗談ですなんて言えないよなぁ。まぁ、それで上う手まくいくんなら万ばん々ばん歳ざいだけど』だそうだ。


　まったく、本気と冗談の境さかい目めがわからないことを時々やらかすのだ。この少女は。


　ジェイドをからかって遊ぶのも、本気なのか冗談なのか。本心が見えないから、どうにも対たい応おうに困こまってしまう。ルビーウルフにしてみれば、単たん純じゆんにそれが面おも白しろくてからかっているのだろうけれど。


　子こ供どもみたいな悪戯いたずらをするくせに、大人を震ふるえ上がらせるほどの豪ごう胆たんさを持つ少女。『暁あかつきの女じよ傑けつ』と呼よばれ、他国にも名が知れ渡わたっているという。それでも、彼女はまだ十五歳だ。


　ルビーウルフを守ろうと必死になっていたジェイドに、彼女は言ったことがある。『少しでいいから、あたしを信じてみない？』と。


　今では、ルビーウルフの強さや勘かんの鋭するどさに絶ぜつ大だいな信しん頼らいを寄よせている。女だからと弱者扱あつかいされることを彼女が嫌きらっていることも理り解かいしている。女王と騎士という立場ながら、二人は対等だ。だからこそ、思ってしまう。


「俺のことも、少しでいいから信じて欲ほしいな」


　あの時の言葉を、ジェイドはルビーウルフに返した。もちろん、返事はないことを承しよう知ちで。


　今、こうして眠っているルビーウルフは普段では想そう像ぞうできないほど隙すきだらけで無む防ぼう備びだ。酒が入っていなければ、たとえ寝ねている時でも、ジェイドが近づくと目を覚ますはずだろうに。これでは信頼されているのかどうなのか、推おし量はかることはできない。


　それでも、ジェイドは光栄だと思うことにした。酒のせいとはいえ、無防備な彼女に触ふれることを許ゆるされているのだから。


　ルビーウルフの表ひよう情じようは穏おだやかだった。胸むな元もとは規き則そく的に上下して、完全に寝入っている。握にぎった手は細くて、しっとりと温あたたかい。彼女が目を覚ますまで、このままでいようと思った。──その時。


　フロストとケーナが、同時に首を起こした。彼らが目を向けたのは、カーテンに閉とざされた窓まどの向こう。


　どうした、とジェイドが問うよりも早く、狼おおかみたちは立ち上がって唸うなった。


　はじめに見えたのは、影かげ。カーテンを透すかして動いた何か。ジェイドがそれを視し認にんした瞬しゆん間かん、けたたましい音を立てて窓硝子ガラスが突つき破やぶられた。


　とっさにジェイドはルビーウルフに覆おおいかぶさり、硝子の破は片へんから彼女を守った。そして背はい後ごに気配を感じ、サーベルを抜ばつ刀とうして闖ちん入にゆう者しやに対たい峙じする。


　破られた窓から吹ふき込こむ雪を纏まとって、出窓に足をかけていた者は、たしかに人の形をしていた。しかし、男なのか女なのか、若わか者ものなのか老人なのかもわからない。黒いマントとフードで全身を隠かくし、顔には包帯を巻まいていたのだ。包帯の隙間から覗のぞく鋭するどい眼まな差ざしが、狂きよう暴ぼうな輝かがやきでジェイドを睨にらみ据すえている。


「何者か！」


　ジェイドの誰すい何かに、闖入者は答えない。ただ、わずかに喉のどの奥おくで笑っただけだった。


　狼たちが激はげしく吠ほえ立てる。ジェイドは前を見据えたまま、ベッドの足を蹴けってルビーウルフを起こそうとした。だが、一向に目を覚まさない。いつもなら狼たちと同時に異い変へんを察さつ知ちしていただろうに、すやすやと平和そうに眠ねむりこけていた。


「冗談だろう……!?」


　珍めずらしく舌した打うちをして、ジェイドは歯は嚙がみした。品ひん性せいがどうのと気にしている余よ裕ゆうはない。


　ぞろりとしたマントの中から、闖入者は右みぎ腕うでを突き出した。その腕に、幾いく重えにも巻いた鎖くさりがじゃらりと耳みみ障ざわりな音を立てる。そして拳こぶしには、三本の刃やいばの鉤かぎ爪づめが装そう備びされていた。


　先に動いたのはフロストだった。白い巨きよ体たいが跳ちよう躍やくし、鋭い牙きばを剝むく。狙ねらうのはすべての生物の急所である、首。


　闖入者はその場を動かなかった。獣けものの瞬しゆん発ぱつ力りよくに反はん射しや神しん経けいがついていかなかったのか。ジェイドがそう思った時だった。鉤爪の拳が残像の尾おを引いて一いつ閃せんする。鉤爪はフロストの前腕を捉とらえ、床ゆかに叩たたきつけると同時に皮ひ膚ふを引き裂さいた。純白の被ひ毛もうに、フロスト自身の鮮せん血けつが散る。


「フロスト！」


　ジェイドが名を呼ぶ間に、鉤爪の追つい撃げきが倒たおれ伏ふしたフロストに振ふり下ろされる。ジェイドはとっさに椅い子すを引っ摑つかみ、闖入者に向かって投げつけた。鉤爪の狙いがフロストから飛来する椅子に変へん更こうされ、椅子は宙ちゆうで八つ裂ざきにされる。


　その間にフロストは素す早ばやく立ち上がり、闖入者から距きよ離りを取った。左の前ぜん肢しは真っ赤に染そまって、抱だき込むように関節を折り曲げている。それでも金色の瞳ひとみには、さらに強い闘とう志しが灯ともっていた。


　傷きずついた獣けものを見やり、闖入者は笑った。包帯の隙間から覗く唇くちびるを割わって、愉ゆ快かいそうに笑っていた。
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「フロスト、お前はケーナと共にルビーウルフを守れ！」


　彼の自じ尊そん心しんを傷つけないためには、退ひけと言うより役目を与あたえたほうがいい。フロストも自身の傷の深さを知っているのか、それ以上仕し掛かけようとはしなかった。


　賓ひん客きやくのための広い部屋とはいえ、閉とざされた空間の中では迂う闊かつに魔ま法ほうは使えない。ジェイドはできる限かぎりルビーウルフから離はなれないように注意しながら、サーベルを構かまえた。


　鉤爪が振り上げられる。狙いはジェイドの後ろ──ルビーウルフ。


　放光の明かりを浴び、白く輝かがやく刃の爪。勢いきおいよく振り下ろされたそれを、ジェイドはサーベルの刀身で受け止めた。金きん属ぞくが擦こすれる嫌いやな音を立てながら、鉤爪とサーベルがせめぎ合う。


　闖入者が身を引いた。だが、諦あきらめたわけではなかった。


　サーベルの刃を鉤爪の隙間に滑すべり込ませ、絡からめ捕って刀身を折り砕くだいた。弾はじけ飛んだ切っ先が天てん井じようまで届とどき、放光を施ほどこした硝子ガラス球だまを割って部屋に闇やみが落ちる。


　突とつ然ぜん、光を奪うばわれて、視し界かいが利きかなくなった。黒ずくめの相手が、目の前から消えてしまったような錯さつ覚かくを覚える。しかし、壊こわれた窓から差し込む月明かりの中で、鉤爪の刃と包帯の顔が青白く浮うかび上がっていた。


　鉤爪の腕が水平に持ち上げられる。ジェイドは刀身を失ったサーベルを捨すて、背はい後ごにあった剣けんの柄つかを握にぎった。鞘さやから抜ぬき放ち、横よこ殴なぐりに振られた鉤爪を間かん一いつ髪ぱつで受け止める。


　ジェイドが握っているのは、グラディウスの神具〈導みちびきの剣けん〉。本来、王族にしか扱あつかえない代しろ物ものだが、代理人が持ち主の傍そばにいる時に限かぎり、王族でなくても持つことができる。


　しかし、やはり本来の切れ味は王族でなければ出せないのか。岩さえ切り刻きざむことができるはずの威い力りよくが、ジェイドの手では鉤爪に刃こぼれ一つ報むくいることができない。


　それでも、闇に目が慣なれるまでの時間稼かせぎにはなった。鉤爪を打ち払い、〈導きの剣〉を翻ひるがえす。突つきの攻こう撃げきでマントをわずかに裂さいた。


　ジェイドは焦あせっていた。この状じよう況きようは、あまりに不利だ。自身や、ルビーウルフたちを傷きずつける可か能のう性せいがあるので派は手でなことはできない。加えて、武ぶ器きが〈導きの剣〉ではルビーウルフの傍を離はなれることもできず、行動範はん囲いが限かぎられる。現げん状じようを維い持じしたまま、物音に気づいた衛えい兵へいが駆かけつけてくれるのを待つので精せい一いつ杯ぱいだ。


　再ふたたび襲おそいくる一いつ閃せんを刃で受け止めた瞬間、風を切る音と共に衝しよう撃げきが来た。膝ひざ蹴げりが鳩尾みぞおちに突き刺ささったのだ。鉤爪にばかり意い識しきを向けていたため、注意が疎おろそかになっていた。呼こ吸きゆうさえ忘わすれる激痛が走る。骨が軋きしむ音を聞きながら、ジェイドは歯を食いしばった。


　翻った鉤爪がジェイドの頰ほおを掠かすった。だんだん圧おされている。いつの間にか、ジェイドの体にはいくつもの切り傷ができていた。細かな痛いたみを認にん知ちする余裕すら失っていた。


　せめて、ルビーウルフが目を覚ましてくれたら。彼女と狼おおかみたちをこの場から避ひ難なんさせることができたら状況はずいぶん変わってくる。少なくとも、誰の身も案じる必要がないから、魔法で応おう戦せんできるのだ。どうにかして、ルビーウルフたちの安全を確かく保ほしたい。


　攻こう撃げきを受け止めながら、ジェイドは懸けん命めいに思案する。受け損そこねた一撃が火花を散らしながら〈導きの剣〉の刀身を擦こすり、鉤かぎ爪づめの切っ先がルビーウルフの寝ね間ま着きを裂いた。切られた胸むな元もとに、うっすらと赤い筋すじが浮うく。


　焦りと怒いかりで、ジェイドはわずかに冷静さを欠いた。横薙なぎの一閃を力ちから任まかせに繰くり出す。しかし、大振りの一撃など容易たやすく見切られ、闖ちん入にゆう者しやは後ろへ跳とんで回避した。そしてまた、大きく踏ふみ込んで鉤爪を突き出してくる。


　驚おどろくべき身体能力だった。まるで猫ねこのようにしなやかで、蛇へびのように執しつ拗よう。何度か見せた跳ちよう躍やく力は天井すれすれまで届くほど。明らかに人間の範はん疇ちゆうを超こえている。


　鉤爪の切っ先は、常にルビーウルフに向けられていた。そこには何か、怨えん恨こんを感じる。ルビーウルフの首めがけて突き出された鉤爪を掬すくい上げるように払はらった、その時。


　今までルビーウルフの傍を離れなかったケーナが、隙すきを見出したように跳躍した。鉤爪を装そう備びした右みぎ腕うでの上じよう腕わんに喰くらいつき、肉を引き千切ろうと身をよじる。それにフロストが前ぜん肢しを引きずりながらも続き、闖入者の左足に牙きばを立てた。


　武ぶ装そうした右腕を封ふうじられ、闖入者の動きが鈍にぶる。生まれた間かん隙げきを逃のがさず、ジェイドは一歩踏み込んで懐ふところに飛び込もうとした。しかし。


　闖入者は腕に喰らいつくケーナの首根っこを摑つかみ、まるで子犬でも扱うように持ち上げて腕から引き剝はがした。牙が皮ひ膚ふと肉を裂さく、みしりという音が響ひびいて血ち飛沫しぶきが散る。しかし闖入者はそんなことなど気にも留とめず、ケーナを投げ飛ばして壁かべに叩たたきつけた。次いで、フロストを踏みつけるように右足で蹴る。しかも傷を負った左の前肢を狙ねらって。


　鋭するどい悲鳴を上げて、フロストは床ゆかに転がった。立ち上がろうとするものの、痛みのためか四肢が震ふるえてしまって、何度も倒たおれ伏ふしてしまう。それでも闘とう志しだけは失われることなく、瞳ひとみに宿って黄こ金がね色に輝かがやいていた。


　これまで執拗にルビーウルフだけを狙っていた鉤爪がフロストに向けられた。フロストは唸うなり声を上げて牽けん制せいするものの、動くことができない状じよう態たいでは脅おどしにもならない。ケーナが援えん護ごに駆かけ寄よろうとしたが、彼女も脚あしを傷いためたのか、なかなか立ち上がれないでいる。


　ジェイドが立っている場所から、闖入者に刃は届かない。しかしこれ以上ルビーウルフから離れると、〈導きの剣〉が許ゆるす行動範囲から外れてしまう。


　やむを得ず、ジェイドは呪じゆ文もんを唱えた。迷まよっている暇ひまはない。


「導くのはジェイド・コルコット……」


　精せい霊れいの力を呼よぶ、最後の一節を口にしようとした、その時だった。扉とびらの外にいくつもの足音が駆け寄り、次の瞬しゆん間かんには問答無用で扉とびらは破は砕さいされていた。周囲から叱しつ責せきの怒ど号ごうを受け、舞まい散る破は片へんの中に立っていたのは黒くろ髪かみの騎き士し、ロヴィン。周囲の者たちは彼と同じ煉れん瓦が色の制せい服ふくを着ている。トライアンの騎士たちだ。


　両手を翳かざし、魔ま法ほうで扉を破やぶったらしい。無茶なことをする。周囲の騎士たちも彼の行動を非ひ難なんしているが、おかげでジェイドたちは助かった。黒ずくめの闖入者は第三者の介かい入にゆうに、素す早ばやく身を反転させた。自身が突つき破った窓まどに向かって、床を蹴ける。


　しかしロヴィンは、さらに驚くべき行動に出た。無表情な唇くちびるが呪じゆ文もんを紡つむぎ、彼は駆け出す。部屋を横切って闖入者の後を追った。


　深追いは危き険けんだ。ジェイドは〈導きの剣〉を放ほうり出してロヴィンに駆け寄り、引き止める。


　闖入者は窓から躍おどり出た。マントをカラスの羽のように広げて落下する。忘わすれていたが、この部屋は四階なのだった。にもかかわらず、闖入者は着地と同時に地面を蹴って駆け出した。


　異い変へんを察して下に集まっていた衛えい兵へいたちの間を獣けもののようにすり抜ぬけ、王おう城じようの隔かく壁へきを飛び越こえて姿すがたを消した。


　ちぎれたカーテンが揺ゆれている窓辺に立ち、ジェイドはしばし呆ぼう然ぜんとしてしまった。普ふ段だん、感情を表に出すことさえないロヴィンがあのような無茶をしたことにも驚いたが、冷静さを取り戻もどすにつれて何が起こったのかわからなくなってくる。


　あの闖入者は何者だったのか。キアラを操あやつる者の駒こまだということは、おそらく間ま違ちがいないのだが……気になるのは、その得体の知れない力だ。


　人間離ばなれした身体能のう力りよくは、たった今もジェイドが見たとおりだ。あの者は呪文を用いなかった。生身で四階から飛び降おり、城しろの隔壁を飛び越えて走り去ったのだ。ということは、はじめに窓を破って突とつ入にゆうしてきた際さいも、地面から跳躍してきたというのか。


　それに、なぜルビーウルフを、今この時に狙ったのだろう。神国の王族だからか。だが、ここはトライアン王城なのに、なぜグラディウスの女王を真っ先に狙う？　ベルンハルトでもミレリーナでもなく、サルヴロースの王子ラークでもない。ルビーウルフでなければならない理由はなんだ。それも、彼女の体調が不完全だと知っていたかのような都合の良さ──。


　ジェイドが思案している間に、ロヴィンは踵きびすを返した。他の騎士たちに呼よび止められ、ミレリーナ様のもとへ戻りますと言って部屋を出て行く。


「グラディウスの騎士殿どの。ご無事ですか？」


　トライアンの騎士がジェイドに言葉をかけた。彼は月光の胡こ蝶ちようという光の蝶を頭上に飛ばし、明かりを確かく保ほしてくれていた。頭に霜しもを頂いただいた初老の威い丈じよう夫ぶで、他の騎士たちの先頭に立っている。同じ制服を着たロヴィンが魔法を使っていたから、彼らはトライアンの魔ま導どう騎士なのだろう。そしてこの初老の男だん性せいが、彼らの隊長であるとジェイドは察した。


「ルビーウルフ陛へい下かにお怪け我がは？」


　隊長は重ねて問い、ちらりとベッドに目をやった。この騒そう動どうの中で、静かに寝ね息いきを立てている少女がそこにいる。


「……ご無事のようですな」


　呆あきれたように隊長が苦く笑しようしたので、ジェイドもつられて苦笑した。硝子ガラスの破は片へんを踏ふみしめながらルビーウルフのもとへ歩み寄り、絨じゆう毯たんの上に放り出したままだった〈導みちびきの剣けん〉を鞘さやに納おさめる。そして、この中で最も深い傷きずを負った者たちの傍そばで膝ひざを折った。


「フロスト、ケーナ、大丈夫か？」


　呼びかけに、ケーナはよろめきながらも立ち上がった。被ひ毛もうに覆おおわれているせいで確かく認にんできないが、打だ撲ぼく程てい度どで済すんだのかもしれない。骨ほねに異い常じようがなければ大丈夫だろう。


　しかし、フロストは違った。左の前ぜん肢しが、だらりと力なく垂たれ下がっていた。上じよう腕わんの肉が裂さけ、断たち切られた筋きん肉にくの筋すじが露あらわになっている。その爪つめの先からは血が止まることなく滴したたり、血ち溜だまりができていた。何度も立ち上がろうとしては倒たおれて、フロストは全身に血を纏まとう。


「無理をするな。動くと余よ計けいに血が溢あふれるぞ」


　魔導治ち療りようを施ほどこそうと、ジェイドは手を翳す。しかしフロストはそれを拒きよ絶ぜつした。荒あらい呼こ吸きゆうを繰くり返しながらも、鼻筋に皺しわを寄よせて唸うなり声を上げる。ジェイドの手助けなど、死んでも受けたくないと言わんばかりだ。だが、今回ばかりはジェイドも引き下がるわけにはいかなかった。これ以上失血すれば手て遅おくれになる。


　腹はらから絞しぼり出すような低い唸り声で威い嚇かくするフロストを真っ向から睨にらみ据すえ、左ひだり腕うでを彼の鼻先に突つきつけた。


「悔くやしいのなら、喰くらいつけばいい。だが、お前を死なせるわけにはいかないんだ。お前が死ねば、俺おれがルビーウルフに殺される」


　そんなことはないと知っていながら、ジェイドは言い切った。もしフロストがこのまま命を落とすようなことがあれば、目覚めたルビーウルフはジェイドではなく自分自身を責せめるだろう。かつて失った仲間の無念を彼女は一身で受け止めている。仲間を守れなかったという自じ責せきがあるからこそ、女王という役目を受け入れ、民たみを守ろうとしているのだ。そんなルビーウルフを支ささえているのがフロストとケーナ。どちらも欠けることの許ゆるされない存そん在ざいだ。


　フロストの金の瞳ひとみと、ジェイドの翠みどりの眼まな差ざしがぶつかり、両者一歩も退ひかない睨み合いになる。ケーナが心配げに、きゅうぅと鼻を鳴らした。


　ジェイドには彼らの言葉はわからないが、ケーナの鼻声には説得の意味が込こめられていたのだろうか。フロストが諦あきらめたように目を伏ふせて、顎あごをぺたりと絨毯の上に下ろした。狸たぬき寝ね入いりをしている間にさっさとやれ、と態たい度どが物語っている。


　妥だ協きようしてくれたフロストと、彼を説得してくれたらしいケーナに感かん謝しやしつつ、ジェイドは呪じゆ文もんを唱えた。


「精せい霊れいは命を賛さん美びせよ。脆ぜい弱じやくなる今に豪ごうなる時の栄えい華がを与あたえよ。導くのはジェイド・コルコット。呼ばれしものは万ばん世せいの施し恵けい」


　ジェイドの掌てのひらに銀色の光が灯ともる。それをフロストの傷口に当てると、光はジェイドの手を離はなれ、フロストの前肢に絡からみついた。光は傷口に潜もぐり込み、損そん傷しようした肉や皮ひ膚ふの組そ織しきを補おぎなっていく。光が消えると、傷は完治していた。ただし、血が白い被毛を汚よごしているので、見た目には痛いた々いたしいままだが。


　首をもたげたフロストが、傷のあった場所を見て、少しだけジェイドに目を向けた。それから何事もなかったかのように立ち上がり、滴る血を舐なめとりはじめる。べたついて気持ち悪いのだろう。けれど、その態度はいかにもバツが悪そうで、ジェイドは失笑してしまった。ぎりっとフロストが睨んできたので、咳せき払ばらいをしてごまかす。


「利口な獣けものでございますな。荒々しいが勇ゆう敢かんで、忠ちゆう実じつだが媚こびはしない。彼らもグラディウスの騎き士しで？」


　様子を見守っていた隊長は、狼たちの振ふる舞まいを気に入ったのか、冗じよう談だんめかしてそんなことを言った。


「ええ。女王専せん任にんの騎士です」


　ジェイドの返答に、隊長は快かい活かつに笑った。冗談に冗談で返したものと思ったのだろう。しかしジェイドは半ば本気だった。形だけでも彼らに騎士の階級を与え、功を称たたえてやりたかった。


　だが、それはともかく、いつまでもここにいるわけにはいかない。破やぶられた窓からは雪が吹ふき込んで、ずいぶん冷えていた。ルビーウルフは寝間着姿すがただし、風か邪ぜを引いてしまう。──本人は暢のん気きに寝返りなんか打っているけれど。


「別の部屋をご用意致いたしますので、そちらにお移うつりください」


　ジェイドが言うより先に、隊長は部下に命令を下していた。彼らは部屋の荷物を持って、移い動どうをはじめる。ジェイドが頭を下げると、隊長は白い歯を見せて笑った。


「グラディウスの女王陛へい下かは良い騎士をお持ちだ。だが、忠ちゆう誠せい心しんは時に己おのれを殺すことになりますぞ。獣たちも、貴き殿でんも」


「肝きもに銘めいじておきます」


　ジェイドの返答に、隊長は大きく頷うなずいた。そして、外でお待ちしていますと言って、扉とびらの残ざん骸がいを踏ふみ越こえて部屋から出て行った。


　光の蝶ちようは術じゆつ者しやである隊長についていく。ジェイドは視し界かい確かく保ほのため、己の手で月光の胡こ蝶ちようを呼よんだ。羽ばたきに合わせ、月色の光がひらひらと揺ゆれる。


　ルビーウルフを抱だき上げようとして、ジェイドは思わず手を止めた。裂さかれた寝間着の胸むな元もとは、かなり際きわどいあたりまで露あらわになっている。だが、そんなことはどうでもいい。白い肌はだにつけられた切り傷きずが痛々しかった。魔ま導どう治ち療りようを施ほどこすまでもない浅い傷だったけれど、一歩間ま違ちがえれば心しん臓ぞうを抉えぐられていた。ぞっとするのと同時に怒いかりが湧わいてくる。


　応おう急きゆう処しよ置ちとして、胸元の布ぬのを結び合わせることにした。切られた寝間着を着せておくのは心苦しいけれど、まさかジェイドが着き替がえさせるわけにはいかないし、何もしないよりましだろう。そう思って、彼女の寝間着に手を掛かけた時だった。


「う……？」


　寝ぼけたような掠かすれ声がして、ジェイドは無む意い識しきにそちらを見た。


　紅こう玉ぎよくの瞳が見開かれていた。そこには何の感かん情じようも見出すことはできない。ただ、啞あ然ぜんとしたようにジェイドの顔を凝ぎよう視ししていた。


　騒そう動どうの中で寝こけていたのに今さら、とジェイドは呆あきれて苦く笑しようし……己が置かれた状じよう況きようを悟さとって、血の気が引いた。


　寝間着が引き裂かれて、その布ぬの端はしをジェイドが握にぎっている。ルビーウルフからしてみれば、これは明らかに……。


「いや、違っ……！　これは、その……！」


　慌あわてるあまり、どもってしまう。これでは余よ計けいに怪あやしい。何も悪いことはしていないのに。むしろ親切心だったのに。


　ルビーウルフは顔を引きつらせ、ひっと息を吸すうように呻うめいた。


　この瞬しゆん間かん、ジェイドは何もかもを失う覚かく悟ごをした。信しん頼らいとか世せ間けん体ていとか。あと、もしかして命とか。


　そして──


「ぶぇっくしょい！」


　豪ごう快かいなくしゃみをして、ルビーウルフは洟はなをすすった。そしてまた、うつらうつらして寝ね息いきを立てはじめる。


　ジェイドは無言でハンカチを取り出し、顔にかかった飛沫しぶきを拭ぬぐった。もう、溜ため息いきすら出ない。


　命拾いしたことにほっとしつつも、なぜだかすごく泣きたい気分になった。




　第５章　いるはずのない人







　幼おさない頃ころから、キアラはコーラルと共にいた。


　海に囲まれた小さな半島の国だった。冬が極きよく端たんに短く、雪なんて降ふらない。


　空から雨以外のものが降ってくるなんて、どんな光景だろうと思っていた。大きくなったら、親友であるコーラルと一いつ緒しよに北の国へ行ってみたい。それがキアラのささやかな夢ゆめだった。


　キアラが十六歳さいになった日。それは自分の立場を思い知らされた日。


　国王に呼ばれ、王おう城じようの隠かくし通路の場所を教えられた。それが何を意味するのか、言われなくたってわかる。この国はもうすぐ終わるのだ。


　コーラルは、きっと何も知らない。知らないままでいい。あの子には、無む邪じや気きに笑っていてほしいから。


　国王はキアラに謝あやまった。辛つらい決けつ断だんをさせてしまうことを詫わびた。


　けれど、光栄なことだ。そう思わなければ、今すぐにでも逃にげ出してしまいたくなる。少しでも長く、コーラルと一緒にいたいのに。


「謝らないでください、陛へい下か。誰だれに言われなくても、隠し通路なんてなくても、コーラル様は必ずお守りします。──我わが身に換かえても」


　キアラの宣せん言げんに、王は泣いた。





　　　　†




　目覚めたら、部屋の様子が微び妙みように変わっていた。


　間取りは変わらない。荷物も〈導みちびきの剣けん〉もある。でも、壁かべ紙がみの模も様ようとか、調度品の色とか形とか、決定的なのは窓まどから見える景色の違ちがいだ。昨日までは城門付近を見み渡わたせたはずなのに、今日は見えない。明らかに別の部屋だった。ルビーウルフは首を傾かしげる。


　ふと、胸むねにひりひりした痛いたみが走って目線を胸むな元もとに落とし、さらに頭が混こん乱らんした。寝間着の胸元が破れて、それをご丁てい寧ねいに結び合わされていたのだ。そしてその下には、引っ搔かいたような浅い傷きず跡あと。


　というか、いつの間に寝間着に着替えたのだろう。さっぱり記き憶おくがない。


　覚えているのは……昨日の晩ばん、食事をして──思い出せない。


　部屋を見渡し、狼おおかみたちの姿すがたを探さがす。彼らに聞けば何かわかるはずだ。しかし、いつもならルビーウルフの傍そばを離はなれない狼たちがいない。


　眠ねむっている間に何があったのだろう。必死に記憶を掘ほり出そうとしてみるけれど、上う手まくいかない。


　この際さい、どうして記憶が途と切ぎれているのか云うん々ぬんはどうでもいい。問題なのは、寝間着が破れている原げん因いんだ。結び目を解ほどけば、なかなか際きわどいあたりまで露あらわになるほど裂さけている。


　はっとして、ルビーウルフは自身の体を弄まさぐった。胸元の傷以外、痛む箇か所しよはない。しかし、だからといって安心はできなかった。何せ、眠る前の記憶すら失っているのだ。その間に何が起こったのか、自分が何をしたのか、まるっきり覚えていない。いや──


　一つだけ、薄うすぼんやりとした記憶が甦よみがえってきた。闇やみの中、仄ほのかな光を浴びて見下ろしてくるジェイドの顔。夢か現げん実じつか判はん然ぜんとしないけれど、思い出してみると異い様ように鮮せん明めいに覚えているような気がする。


　もし、現実だとしたら……それはかなり、まずい状じよう況きようではなかろうか。裂いた寝間着をわざわざ結んでいるのだって、生き真ま面じ目めなジェイドならやりそうなことだ。


　頭を振ふって、嫌いやな考えを打ち消そうとする。とにかく着き替がえて誰か──狼たちを探そう。そうすれば何があったのか、わかるかもしれない。


　そう思って、ベッドから這はい出そうとした時だった。ノックの音がして、返事を待たずに扉とびらが開かれる。入ってきたのはジェイドと狼たち。なぜかジェイドは傷だらけでげっそりしているし、フロストは全身ずぶ濡ぬれだった。一いち応おう、タオルか何かで水気は拭ぬぐわれているようだが、小走りに暖だん炉ろへ駆かけ寄よって寝ねそべる。何があったか知らないが、この季節にあれは寒いだろう。


　ルビーウルフと目が合って、ジェイドは驚おどろいたように目を丸くした。


「起きていたのか。気分はどうだ？」


「……微妙」


　低い声で答えると、ジェイドは苦く笑しようした。それから扉の外に顔を出して、外にいる誰かにハーブティーがどうのこうのと話をしている。どうやら、部屋の外には兵士でも立って護ご衛えいをしているらしい。人の気配をいくつか感じる。


「茶を頼たのんだから、飲むといい。ベルンハルト陛へい下かがブレンドしたハーブティーはなかなか美お味いしいんだ」


　言って、ルビーウルフに微笑ほほえみを向ける。余よ裕ゆうを感じさせるその態たい度どが癪しやくに障さわって、同時に不安が増ました。


「……お前がやったのか？」


　できることなら、思い過すごしであって欲ほしい。服が裂けているのは、別の理由で……たとえば寝ている間に胸がすごく痒かゆくて、自分で寝間着を破いてしまうほど搔かき毟むしってしまったとか、そんな愉ゆ快かいな事実のほうがいい。それはそれであり得ない感じがするけれど。


　一いち縷るの望みを賭かけた問いに、ジェイドは首を傾げた。


「他に誰か、心当たりがあるのか？」


　やんわりと肯こう定ていされ、頭が真っ白になった。追い討うちをかけるように、ジェイドは苦笑しながら続けて言う。


「喚わめくし暴あばれるし、おかげでこっちも傷だらけだ。咬かみ殺されなかっただけましなのだが」


「いや待て。いきなりそんな生々しい解かい説せつはやめろ……ってゆーか、それ、嫌いやがってない、か？　そういう、ことってさ、互たがいの同意とか、さ。いや、こういうの初めてだからわかんないけど……。したのか？　同意」


　混こん乱らんするあまり、言葉がぶつ切りになってしまう。自分でも何を言っているのか理解できない。本当なら怒いかり任まかせに殴なぐりかかりたいところだが、自分の記き憶おくが曖あい昧まいなだけに、どうにか思いとどまった。同意があったなら、彼を責せめることはできない。


　しかしジェイドは、今度は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。心底わけがわからないといった表ひよう情じようで首を傾かしげる。


「同意も何も、俺おれにはフロストの言葉はわからないんだ。だからといって、汚よごれたままにしておくわけにもいかないだろう？　石せつ鹼けんの匂においが嫌きらいなのか知らないが、嫌がって暴れる狼を他の誰かに洗あらって貰もらうわけにもいかないし……。ケーナが一いつ緒しよにいてくれなかったら、咬み殺されていたかもしれない。あんたが説得してくれたら大人しく洗わせてくれたのかもしれないが、昨日の晩ぼんから起きないんだ。心配したんだぞ」


「…………あぃ？」


　自分でも呆あきれてしまうほど間ま抜ぬけな声が出た。それから、フロストへ目線を向ける。暖炉の前で丸まった背せ中なかは、無言で不ふ機き嫌げんを訴うつたえていた。


「ええと、つまり……あたしはずっと寝てた、と？　それで、何があったか知らないけど、フロストが汚れたからお前がわざわざ命を張はって洗った、っていう話の流れ？」


「あぁ。それはもう、腹はらが立つくらい平和そうに寝ていた。フロストが汚れた経けい緯いは本人かケーナに訊きいてくれ。俺から話すのは、フロストにとっては不本意だろうからな」


　そう言ったジェイドの顔には疲ひ労ろうが滲にじんでいた。どうも、想そう像ぞうしていたこととは違ちがう何かが起こったらしいが、それでは納なつ得とくできないことがある。


「じゃあ、ついでに訊くけど、これは誰がやった？」


　言いながら、ルビーウルフは自身の胸むな元もとを指し示しめした。するとジェイドは肩かたをすくめ、溜ため息いきをつきながら答える。


「結んだのは俺だが、裂さいたのは断だんじて俺じゃない。それに関してはもちろん説明するが、まずは着き替がえて身なりを整えるのが先だな。ミレリーナ様の招しよう集しゆうが掛かかっているんだ。外に出ているから、着替え終わったら呼よんでくれ。──一つだけ言っておく。胸むねの傷きずは、危あやうく死ぬところだったという証あかしだ。これに懲こりて、もう二度と酒は飲むなよ」


「ちょっと待て」


　何やら怖こわいことを言って部屋を出て行こうとするジェイドをルビーウルフは引き止めた。振り返ったジェイドに、枕まくらを投げて渡わたす。


「構かまえて」


　号令を掛けてから間かん髪はつ入れず、ジェイドが持つ枕に拳こぶしを叩たたき込こんだ。目を白黒させているジェイドを見上げ、無理やり笑え顔がおを作ってみせる。だって、悔くやしかったから。一人で焦あせって、損そんした気分だ。


「よし、気が済すんだ。もう出てっていいよ。話はあとで聞く」


「……なんだかよくわからないが、ようやく調子が戻もどったようだな。元気になってよかった」


　ジェイドはルビーウルフに枕を返し、人のいい微笑みを浮うかべて出て行った。


（ジェイドに謝あやまったほうがいいわ。今のは八つ当たりでしょう？）


　ケーナの指し摘てきに、ルビーウルフは肩をすくめる。


「その通り。だから枕を持たせたんだよ、直ちよく接せつ殴なぐったら悪いから」


　言いながら、枕をベッドに放ほうり投げて寝ね間ま着きを脱ぬぎ捨すてる。着替えはベッドの縁ふちに置かれていた。


（何を勘かん違ちがいして慌あわてていたのか知らないけれど、今回のことはルビーが全部悪いのよ。ジェイドは誠せい実じつだもの。それをわかっているくせに、あなたは時々、素す直なおじゃない）


「ケーナは時々、意地悪だね」


（あら、気き遣づかいよ？）


　すっとぼけたケーナの返答に、ルビーウルフは苦く笑しようした。ケーナは獣けものだから、ルビーウルフが何を思って焦っていたのかなんてお見通しなのだ。


（去年だったかしら。覚えてる？　モルダのお酒を勝手に飲んで、あなた倒たおれたのよ。それと同じことを昨日もやったの。ジェイドは付きっきりで介かい抱ほうしてくれたんだから、ちゃんとお礼を言わなくちゃ）


　言われて、去年のことを思い出そうとしてみる。モルダに子こ供どもだガキだと馬ば鹿かにされて、彼の酒に手を出したことは覚えている。あの時はあまりの不ま味ずさに噎むせて……そこから先の記憶がない。たしかに今回と同じだ。それに、ルビーウルフに許ゆるされた飲酒は蜂はち蜜みつ湯で薄うすめたジュースみたいな酒だったし……。


　ケーナはベッドに飛び乗って、ルビーウルフと目線を近くした。


（あの時は、モルダだったわ）


「何が？」


　ケーナが何を言っているのかわからなくて、ルビーウルフは首を傾かしげる。


（ルビーはね、お酒で倒れると『手元に置いておきたいもの』を摑つかんで離はなさない癖くせがあるのよ。あの時はモルダだったけど、今回はジェイドだったの）


「へぇ」


　気のない素そ振ぶりで返事をしたけれど、自分にそんな癖があるなんて知らなかったから大たい層そう驚おどろいた。


　服を着ながら、ちらりとフロストの様子を覗のぞき見る。彼の機き嫌げんが悪いのは、ジェイドに洗われたから、というだけではないようだった。ケーナの言葉が本当なら、ルビーウルフがジェイドを離さなかったことに対して拗すねているのだろう。


「まぁ、たしかに人間相手なら、ジェイドを一番信用しているのは確たしかだね。あいつは真ま面じ目めだし、いい匂においがするからな」


　そう。だからジェイドがルビーウルフに対して危き害がいを加えないということなど、わかりきっていることだった。それでも疑うたがってしまったのは、ルビーウルフの中にある、異い性せいに対する防ぼう衛えい本ほん能のうが働いたから。もちろん疑ったことは悪いと思うけれど、我わが身を案じるのは当然の権けん利りだ。


「それより、フロストはずいぶんジェイドと仲良くなったみたいじゃないか。何があったんだ？」


　昨日まではジェイドが近づくだけで唸うなったり吠ほえたりしていたのに、一ひと晩ばんで態たい度どが丸くなっているような気がする。少なくとも、大人しく風ふ呂ろに入れられるようなことはなかったはずだ。


（怪け我がをしたのよ。足が取れちゃうかと思うくらい、酷ひどい傷きずだったわ。ジェイドがいなければ、手て遅おくれになっていたかもしれない。その借りがあるんだから、大人しくしなきゃだめよ、ってわたしが言ったの。血ち塗まみれのままじゃ、ルビーが心配するでしょう？　って）


　フロストが答えないので、ケーナが代わりに教えてくれた。


　この時になって、ようやくルビーウルフは事態の重さに気がついた。


　胸むねの傷のことを、ジェイドは危あやうく死ぬところだったと言った。着ていたものが裂さけていたから、危あぶない目にあったのは自分だけだと思い込んでいたのだ。
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「フロスト、何があった？」


（あの男に訊きけばいい。俺はお前の役に立てなかったからな）


　背せ中なかを向けたまま、フロストは唸り声でそんなことを言った。やはり、拗ねているらしい。


「あたしのせいで危き険けんな目に遭あわせたことは謝る。だけど、あたしはお前に訊いてるんだ。頼たのむから答えて」


　強い口調で言うと、ようやくフロストは体を起こし、ルビーウルフに向き合った。金色の目が、普ふ段だんより鋭するどさを増ましている。


（お前を殺したがっている奴やつがいる。鼻が曲がるくらい濃のう厚こうな怨うらみの匂いがした。お前だけではない。俺に対しても憎にくしみを向けていた。──俺はあの匂い、覚えているぞ）


　ルビーウルフとフロストに怨みを持つ者。盗とう賊ぞくという経けい歴れきを持つ二人だから、怨みなんて掃はいて捨すてるほど買っている。けれど、トライアン王おう城じようまで乗り込んで──実じつ際さいにはどんな騒そう動どうがあったか知らないが、ジェイドの防衛を搔かい潜くぐってルビーウルフとフロストに傷を負わせるような人間だ。只ただ者ものであるはずがないし、そうなると自然、犯はん人にんは絞しぼられる。ルビーウルフにも心当たりがあった。


　あの時、先を急ぐあまり敵てきの生死を確かく認にんしなかったツケがこんな時に回ってくるなんて。それとも──すべては繫つながっている？


　頭の中で、ばらばらだった駒こまが整列を始めた。だが、所々が抜ぬけている。点を線で繫げるには、まだまだ情じよう報ほうが足りない。


　その時、控ひかえめに扉とびらがノックされた。ジェイドだ。そういえば、着き替がえ終わって身なりも整えたのに、彼に声を掛かけるのを忘わすれていた。


「ごめんごめん。入っていいよ」


　扉を開けて入ってきたジェイドは、片かた手てに茶器を載のせていた。ミントとタイムの爽さわやかな香かおりがする。どうやら彼は、ルビーウルフの様子がおかしかった原げん因いんが二日酔よいか何かだと思っているのだろう。勘違いして一人で慌あわてていたことを気づかれていないようで、心底ほっとした。


「フロストの怪我、治してくれたんだってね。ありがとう。それから──いろいろ、ごめん。一応謝あやまっとくけど、理由は訊きくな」


「え？　何が……」


「訊くな、って言ったけど？」


　ルビーウルフはジェイドに極ごく上じようの笑え顔がおを向けるものの、目は笑っていない。その迫はく力りよくにジェイドは半歩後こう退たいし、わけがわからないまま頷うなずいていた。


（素す直なおに謝るのはいいことだけど、もっと穏おん便びんにできないの？）


　ケーナの呆あきれたような呟つぶやきは、聞こえないふりをしてごまかすことにした。





　　　　†




「まずは、こちらを御ご覧らんになってください」


　昨晩と同じダイニングルームには昨晩と同じ顔に、エリカを追加した人員が集められていた。その一同の前で、ミレリーナは一枚まいの大きな布ぬのを広げてみせる。


　大きな陸地の絵が、そこに描えがかれていた。大きいとわかるのは、その陸地がいくつかの黒い線で区切られていたから。そして、その一番上の端はしに位置する場所に、最近ようやく読めるようになった単語──グラディウスの文字を見つけたからだった。


「大陸図だ」


　ジェイドがルビーウルフに説明する。


　大陸図なるものをルビーウルフは初めて見たが、その形を無理やり別のものに譬たとえるなら、槍やりの穂ほ先さきに似にている。グラディウスを上に向けると、切っ先は下になる形だ。


　ミレリーナは、その切っ先の中心付近に細い指を置いた。


「単刀直入に申しますと、キアラさんを派は遣けんしたのはこちらのリゼリルという内陸国であるとわたくしは考えています」


　相変わらず、はっきりとものを言う少女だ。彼女の隣となりでは、ベルンハルトが暗い顔で俯うつむいている。


　ミレリーナが指を差しているリゼリルは、最南なん端たんの国から一つ北上した国だ。地図上のグラディウスと比くらべてみると、その国土は半分程てい度ど。しかし、そのリゼリルを取り囲む国こつ境きよう線せんらしき点線は、他の国とは違ちがって赤い色で記されていた。


「百年ほど前からリゼリルは無む神しん論ろんを唱え、神国との交流を一いつ切さい絶たっている国です。したがって、周辺の神国と交流のある国々にも煙けむたがられているわけですが……その百年ほどの間に西側へ勢せい力りよくを伸のばし、今では三つの国を吸きゆう収しゆうして、それらの国をリゼリルの従じゆう属ぞく国としています」


「ミレリーナちゃん、解かい説せつは手短にしようよ。眠ねむくなっちゃうよ」


　ラークが欠伸あくびをしながら口を挟はさんだ。寝ね不ぶ足そくなのか、少し目が赤い。しかしミレリーナはラークの言葉を無む視しし、話を続ける。


「従属する三つの国は、すべてロゥヴァースを信しん仰こうする国です。もちろん、どの国も抵てい抗こうしたはずなのですが、最後には政せい権けんをリゼリルに譲じよう渡としています。理由を歴史書で調べてみました。無神論を唱えるリゼリルに対し、最初の従属国であるカドフェイズが改かい宗しゆうを求めて戦争になり、結局勝利したのがリゼリルだということです。それからリゼリル、カドフェイズの西に接せつするヒュノーラが巻まき込こまれ、近年──つい最近のことです。ヒュノーラから突つき出した小さな半島の国をもリゼリルは飲み込みました。この半島の国はプラージュといい、漁業を中心に安定した利り益えきを得ていました。有名なのが真しん珠じゆの養よう殖しよくですね。この技ぎ術じゆつはプラージュの者にのみ受け継つがれる門外不出の知ち識しきで、この技術を誇ほこるプラージュの民たみは海から来た種族──人魚の末まつ裔えいであるという伝説があるほどです」


「細かく割わり出したもんだね」


　腕うで組ぐみをして、ルビーウルフは呟いた。


　昨日までは何も見えなかったというのに、ずいぶん状じよう況きようが変わっている。


「掘ほり出し物とは身近にあるものですのね。がらくただと思っていたら、とんでもない値ね打うちものでした」


　言いながら、ミレリーナはラークを見た。ラークは紫むらさきの鮮あざやかなマントを畳たたんでテーブルに載せ、枕まくらにして堂々と居い眠ねむりの体勢になっている。


「昨さく晩ばん、調べ物をしていたらラーク様がいらっしゃいまして。早々に退たい室しつしていただきたかったのですが、気になるお話をしてくださいましたの。それがプラージュ陥かん落らくの顚てん末まつだったのですわ。サルヴロースは大陸の中間に位置する大国で、情じよう報ほうの行き交かう土地ですし、何よりラーク様には放ほう蕩とう癖へきがおありになるようで。各国の情勢をよくご存知だったのですわ。けれど、それを要約してお話できないといいましょうか、記き憶おくしている事こと柄がらをすべて話していただいて、それをわたくしがまとめた結果、至いたった結論です。……朝までかかりましたわ」


　そう言ったミレリーナは、げんなりしたように溜ため息いきをついた。ラークが眠そうなのも、そういうことだったらしい。どちらもご苦労様といったところだが、情報の出所がラークだというだけで不安になってしまう。一度ミレリーナを介かいしているから、まともに聞く気になるけれど。


　ただし、その不安を無視するのなら、この説明の中でミレリーナが何を言いたいのかくらいは理り解かいできる。


「つまり、キアラはそのプラージュっていう国の民で、リゼリルに利用されてここに来たってことか？」


　リゼリルという国が神国を疎うとましく思っているなら、キアラと〈全知の書〉を使って神国同士が睨にらみ合うよう仕向けているという仮か説せつにぴったり当てはまる。硬かたく結ばれた神国間の繫つながりを断たち切り、その傷きず口ぐちから徐じよ々じよに侵しん食しよくするのだ。たった百年やそこらの間に飲み込まれた三つの国も、おそらくはそうやって支し配はい下に置かれたのだろう。


　まるで毒どく蜘蛛ぐもだな、とルビーウルフは思った。獲え物ものの体内に毒を流し込み、内ない臓ぞうを溶とかして血肉を啜すする。最後に残るのは骨ほねと皮だけ。国という形を残しながら、中身はすべて奪うばってしまうのだ。


　神しん妙みような面おも持もちでミレリーナは頷うなずいた。


「はい。けれど、あくまで推すい測そくです。不ふ確たしかなことを口にするのはあまり好まないのですけど、昨晩のルビーさんの件けんがありますもの。これ以上、悠ゆう長ちようにしていられませんわ。それに、こちらで設せつ定ていした期き限げんがそろそろ切れる頃ころなのです」


　期限が切れるということは、残り一つの神国──コロナードの代表者が到とう着ちやくして神具が揃そろい、キアラがここにいる意味をなくすということだ。


　ミレリーナはルビーウルフを見み据すえて言う。


「わからないのが、ルビーさんが狙ねらわれた理由です。神国の王族を一人殺し、互たがいに疑ぎ心しん暗あん鬼きを抱いだくように仕向けて神国同士の不和を招まねきたいのなら、ルビーさんは決して標的であってはならないのです。ルビーさんはグラディウスにおける現げん在ざい唯ゆい一いつの王族。そのルビーさんを殺してしまっては、神国が一つ欠けてしまいます。キアラさんに〈全知の書〉の偽にせ物ものを持たせているのに、妙です。ロゥヴァースの復ふつ活かつに拘こだわっていたキアラさんは、今頃部屋で混こん乱らんしているはずですわ。いくらキアラさんが先方の命令に盲もう従じゆうしていようと、この矛む盾じゆんには目を逸そらすことなどできないはずですもの」


「そのことなんだけど」


　言いながら、ルビーウルフは苦く笑しようを堪こらえることができなかった。何せ、ミレリーナは『わからない』と言いながら琥こ珀はくの瞳ひとみに強い確かく信しんの色を滲にじませていたのだから。


　ミレリーナは悟さとっているのだ。昨晩、ルビーウルフを襲おそった者は、ただルビーウルフを殺すことのみが目的だったのだと。


　ルビーウルフはジェイドと顔を見合わせ、互いに頷き合った。このことに関しては、昨晩の一件を説明してもらった時に二人で確かく認にんを取っている。


「フロストがそいつの匂においを覚えていたんだ。あたしたちに怨うらみを持ってるだろうし、間ま違ちがいないね」


「名は、ノーマン・ディズレーリといいます。俺おれの元部下です。顔を隠かくして言葉も話さなかったので、気づくことができませんでした。あの異い様ような身体能のう力りよくは、何らかの術じゆつを施ほどこしているのでしょう」


　ルビーウルフの言葉をジェイドが引き継ついだ。


　それはルビーウルフが女王となる以前のこと。〈導みちびきの剣けん〉に掛かけられた封ふう印いんを解といてもらうため、ルビーウルフがジェイドの手を借りてエリカのもとへ向かう途と中ちゆう、王おう城じようから追っ手として遣つかわされたのが魔ま導どう騎き士したちだった。ルビーウルフとジェイドはそのうちの二人と刃やいばを交えたのだが、その片かた方ほうはルビーウルフに痛いためつけられたことを怨み、フロストは彼の片耳を食いちぎっている。その時の匂いを、フロストは覚えていたのだ。そのフロストは今、ケーナと共にルビーウルフの足元で大人しく伏ふせている。


　ミレリーナは確信したように微笑ほほえんだ。


「やはり、ルビーさんたちのお知り合いだったのですね。では、部屋の修しゆう理り費はグラディウス側に負ふ担たんしていただきましょう」


「えっ？」


「ケチくせー」


　ジェイドとルビーウルフは同時に不満の声を上げた。


「あら、だってルビーさんたちの個人的な怨えん恨こん問題にうちは関係ありませんもの」


　たしかにその通りだが、たかだか部屋の修理費もまけてくれないなんて、あまりにせこい。まぁ、それがミレリーナの性せい格かくなのだろうけれど。


「ジェイド、修理費くらい景気よく払はらいなさいな。それとも、またこの子こ狐ぎつねに借りを作りたいの？」


　かったるそうに同席しているエリカがジェイドを窘たしなめた。だが、彼女の言う通りだ。ミレリーナに借りを作るくらいなら、修理費の倍ばい額がくを支払ったほうがましかもしれない。前回の借りの担たん保ぽとしてトライアン王城に移うつり住んだエリカの言葉だから、真に迫せまっている。子狐がこれ以上狡こう猾かつな女狐に成長しないことを祈いのるばかりだ。


「……わかりました。弁べん償しようさせていただきます」


　渋しぶ々しぶ、ジェイドは頷いた。危き険けんな目にあったのに修理費も払えと言われたら、不満に思うのも仕方がないけれど、やむを得ないのも事実だ。ミレリーナを敵てきに回したくはないし、修理費を出し渋るのもケチくさい。


「そんなことよりさー、話進めようよ。さっさと終わらせて昼ひる寝ねしたいよ眠ねむいよー。椅い子すに座すわったままじゃ熟じゆく睡すいできないー」


　駄だ々だっ子のように文句を言うラークに急せかされ、ミレリーナが話を修しゆう正せいした。


「現げん状じようは辛かろうじて、キアラさんがリゼリルに従したがわざるを得ない状じよう況きようだということが推すい察さつされるだけです。そして、これもキアラさんがプラージュの民たみであるという仮か説せつのもとに成り立っている繫つながりです。けれど、昨さく晩ばんの騒さわぎはまるでルビーさんの体調が悪いことを知っているような都合の良さでした」


　ミレリーナは饒じよう舌ぜつに語る。きっと、彼女の中では答えが出ているはずだ。それを敢あえて長々と説明するのは、自分が組み立てた説をより真実に近づけるため。ディズレーリの件けんのように、ミレリーナには知りえない情じよう報ほうをルビーウルフたちから引き出そうとしているのだ。しかし、それでは自然、飽あきてしまう者がいる。


「答えがわかっているなら結けつ論ろんを言いなさい。ただ座って話を聞いているのって、すごく疲つかれるわ」


　愛用の杖つえで肩かたを叩たたきながら、エリカは面めん倒どうくさそうに言った。ミレリーナは笑えみを深める。


「残念ながら、結論から先も長いのです」


　エリカは溜ため息いきをついて瞼まぶたを伏ふせた。だが、その気持ちはわからなくもない。ルビーウルフだって、これ以上長いのはちょっと嫌いやだなと思う。だから、自分が知りたいことを先に訊きくことにした。


「キアラについて、ミレリーナはどう考えてる？　プラージュの民だっていうだけじゃなく、それ以外のことも調べてあるんだろう？」


「ええ、もちもん」


　ミレリーナは頷うなずいた。


「以前言いました通り、キアラ・フォレスターというのは偽ぎ名めいである可か能のう性せいが高いです。では、どうして偽名を使う必要があったのでしょう？」


「それは、〈裁さばきの天てん秤びん〉を欺あざむくためで……あっ」


　答えようとしたジェイドは、途と中ちゆうで何かに気がついたようだった。


「キアラはプラージュの貴き族ぞく……いいえ、王族ですね」


「はい。わたくしもそのように考えています。〈裁きの天秤〉が偽名に反はん応のうしないというのは、少し頭を捻ひねれば考え付くことなのですが、そもそも神具を使う機会など滅めつ多たにないのです。一代の王が、一度も使うことなく王位を退しりぞくこともあるくらいですから。ルビーさんのように、常つねに持ち歩いていらっしゃるのは珍めずらしい例と言えますね」


　ルビーウルフが背せ負おっている〈導きの剣〉を見やり、ミレリーナは微笑んだ。


「〈裁きの天秤〉が水すい晶しよう玉だまであるということさえ知らないトライアンの民もいるのですよ。式典などの催もよおしでも、箱に入れたままにしておくことがほとんどです。箱は、剣けんで譬たとえるなら鞘さやのようなものですから」


「へぇ、水晶玉なんだ。知らなかった」


　ラークが驚おどろいたように声を上げた。彼と同じように、ルビーウルフも実物を見るまでは水晶玉だなんて思わなかったし、エリカもジェイドも同様だった。どうしても、天秤という名前に騙だまされてしまうのだ。


「なるほど。トライアン内部によほど詳くわしくない限かぎり、〈裁きの天秤〉の死角を突つくのは難むずかしいってことだね。だから偽名を名乗るのは、キアラの本名が立ち回りに不都合だってこと。そうだよね？」


　ルビーウルフの問いに、ミレリーナとジェイドが頷いた。しかしミレリーナは、どこか釈しやく然ぜんとしない表情で説明を始める。


「プラージュには、国王の一人娘むすめがいます。コーラルという名で、年とし頃ごろもキアラさんと合がつ致ちします。──けれど、そのコーラル・プラージュがここにいるなど、あり得ないことなのです」


「ミレリーナ、それは……どういうことだい？」


　困こまったような表情を見せるミレリーナに、今まで黙もくしていたベルンハルトが不安そうに尋たずねた。彼はキアラをよく気にかけていたようだから、キアラの身を案じているのだろう。そんな兄を気き遣づかうように静かな声で、しかしはっきりとミレリーナは告げる。


「亡なくなっているのですわ。その姫ひめは」


　誰だれも、何も言えなかった。振ふり出しに戻もどるだけならまだしも、新たな謎なぞを提てい示じされてしまったのだ。それも、とびきり怪かい奇きな謎を。


「え……と、幽ゆう霊れい？」


　ルビーウルフはしばし考え、あり得ないとわかっていながら言葉にした。


　ミレリーナは悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむ。


「もしそうなら、壁かべ抜ぬけでもして見せていただきたいものですわね。──あの方は生きてらっしゃいます。だからこそ、おかしいのです。プラージュは小さな国で、王家の中にキアラさんと歳としの近い女性はいません。──あくまで、記録の上での話ですが」


「御ご落らく胤いんの可能性は……ないですね。それでは、偽名を使う必要がない」


　ジェイドも考えあぐねてしまっている。だが、ルビーウルフは違ちがった。じっとミレリーナの表情を窺うかがう。彼女はまだ、何かを隠かくし持っているように見えた。


「ミレリーナ、プラージュっていう国は今、どうなってる？──いや、聞き方を変えるよ。コーラル・プラージュはいつ死んだ？」


　ルビーウルフの問いに、ミレリーナは大きく頷いた。琥こ珀はく色の瞳ひとみでじっとルビーウルフを見つめ返してくる。


「いい質しつ問もんですわ、ルビーさん。プラージュがリゼリルの完全な支し配はい下に置かれたのは、ほんの数か月前のことです。それまでは国交を一いつ切さい断たち切ることによって干かん渉しようを避さけていたようですが、つい先頃、王おう城じようが陥かん落らくしました。どういった経けい緯いで攻せめ入られるに至いたったかはわかりませんが、すでに従じゆう属ぞく国となっているヒュノーラの前例から考えて、プラージュに非ひはなかったと考えられます。無理難なん題だいを要求した挙あげ句くに拒きよ絶ぜつされると、報ほう復ふくとして進しん撃げきするのですわ」


　ミレリーナは一呼こ吸きゆう置き、続けて語る。


「王城が陥落した際さい、王族は一人残らず殺されました。その遺い体たいは城じよう壁へきから吊つるされ、兵士や民たみの戦意を喪そう失しつさせたそうです。今、プラージュを治めているのはリゼリルの王弟の息子むすこだとか」


「殺された王族の中に、王女はいたのですか？」


　ジェイドの問いに、ミレリーナは肩かたをすくめた。


「実際に目にしたわけではありませんから、事実かどうかは自信がありません。何しろ、お話ししてくださったラーク様でさえ、そういう話を聞いたことがある、と仰おつしやっていただけですもの。けれど、今の情じよう報ほう源げんがラーク様のお言葉のみなのですから仕方がありませんわ」


　苦く笑しようを向けられ、ラークは呻うめいた。それから、眠ねむそうにぼそぼそと喋しやべりだす。


「なんでそんなに信用ないかなー。そりゃあ、うちは兄あに貴きが四人もいるから、俺は遊び回ってるけど……。でも、おかげで噂うわさとかよく聞くんだ。聞きすぎて、どれがどの国の話で、噓うそなのか本当なのか、わからなくなってるんだけど」


　そのせいでミレリーナは徹てつ夜やをするはめになったのだろう。深々と溜ため息いきをついた彼女の顔に、疲ひ労ろうの色が滲にじんでいた。それに構かまわず、ラークは頰ほお杖づえをついて話を続ける。


「でも、プラージュで姫様が酷ひどい殺され方したって話は聞いたことがあるよ。昨日、ミレリーナちゃんにも話したんだけどね。女の子が見せしめに死体を晒さらされたっていうんだから酷いよなぁ、可哀かわい想そうだ」


　まるでその現げん場ばを目撃したように、ラークは痛いたましそうな表情をしていた。


　ラークの記き憶おくと噂話に間違いがないのなら、たしかにプラージュの王女──コーラル・プラージュは死んでいるのだろう。


　キアラと名乗る、あの少女。彼女がコーラルでないとしたら、キアラ・フォレスターというのが本名なのか。だとすれば、〈裁さばきの天てん秤びん〉がキアラの潔けつ白ぱくを証しよう明めいしたことになる。それはつまり、あの〈全知の書〉が本物だということになってしまうのだ。


　けれど、キアラには間違いなく噓の匂においを感じる。そしてキアラはいつも不安そうで悲しげで、何かに対して必死だった。ルビーウルフは、それが気になって仕方がない。


　彼女はキアラ・フォレスターなのか。それとも、別の誰かなのか。そうなると、リゼリルとキアラとの繫がりさえも見えなくなってしまう。積み上げられた仮か説せつが、ぼろぼろと崩くずれていくような気がした。


　流れた沈ちん黙もくを打ち消すように、ミレリーナが口を開く。


「ともあれ、キアラさんが神国に害を及およぼす存そん在ざいなのは変わりありません。昨さく晩ばんの一件けんも、彼女が関かかわっていなかったとは言い切れないのですもの。すべてが終わった後には、しっかり罪つみを償つぐなって頂いただかなくては」


「待っておくれ、ミレリーナ。それではあまりに酷こくというものだよ。まだ、キアラさんがどういう立場なのかもわからないのに」


　ベルンハルトはミレリーナに、諭さとすように言った。ミレリーナはそんな兄に優やさしく微笑ほほえみかけ、少しだけ悪戯いたずらっぽく声を弾はずませる。


「お兄様。罪ざい人にんは、必ずしも檻おりの中に入ったり体たい罰ばつを受ける必要はないと思いませんこと？」


　つまりミレリーナは、キアラを救うつもりなのだ。キアラにどういう罰を用意しているのかはわからないが、きっと悪いようにはしないだろう。それを悟さとって、ベルンハルトはかすかに微笑んだ。そして決然と顔を上げる。


「私は皆みな様さまに謝しや罪ざいしなければなりません。知っていながら、黙だまっていたことがあるのです……。けれど、私が話すことでキアラさんの助けになるのなら……」


　テーブルの上で組まれた彼の手は、力を込めすぎているのか少しだけ震ふるえていた。その手に、ミレリーナは自身の小さな手をそっと重ねる。妹がくれた無言の応おう援えんに、ベルンハルトは肩かたの力を抜ぬいた。


「私は、いつもキアラさんに食事を運んでいました。これでも一いち応おう、国主ですから、最初はキアラさんも驚おどろいてらっしゃいましたよ。けれど、次し第だいに慣なれてくると、彼女も笑え顔がおを見せてくれるようになって……。それでも、キアラさんはいつも何かに怯おびえているようでした。本人は無む意い識しきかもしれませんが、窓まどの外を始終気にしているんです。まるで、常つねにそこから見み張はられているみたいな……。なんとなく気になってはいましたが、言げん及きゆうすることはありませんでした。今思えば、気がついた時に問い質ただすべきだったのかもしれませんね。そうすれば、もっと早くに彼女を自由にしてやれた……」


　ベルンハルトは自分を責せめるように唇くちびるを嚙かんだ。


　彼は誰に対しても優しい。けれど、キアラへの接せつし方が特別なのは、きっと彼女に好意を抱いだいているからだ。それは誰の目にも明らかだし、妹であるミレリーナはベルンハルトの心中を一番よくわかっているはず。兄の横顔を見上げるミレリーナの微笑みは、どこか寂さびしげだった。しかしベルンハルトはしっかりと前を見み据すえているから、それに気づくことはない。


「昨晩も、いつものように食事を持っていきました。それから……ルビーウルフ様のこともお話ししたのです。少しでも楽しい話題をと思って、失礼ながら冗じよう談だんを交えて話しました。だから、もしキアラさんが、彼女を見張る何者かに情報を流していたのだとすれば、ルビーウルフ様を襲おそった者とリゼリルの繫がりは見えてくるのではないでしょうか」


　キアラを疑うたがうなど、本当はしたくないのだろう。彼女の立場を悪くすることを恐おそれて、今まで黙もくしてきたのだ。それでもキアラのためを思って、知り得るすべてを話したベルンハルトはひどく苦しそうだった。


　ミレリーナは、ベルンハルトの手に自身の手を添そえたまま微笑む。


「ありがとうございます、お兄様。善ぜん処しよしますわ。──エリカ様が」


「どうして私なのよ」


　突とつ然ぜん、話に巻まき込まれてエリカは心底嫌いやそうな顔をした。


「そもそも、今回ばかりは私にできることなんて何もないわ。それとも、キアラの心の中を覗のぞく方法を教えろとでも言うの？　私、そういうのだけはお断ことわりよ。たとえそんな術じゆつを知っていても使わないわ」


　肩口から垂たれた純じゆん白ぱくの髪かみを払はらいのけ、ミレリーナの要求を突つっ撥ぱねる。しかし、その程てい度どでミレリーナが退ひくはずもない。


「エリカ様にお願いしたい術は別のものです。その件については、また後ほど説明いたしますわ。先にやらなければいけないことが残っていますもの。──今まで話してきたことは、すべて仮説の域いきを出ないものです。わたくしは、そういう不ふ確たしかなことは嫌きらいですわ。だから、真実にしましょう。わたくしたちの手で」


　琥こ珀はく色の微笑みが一同を見み渡わたす。もう、先方の動きを窺うかがっている時間なんかない。ミレリーナの言葉は反はん撃げき開始の合図だった。




　第６章　お茶会







「キアラさん、ご機き嫌げんいかが？　これからお茶の時間なのですが、よろしければご一いつ緒しよしません？」


　ミレリーナが甘あまやかな声でキアラを呼よぶ。しかし扉とびらは開かない。返事もない。


「キアラさん？　眠ねむってらっしゃるの？」


「昼ひる寝ねにしちゃあ長いね。寝すぎだ。ドア壊こわして起こしたほうが良くない？」


「やめてください、ルビーさん。また弁べん償しようしていただきますわよ？」


「えぇー」


　ルビーウルフは不満の声を上げた。壊すのが一番手っ取り早いのに。


（楽なほうを選んで、人に迷めい惑わくをかけてはだめよ。それに、ドアを壊したらキアラは怖こわがるんじゃない？）


　ケーナにまで怒おこられた。ルビーウルフは頰ほおを膨ふくらませる。


　ここにいるのはルビーウルフとミレリーナ、そしてケーナだけだ。他の者は別の場所で待機している。これから、そこへキアラをつれていくのだが、出てきてくれなければ意味がない。


　やはり、昨夜のことで気が動転しているのだろうか。無理もないことだが、それでは困こまる。どうしたものかと考えていると、ようやくドアが開かれた。怯おびえた眼まな差ざしがルビーウルフたちを見つめる。


「なんだ、起きてるじゃないか。茶ぁ飲むから、ちっとばかし顔出しな」


「お兄様がケーキを焼いてくださったのです。キアラさんも一緒にいただきましょう」


　愛らしく琥珀の瞳ひとみを瞬またたかせ、ミレリーナが微笑ほほえむ。しかし、キアラは訝いぶかしそうに眉まゆ根ねを寄よせてしまった。


「陛へい下かがケーキを、ですか……？」


「ええ、お兄様の趣しゆ味みなのです。昨さく晩ばんの夕食も、お兄様の手料理だったのですよ。今日のケーキは自信作なので、ぜひキアラさんにも召めし上がっていただきたいのだそうですわ」


　料理が趣味の国王なんて、とキアラは思っているのかもしれない。しかし、ドアが開けばこちらのものだ。キアラの手をルビーウルフが引っ張ぱる。


「だからさ、出ておいでよ。部屋にこもってたら体に悪いよ」


　躊躇ためらっているキアラを、無理やり部屋から出そうとする。だが、キアラはその手を振ふり払はらってしまった。


　けれど、それは拒きよ絶ぜつではなかった。キアラはルビーウルフに、別の誰だれかの幻げん影えいを見ている。直感でルビーウルフはそれを察した。キアラはその幻影の主を求めてルビーウルフを見るけれど、触ふれると本人ではないことを思い知って戸と惑まどうのだ。


　振り払ったことを、キアラは後こう悔かいしているようだった。気まずそうに俯うつむいて、取り繕つくろうように口早に言う。


「あ、あの、準じゆん備びをしますから……。少しだけ、待っていただけますか？」


　キアラの気持ちは、こちら側に傾かたむいてきている。それでいい。倒たおれていい。


　受け止める用意はしてあるのだから。





　　　　†




「華はなやかだなぁ。あっちに行きてぇー」


　扉とびらにへばりついたラークが、頭を擦こすり付けるようにして覗のぞき見しながらつぶやく。仮か眠みんをとったからか、すっかり元気だ。


　ここはミレリーナの部屋にある控ひかえの間だ。女官が一人二人、寝起きするためだけの空間に男が四人と狼おおかみが一頭、狭せま苦くるしくひしめいていた。


　扉の向こうではミレリーナとルビーウルフ、エリカと、そしてキアラが暢のん気きにケーキを突つついている──ように見える。ベルンハルトがケーキを焼いたから一緒に食べようと、ミレリーナたちがキアラを引っ張り出したのだ。


　普ふ通つうに呼び出したのでは、キアラは部屋から出てこないと考えたミレリーナの案だ。先方が派は手でな動きをはじめた今、キアラを一人にしていては、彼女は口を封ふうじられるかもしれない。


　ベルンハルトが言うように、キアラが何らかの方法で外から見張られているのなら、無理やり連れ出して保ほ護ごすることもできない。こちらはあくまで、何も気づいていない、何の情じよう報ほうも得ていないように振ふる舞まう必要があったのだ。そして何より、キアラに警けい戒かいされないためにも。


「ラーク様、お静かに。キアラに気づかれてしまいます」


　控えの間に持ち込んだ椅い子すに腰こし掛かけたジェイドがラークを嗜たしなめる。しかし振り返ったラークは、不ふ愉ゆ快かいそうに唇くちびるを尖とがらせてジェイドを睨にらみつけた。


「うるせぇ、こんなむさ苦しい所にいてやってんだから大目に見ろよ。本当ならあの楽園に今すぐ飛び込こみたいってのに」


　女じよ性せい陣じんの前では絶ぜつ対たいに見せない態たい度どの悪さだ。こうまで正直だと、いっそ拍はく手しゆを送りたくなる。それにしたって、もう少し静かにできないものか。


　キアラをミレリーナの部屋に連れて来たのは、保護するのと同時に情報を吐はいてもらうためだ。これ以上、いくら待ってもキアラから歩み寄ってくれる可か能のう性せいが見えないのだから仕方がない。


　それに、彼女のような人は詰きつ問もんするより、安心感を与あたえてこちらを頼たよるように仕向けたほうがいい。下手に怯えさせると、恐きよう慌こうをきたす恐おそれがあるのだ。だから彼女の相手をするのは女性陣だけ。男がいると威い圧あつ的に感じてしまうかもしれないということで、ジェイドたちは狼おおかみのフロストも含ふくめて控えの間に姿すがたを隠かくし、待機することになったのだ。もっとも、女性陣の中にエリカがいることで威圧感は充じゆう分ぶんかもしれないが、ジェイドにはそれを指し摘てきする勇気はない。


「ラーク様、ずっと立っていては疲つかれるでしょう。お茶でもいかがですか？　ロヴィンも、座すわって休みなさい」


　ベルンハルトがいつもの気き遣づかいを見せた。椅子と共に持ち込んだ小さなテーブルには、彼が焼いたシフォンケーキと茶器が載のっている。


　しかし、ベルンハルトの誘さそいに二人は応おうじない。ラークは扉の向こうを覗き見るのに夢む中ちゆうだし、ロヴィンは結けつ構こうですと答えたきり、部屋の隅すみで起立したまま置物のように動かない。


　ベルンハルトは困こまったように、ケーキを切り分けはじめる。何かしていないと落ち着かないのだろう。そしてケーキを切り終え、手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまう。


「美お味いしそうですね。一切れいただいてよろしいですか？」


　気まずそうにしているベルンハルトを見ていられなくて、ジェイドはケーキに手を伸のばした。ベルンハルトは嬉うれしそうに頷うなずく。


　手て摑づかみで口に運ぼうとした、その瞬しゆん間かん。今まで大人しく伏ふせていたフロストが急に立ち上がり、ジェイドの手からケーキを搔かっ攫さらってしまった。しかもさり気なくジェイドの手を咬かんで。


　思わず悲鳴を上げそうになったジェイドだが、どうにか堪こらえた。そして、盗ぬすみ食いをして平然と口の周りを舐なめているフロストを睨む。


　どうやら彼は、ジェイドに無理やり風ふ呂ろに入れられたことを根に持って、虎こ視し眈たん々たんと仕返しの機会を窺うかがっていたらしい。勝ち誇ほこったような眼まな差ざしがその証しよう拠こだ。


「お前、だっせぇ。飼かい犬に食い物盗とられてやんの」


　こんな失態を演えんじた時に限かぎって、ラークは視し線せんを扉の隙すき間まから外していたらしい。笑いを漏もらし、思いっきり馬ば鹿かにした目を向けてくる。


「……飼い犬ではありません。野生の狼で、盗とう賊ぞくです。盗ぬすみの専せん門もん家なんですよ」


　ジェイドはどうにか平静を装よそおいつつ、ベルンハルトが淹いれてくれた茶を啜すすった。しかしラークは空いている椅子に座って、ケーキを摘つまみながら輪の中に入ってくる。


「いや、面おも白しろいもん見れて満足だ。だってここ暇ひまだもんなー。早く外の話し合い終わんないかなぁ、むさ苦しくて死にそうだよ──そうだ、暇つぶしに軽く猥わい談だんでもしようか」


　茶を啜っていたジェイドとベルンハルトは同時に噴ふき出していた。そして二人して咳せき込む。


「うわ、きったね。何やってんの、お前ら。つーか静かにしろよ」


　悪びれる様子もなく、ラークはふんぞり返っている。ジェイドはどうにか呼こ吸きゆうを整え、静かに抗こう議ぎの声を上げた。


「ラーク様、お願いですから口を閉とじていてください。それに、わ……猥談だなどと、不ふ謹きん慎しんです」


「なんでだよー。男が三人──そっちの仏ぶつ頂ちよう面づらも入れたら四人だけど、集まったら当たり前のことじゃねーの？　むしろ常じよう識しきじゃん」


「そ、そうなのですか？　常識なのですか？」


　ベルンハルトが真っ赤になりながら狼ろう狽ばいしている。ジェイドは頭ず痛つうを覚えたが、それでも気き丈じように対たい応おうした。


「陛へい下か、騙だまされないでください。ラーク様はご冗じよう談だんを言っておられるのです」


「冗談なんか言ってないって。てか、男相手に他に何を話せって言うんだよ。話題なんかねーよ」


　だったらもうそのまま黙だまっていてくれとジェイドは思った。どうやったら、こんなに極きよく端たんな性せい格かくが形成されるのか心底不思議でたまらない。


　その時、扉とびらの向こうがにわかに騒さわがしくなった。一気に緊きん張ちようが張はり詰つめる。そして──硝子ガラスの割われる音と悲鳴がこだました。





　　　　†




　キアラは〈全知の書〉を膝ひざの上に載せたまま、じっと俯うつむいている。時折、目線を上げては周囲を窺うような素そ振ぶりを見せた。特に、エリカを見る時は怯おびえの色を瞳ひとみに滲にじませて。


　キアラがエリカを恐おそれるのは、ルビーウルフたちがトライアンへやって来た日の叱しつ責せきが原げん因いんだろう。


　エリカだって、別に悪意をもってキアラに接せつしていたわけではない。悪意があれば、ルビーウルフにはすぐわかる。きつい言葉をぶつけることでキアラの発はつ奮ぷんを促うながし、内に秘ひめているものを曝さらけ出させようとしていたのだが、そのエリカのやり方とキアラの閉とじこもりがちな性格が合わなかっただけの話だ。


　ルビーウルフは出で窓まどに腰こし掛かけ、ベルンハルトが作ったシフォンケーキを手摑みでほおばった。ミレリーナの指し示じに従したがって急いで作ったためか、生き地じには何も練り込まず、粉砂ざ糖とうを振り掛けるでもないシンプルなものだ。それでも卵たまごの風味が素そ朴ぼくで優やさしい、いかにもベルンハルトらしい味だった。


　テーブルは窓まど際ぎわに置かれ、ミレリーナとエリカ、そしてキアラが席に着いている。キアラはちょうど、窓と向かい合う位置に着席していた──いや、座すわらされていた。


　ルビーウルフが出窓に陣じん取どっているのも計算してのことだ。キアラが窓の外を気にしていることは、ここにいると一発でわかる。目線を上げ、ルビーウルフと何度も目が合っては気まずそうに俯くのだ。


　ミレリーナとエリカは何でもない顔をして談だん笑しようしている。その二人に挟はさまれるようにして、キアラは居い心地ごこち悪そうに萎い縮しゆくしていた。ケーキにも茶にも手をつけていない。


　心を開いてもらわなければ、いつまで経たっても前進しない。特に今は、立ち往おう生じようしている暇ひまはない。ルビーウルフはわざわざ窓際に姿すがたを晒さらし、敵てきを誘さそって挑ちよう発はつしている。外から見み張はる者がいるなら、このあからさまな態たい度どに気づかないはずはない。ルビーウルフに怨うらみを抱いだく者──ディズレーリなら必ず乗ってくるはずだ。その前に、キアラにはすべてを話して欲ほしい。彼女の口から真実を聞きたいのだ。


「キアラ、見て」


　ルビーウルフの呼よびかけに、キアラは顔を上げた。ルビーウルフは足元に伏ふせていたケーナに合図をして座らせる。そして食べかけのケーキをちぎって、その欠片かけらを三つ、ケーナの鼻の上に並ならべた。


　ルビーウルフの行動が不思議だったのだろう。キアラは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄よせた。ミレリーナとエリカも、何事かと注目する。


　ケーナはじっとしたままバランスを保たもっている。そしてルビーウルフがぱきりと指を鳴らすと、素す早ばやく鼻先を振ってケーキの欠片を三つ同時に口へ入れた。


「まぁ。お利口さんですわね」


「ほんと、器用ね。でもそんな芸、野生動物に必要ないでしょう？」


　ミレリーナは歓かん声せいを上げたが、エリカは呆あきれたように苦く笑しようしていた。


　もちろん、これは遊び好きのケーナだからできる芸だ。フロストは嫌いやがって絶ぜつ対たいにやらない。ケーナは自分の芸でルビーウルフや仲間たちが喜ぶのが嬉うれしくて、昔からこういう遊びをやっていたのだ。


　キアラは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように目を丸くし、それからくすくす笑った。


　心を閉ざしている人には、好意的に見ていることを言葉であれこれ言うより、態度と行動で示しめしたほうがいい。特に獣けものは正直だ。好きなものは好き、嫌きらいなものは嫌いとはっきり態度に表すから、無ぶ遠えん慮りよに懐ふところへ入り込んでも受け入れられやすい。


　ルビーウルフはケーナに目線で合図をし、ケーナはそれを承しよう諾だくした。てけてけとキアラに歩み寄り、彼女の膝ひざに前足を片方乗せる。キアラは少し身を強こわ張ばらせたが、悲鳴を上げたり逃にげたりはしなかった。いい傾けい向こうだ。


「上手にできたから褒ほめてほしいんだよ。撫なでてやって」


　戸と惑まどっているキアラを、ルビーウルフは促うながした。


　こうやって人に接することも、ケーナだからできることだ。自じ尊そん心の塊かたまりみたいなフロストは、たとえ真似まね事ごとであっても人に媚こびたりしない。ルビーウルフ以外の人間に触ふれられることすら嫌がるのだ。とはいえ、それが狼おおかみ本来の性せい質しつなのだから仕方がないし、野生とは誇ほこり高いものだ。ルビーウルフだって自分の流りゆう儀ぎを貫つらぬいている。誰に何と言われようと、改めるつもりはない。


　そしてケーナは、自分が好ましいと思った相手を自身に持ち得る力で支ささえようとするし、嫌いだと判はん断だんした相手には容よう赦しやはしない。それが彼女の流儀だ。群むれで生活をする狼だが、個々の主しゆ義ぎ主しゆ張ちようは大きく異ことなるのだ。そういう点では、人間によく似にている。


　キアラは恐こわ々ごわとケーナの頭に触れた。ケーナはじっとしたまま動かない。キアラから緊きん張ちようが抜ぬけ、慣なれてきたのを見計らってようやく彼女の手を舐なめた。


　キアラは今までで一番、晴れやかな笑え顔がおを見せた。


「……可愛かわいいですね」


「あら、あなたも笑うと可愛いわよ？」


　言ったのはエリカだ。彼女からそんな言葉をかけられるとは思っていなかったのか、キアラは驚いたようにエリカの顔を凝ぎよう視しする。エリカは菫すみれ色の双そう眸ぼうをゆったりと細めて微笑ほほえんでいた。


「しみったれた顔していないで、そうして笑っていればいいのよ。若わかいうちに、たくさん笑っておきなさい。顔の筋きん肉にくを使わないでいると衰おとろえるのが早いんだから。──笑いすぎると部分的な皺しわが深くなるから注意は必要だけどね」


　所々に切実感を滲にじませつつ、それでもエリカなりの助言だった。キアラはその言葉を受け、寂さびしそうに笑った。


「ありがとうございます。皆みなさんにとって、わたしは得体の知れない人間なのに……こんなに良くしていただけるなんて幸せです。それなのに、わたしは……」


　言って、キアラは唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。


　ルビーウルフはエリカとミレリーナに目配せをし、二人は頷うなずく。キアラ本人は気づいていないようだが、感かん情じようを吐と露ろし始めたのだ。本当は助けを求めたくてたまらなかったのに、口を閉とざさなければいけない苦しみが溢あふれ出る。その匂においはとても切なくて、ルビーウルフの胸むねまできりきりと締しめ付けた。


「キアラ、お前は本当は誰だれなんだ？」


　ルビーウルフの突とつ然ぜんの問いに、キアラはびくりと震ふるえた。しかし構かまうことなく、ルビーウルフは言葉を続けた。


「話していいんだ。知ってるか？　悪いことをする時の基本は『バレなきゃいい』。──ここはお前の部屋じゃないから、監かん視しの目は届とどかないよ」


〈全知の書〉を抱だきしめ、キアラは椅い子すを蹴けって立ち上がった。青い眼まな差ざしが狼狽うろたえたように揺ゆらぎ、ルビーウルフを凝視している。


「キアラさん、落ち着いてください。わたくしたちは何も、あなたを吊つるし上げたいわけではありません。それに、この部屋にはエリカ様が術じゆつをかけてくださって、外から中の様子を窺うかがうことはできませんのよ。だから、大だい丈じよう夫ぶです」


　ミレリーナは微笑みながら噓うそをついた。エリカは術などかけていない。キアラを安心させるための方便だ。


「何を……どこまで知っているんですか……？」


　震える声でキアラが言う。ルビーウルフは口元に弧こを描えがき、わざと挑ちよう発はつ的に胸むねを反らした。


「さてね。キアラが話してくれたら教えてあげる。だってキアラは隠かくし事して、あたしたちの情じよう報ほうだけ知ろうなんて不公平じゃないか」


　キアラは無言だ。〈全知の書〉を抱だき、俯いている。だが、拒きよ絶ぜつの匂いは感じなかった。気持ちがぐらぐらと揺れているのをルビーウルフの鼻が嗅かぎ取る。それはケーナも同じだった。キアラの足元にまとわりつき、砂すな色の毛皮で彼女を包もうとする。


「あたしは何があってもキアラを責せめないよ。だって、ケーナがこんなに懐なついてる。もしキアラに悪意があるなら、絶ぜつ対たいに撫でさせたりしない。獣けものは裏うら表おもてがないんだよ、人間と違ちがってね」


　ケーナは金色の眼差しで、じっとキアラを見上げる。キアラはしばし、その金色と見つめ合い──笑った。


「同じですね。ケーナとルビーウルフ様は、同じ目をしていらっしゃる。ルビーウルフ様も、裏表がないのでしょうね」


「どうかな。あたしは一いち応おう人間だからね。わからないよ？──けど、様付けは気持ち悪いからやめてくれないか。ミレリーナとエリカに対してはともかく、あたしに敬けい語ごはいらない。あたしは盗とう賊ぞくなんだ。敬意を払はらう必要なんかないよ」


「変わった方ですね。盗賊だなんて、ご冗じよう談だんでしょう？」


「冗談なもんか。正真正しよう銘めい、本物だよ」


　キアラはくすくす笑う。ルビーウルフがふざけて盗賊だと言っていると思い込こんでいるのだろう。泰たい然ぜんと構かまえるルビーウルフやミレリーナ、そしてエリカを見やって、少し迷まよいを見せながら、おずおずと口を開いた。


「ルビーウルフ様なら……いいえ、ルビーウルフ。あなたなら、もしかしたらわたしを、プラージュを……」


　言いかけ、キアラは目を見開いた。恐きよう怖ふに彩いろどられた彼女の視線が向く先は──窓まどの外。


　キアラの異い変へんを察すると同時、ルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉を抜ぬき放っていた。そして、獣並なみの動体視力が捉とらえた獲え物ものに向かって窓硝子ガラス越ごしに突つきを繰くり出す。


　硝子を叩たたき割わり、刃やいばの切っ先が刺さし貫つらぬいたのはカラスだった。ルビーウルフは宙ちゆうを舞まい飛ぶこの獲物を、窓を横切る一いつ瞬しゆんのうちに捕とらえたのだ。


「カラス、ですか？」




[image: ]


　怪け訝げんそうにミレリーナが言う。


　ルビーウルフは切っ先を部屋の中に向け、〈導きの剣〉を振ふった。カラスの体は刀身から滑すべり落ち、絨じゆう毯たんの上に転がり落ちる。しかし、血は一滴てきも出てはいなかった。剝はく製せいだ。代わりに傷きず口ぐちから出てきたのは、金の文様が描えがかれた小さな水すい晶しよう玉だま。それを拾い上げたエリカが顔をしかめた、その時。


「そんな、なんて……なんてことを……！　嫌いやぁ！」


　キアラが悲鳴を上げた。〈全知の書〉をその場に放ほうり出し、部屋を飛び出す。それを聞きつけたジェイドたちが控ひかえの間から雪崩なだれ出てきた。


「何があった!?」


「ごめん、しくじった。キアラが……！　追いかけるぞ！」


　ジェイドの問いに、ルビーウルフは歯は嚙がみして答えた。とっさの行動がキアラの神しん経けいを逆さか撫なでしてしまったのだ。てっきりディズレーリが襲おそってきたものと思って、反はん射しや的に剣を抜いたばかりに……。だが、悠ゆう長ちように後こう悔かいしている暇ひまはない。


　ルビーウルフはジェイドと頷うなずき合い、狼おおかみたちを従したがえて同時に駆かけ出していた。




　第７章　人魚がいた国







　クジラの歌が入いり江えの町に響ひびいた。その優やさしい旋せん律りつを聴ききつけたキアラは、コーラルの手を引いて砂すな浜はまへと駆けていく。


　彼女はいつも行動が突とつ然ぜんで、コーラルはついていくだけで精せい一いつ杯ぱいだった。導かれるまま外へ出て、夏の日差しにやられないよう日ひ傘がさを差す。それに対しキアラは、日焼けした肌はだを堂々と晒さらして砂浜では裸足はだしになる。いつでも好きな時に海に飛び込んで泳げるようにしているのだ。


「見て、コーラル様。クジラが踊おどってるよ」


　入り江の岩場に素す足あしで立って、キアラは外海を指差した。


「ここからじゃ見えないわ。それに、登れない」


　岩場の下で、コーラルは唇くちびるを突き出して拗すねたように言う。運動神経の鈍にぶいコーラルでは、切り立った岩場を登ることなんてできないのだ。そして日傘を差しているから、片かた手てが塞ふさがっている。


「日傘なんていらない物持ってるからでしょ。そんなので太陽を避よけてるから、どんどんひ弱になるんだよ。靴くつ脱ぬいで、登っておいでよ」


「嫌よ、砂も岩も熱いじゃない。靴なんか脱いだら火傷やけどしちゃうわ」


「大おお袈裟げさね。──しょうがない。ほら、手ぇ出して」


　岩場の上で屈かがみこんだキアラが手を差し伸のべてくれる。それに縋すがって、コーラルは岩を登った。けれど片手に日傘を持ったままだから、当然のようにバランスを崩くずしてずっこける。日につ射しやに晒された岩場は熱くて砂でざらざらして、コーラルは悲鳴を上げてしまった。


「もう、本当にどんくさいね。やっぱりあたしがいなきゃ、だめね。もう少しで海に落っこちるところだったわよ？」


　キアラは笑いながら助け起こしてくれた。笑われたのが悔くやしくて、コーラルは子こ供どもみたいにむくれる。


「どんくさいのは生まれつきなんだもの、しょうがないじゃない。それに、わたしは泳げないんだから、落ちたらちゃんと助けてね？」


「何言ってるの。プラージュの民たみはね、生まれつき泳ぎが達者なの。コーラル様は波が怖こわくて水に入るのが嫌なんでしょ？　言い訳わけして逃にげないのよ」


　言われて、コーラルは呻うめいた。その通りだったから、何も言い返せない。


　プラージュの民は子供の頃ころから海に慣なれ親しんでいる。泳げない者なんて、ほとんどいないのだが──その泳げない少数派はに、コーラルは属ぞくしているのだった。


　岩場の上に立ったコーラルは、外海を見やった。入り江をぐるりと取り囲んだ二つの岬みさきが、向かい合うように海に突き出している。その隙すき間まから見える大おお海原うなばらで、クジラが海面から上半身を出した。体をくねらせ、背せ中なかを海面に叩たたきつける。何頭もの群むれで、クジラは踊っていた。


「食事をしてるんだね。上空にカモメの群れがいる。魚を追ってきたんだよ」


　キアラが空を指差して言った。彼女が示しめす先には、白いカモメが何羽も群れて、獲え物ものを狙ねらっていた。クジラが海面に頭を突き出す際さい、海水と一いつ緒しよに撒まき散らされた魚を空中で捕つかまえるのだ。その妙みよう技ぎを遠くから眺ながめて、キアラとコーラルは歓かん声せいを上げた。


　二人はいつも一緒だった。子供の頃から、ずっと。


　コーラルはプラージュ王家の姫ひめとして生まれた。けれどコーラルの母は乳ちちの出が悪く、乳う母ばとして雇やとわれたのがキアラの母、アンネット・フォレスター。コーラルが生まれる三日前にキアラを生んだアンネットは、まるで双ふた子ごを育てるように二人の娘むすめを可愛かわいがってくれた。そのせいか、二人は似にているとよく言われる。


　もちろん、性せい格かくではない。キアラは活発ではきはきしているのに、コーラルは引っ込み思案で人見知りをする。似ているのは仕草とか表ひよう情じようとか、無む意い識しきに出る癖くせなどだ。


　それに、顔立ちも似ているといえば似ている。キアラは色の薄うすい金きん髪ぱつを貝の飾かざりがついた髪かみ留どめで一つに束たばねているけれど、光に透すかすとコーラルと同じような銀髪に見える時があるのだ。瞳ひとみの色だって、同じ青。コーラルの瞳は浅あさ瀬せの海を連想させる澄すんだ青で、キアラの瞳は外海の藍あいだ。


　王おう城じようの中では、召めし使いと王女の関係。けれど、姉し妹まいみたいなものだ。小さい頃から一緒に遊んでいたし、喧けん嘩かもしたし、悪戯いたずらをして二人揃そろって怒おこられたこともある。叱しかるのはいつもアンネットだった。


　けれどアンネットはコーラルに優やさしく、キアラには厳きびしかった。もっと立場を弁わきまえなさいと、口癖のように言っていた。


　どんなに厳しく言われても、キアラはけろっとしている。それに対し、コーラルはすぐ泣いた。自分のせいでキアラが叱られているのが耐たえられなくて、べそべそ泣く。それを見たキアラは腹はらを抱かかえて笑い、アンネットの拳げん骨こつを食らうというのが毎度の光景だった。


　アンネットがキアラに厳しいのとは対照的に、コーラルの両親──王と王おう后こうはキアラにコーラルを任まかせきっていた。大人しいコーラルが、キアラと一緒だと年頃の少女らしく悪戯をしたり駆かけ回ったりするのが嬉うれしいらしい。勉強の時間にキアラを同席させるのも、一人より二人のほうが張はり合いもあって、互たがいに伸のびると考えているからだ。


　クジラとカモメの乱らん舞ぶはどんどん遠ざかって見えなくなった。魚の群れを追っていったのだ。


　岩場に打ち寄よせる波が、ちゃぷんと音を立てる。薄藍の水底には色とりどりの貝がいて、その上を小魚の隊列が通り過すぎていく。夏の日差しが海面で、網あみのような模も様ようを作って輝かがやいていた。


「泳ごう、コーラル様」


　突とつ然ぜん、キアラがコーラルの手を引き、岩場を力強く蹴けった。抗こう議ぎの声を上げる間もなく、コーラルは水面に叩たたきつけられる。落ちる拍ひよう子しに手放してしまった日ひ傘がさが岩場に取り残され、風に煽あおられて砂すな地じに転がり落ちる。


　コーラルは手足をばたつかせ、懸けん命めいに水から顔を出そうとする。衣服が水を吸すって、手足の動きを止めたら沈しずんでしまう。


　キアラは可お笑かしそうに笑って言った。


「足、つくわよ？」


「え……？」


　彼女が言った通り、足を水底につけても肩かたから上は海面に出ていた。からかわれていたことに気づいて、コーラルは頰ほおを膨ふくらませる。それを見たキアラはさらに笑った。


「やだ、フグだ。不細工ねぇ」


「そうよ、フグよ。毒を持ってて、怖こわいんだから」


　言いながらコーラルはキアラに水をかけた。しかしキアラは海中に潜もぐり、素す早ばやくコーラルの背はい後ごに回る。そしてコーラルの背せ中なかを押おした。


「さぁ、泳ぎの練習。岬みさきの洞どう窟くつまで行くよ」


　二つの岬のうち、左側の岬には、満まん潮ちよう時になると入り口が沈んでしまう洞窟がある。そこは神しん聖せいな場所とされて、プラージュの王のみが入ることを許ゆるされているのだ。だからキアラはもちろんのこと、コーラルだって近づいてはいけないはずなのだが、禁きん止しされると好こう奇き心しんが湧わくものだ。小さい頃から、時々こっそり二人で遊びに入っていた。


「あんな所まで、泳げるわけないじゃない。ここは足がつくけど、岬の傍そばは深いのよ？」


　コーラルが文もん句くを言うと、キアラは仕方ないなぁと苦く笑しようして、コーラルに背中を向けた。そしてコーラルはキアラの肩かたを両手でしっかりと摑つかむ。洞窟へ泳いで行く時は、いつもこうしてキアラの力を借りているのだ。


「しっかり摑まっててね。あたしの手を借りておいて、溺おぼれないでよ？」


　コーラルを半分背負った状じよう態たいで、キアラは力強く泳ぎだす。コーラルは少しでもキアラの負ふ担たんを軽くしようと、懸命に水を蹴けった。


　けれど、そんなことをしなくてもキアラは余よ裕ゆうの泳ぎを見せる。プラージュの民たみは人魚の末まつ裔えいだという伝説があるけれど、キアラは本当に人魚なんじゃないかとコーラルは思う。


　波の力に負けない泳力で、キアラは洞窟に泳ぎ着いた。砕くだける波なみ頭がしらに洗あらわれている洞窟の入り口は狭せまく、小船がようやく滑すべり込こめる程てい度どの隙すき間ましかない。しかし中へ入ってしまうと、洞窟の天てん井じようは高くて広かった。奥おくには水が届とどかない段だん差さがあって、そこには石の扉とびらがある。プラージュの王にのみ入ることが許される廟びよう。その中に何があるのか、コーラルもキアラも知らない。


　水から上がって、二人は段差に腰こし掛かける。入り口から差し込む光で、洞窟内の海面は鮮あざやかな青に染そまっていた。まるで青玉を砕いて水に溶とかしたような、神しん秘ぴの青。入ってはいけないという言いつけを破やぶってでも見たい、やみつきになる美しさだった。


「コーラル様はいいよね。いつか、堂々と入れるようになるんだから。女王様だもんね」


　言いながら、キアラは海水を手で掬すくった。こんなに青いのに、手で捕つかまえると青は逃にげてしまい、無色透とう明めいになるのが不思議だ。


　キアラが言ったように、いずれコーラルは王位を継つぐ。そうなれば、こそこそ隠かくれて洞窟に忍しのび込む必要なんかない。しかし──


「わたし、この国を離はなれるかもしれない」


　コーラルの言葉に、キアラは掬った水を海に返した。姿し勢せいを正し、コーラルの顔を覗のぞき込んでくる。


「お父様とお母様が話しているのを聞いてしまったの。リゼリルの王が、わたしを妃きさきとして差し出すように要求しているって。それもリゼリル王には妻つまが二人いるから、わたしは第三王おう妃ひね」


「プラージュの王位はどうなるの？」


「掛け持ちするのよ。わたしはリゼリルの第三王妃で、プラージュの女王。でも、それは形の上でだけよ。だってわたしは一人だもの。きっとリゼリルはわたしをプラージュから引き離して、代理の人間を送り込んでくるわ。そうしていつか、プラージュを乗っ取る気なのよ」


　膝ひざの上で握にぎった拳こぶしが震ふるえる。今まで国交を絶たち、干かん渉しようを避さけてきたリゼリルがついにプラージュに手を伸のばしてきたのだ。


　表向きは、友好関係を結ぶための政せい略りやく結けつ婚こん。けれどコーラルがリゼリルに嫁とつげば、それは単なる人ひと質じちだ。プラージュはリゼリルに逆さからえなくなってしまう。


　現げん在ざい二人いるリゼリルの王妃は、カドフェイズとヒュノーラの出身だ。彼女たちも人質として、リゼリルに身を置いているのだろう。


「大だい丈じよう夫ぶよ。国王陛へい下かは芯しんの強い方なんだから。きっと突つっ撥ぱねてくれるわ。それに──」


　言いながらキアラは胸むねをそらし、右手の親指で自身を指した。


「あたしがいるんだから。リゼリルから迎むかえが来たって、あたしが追い返してやる」


　だから心配しないで、と言ってキアラはコーラルの背中を叩たたいた。油ゆ断だんしていたので、堪こらえきれずにコーラルは海へ落っこちる。


「あ、ごめん」


「謝あやまるなら、助けてよぉ」


　段差の縁ふちに摑まってコーラルは情なさけない声を出し、キアラは大笑いした。
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　プラージュ王おう城じようの夜に静せい寂じやくはない。満まん潮ちよう時には城じよう壁へきの中ほどまで達する波が、絶たえず引いては寄よせるからだ。


　王城は入いり江えの町と海を隔へだてるように建てられている。嵐あらしで高波が起こっても、城壁で食い止めるためだ。だから入り江の砂すな浜はまには王城に住む者しか出入りできないことになっている。


「コーラル様、起きて」


　真夜中にコーラルを叩たたき起こしたキアラの声は、ひどく強こわ張ばっていた。しかしコーラルはまだ半分頭が寝ねていて、大きな欠伸あくびが出てしまう。


「何？　どうしたの、こんな夜中に」


「いいから、早く外へ出て。走るよ」


　キアラはコーラルをベッドから引きずり出し、部屋を飛び出して走った。靴くつを履はく暇ひまもなく、裸足はだしのままだ。キアラの足について行けず、コーラルは何度も転びそうになる。


　しばらく走って、妙みようなことに気がついた。兵士が一人もいないのだ。いつもは王城の各所に配置して、警けい備びをしているのに。


　どういうことなのか、キアラに訊たずねようとした時だった。すぐ近く──城内で爆ばく発はつ音が響ひびいた。驚おどろいた拍ひよう子しに倒たおれこみ、コーラルは悲鳴を上げる。いくつもの足音が怒ど号ごうと共に近づいてきた。


「立って！　走って！」


　キアラの叱しつ咤たに、どうにか立ち上がった。足は震ふるえ、動どう悸きが激はげしくなる。恐きよう怖ふで頭が真っ白になり、手足が急きゆう激げきに冷えていった。離さないように強く握にぎったキアラの手が熱い。


　王城の奥おくへ奥へと駆かける。背はい後ごには足音と金きん属ぞくのぶつかり合う音が迫せまっていた。時折、爆発音や悲鳴も聞こえる。プラージュの兵士や王城に仕えている者が殺されているのだと察し、コーラルは吐はき気を催もよおした。──風に乗って血の匂においがする。


「何があったの!?　お父様とお母様は!?　アンネットはどこ!?　キアラ、何が起こってるの!?」


　悲鳴じみた声を上げるコーラルに、キアラは何も答えない。ただひたすら、コーラルの手を引いて走るだけだった。


　王城最さい奥おうの階かい段だんを駆け下った先は食料庫だった。二人は倉庫へ駆け込み、扉とびらをキアラが閉しめる。彼女は穀こく物もつの袋ふくろを積み上げ、臨りん時じの防ぼう壁へきを作った。それから倉庫の奥へと駆け、棚たなを移い動どうさせる。そこには大きな穴あながあり、地下に続く階段があった。


「行って、コーラル様」


　コーラルは頷うなずき、穴の中へ身を滑すべり込ませ──キアラがその場を動かないことに気がついた。


「どうしたの？　早く行かなきゃ……」


「コーラル様だけ先に行って。あたしは後から追いかける。扉を破やぶられないように、もっと荷物を積まなきゃいけないの」


　言いながら、キアラは棚を元に戻もどそうとする。コーラルは慌あわてて穴から這はい出そうとした。独ひとりになるのは怖こわい。


「嫌いやよ、キアラも一いつ緒しよに来て！　来てくれないなら、わたしも残って手伝うから……お願い、独りにしないで！」


　懇こん願がんするコーラルの言葉を無む視しし、キアラはコーラルを穴の中へ押し込もうとする。コーラルは穴の縁ふちに手を掛かけて、泣きながら懸けん命めいに抵てい抗こうした。


「わがまま言わないで、行きなさい！　子こ供どもじゃないんだから泣かないの！　ねぇ、お願いよ。早く行ってくれなきゃ、あたし……」


　キアラまで、泣きそうな顔になって俯うつむいた。けれどすぐ、決然と顔を上げてコーラルを見み据すえ、髪かみ留どめを外した。色の薄うすい金きん髪ぱつが、はらりと落ちて肩かた口ぐちから垂たれる。外した髪留めを、コーラルの寝ね間ま着きのポケットへ入れた。


「これ、預あずけるから。後で返してね、絶ぜつ対たいよ。お気に入りなんだから、壊こわしたりしたらコーラル様でも許ゆるさないからね」


　キアラは笑っていた。いつもと変わらない笑え顔がおにコーラルは一いつ瞬しゆん、抵抗する力を緩ゆるめ──突つき飛ばされ、階段を数段、転げ落ちた。その間にキアラは棚を滑らし、穴を塞ふさいでしまう。暗くら闇やみの中、コーラルは階段を這はい上がって棚の扉を叩たたき、爪つめを立てて引っ搔かいた。


「キアラ！　開けて、キアラ！　独りは嫌よ！　キアラも一緒じゃなきゃ嫌！」


　泣き叫さけぶコーラルの声は届とどいているはずなのに、キアラは答えない。どんなに名前を呼よんでも、それは変わらなかった。棚の扉を引っ搔いて爪が欠け、じくじくした痛いたみが指先を襲おそう。もう、自分の力ではどうにもならないことをコーラルは悟さとった。


「……髪留め、必ず返すから。後で絶対、返すから。すぐに追いかけてきてね。約束よ」


　今はキアラの言葉に従したがうしかない。しゃくり上げ、コーラルは壁かべに手をつきながら階段を下った。真っ暗で、ほとんど何も見えない。何度も足を滑らせて転び、腰こしを打つ。


　階段は途と中ちゆうで上りに変わった。どこまで続いているのか、どこへ出るのか、まったく見当がつかない。


　それでも、どうにか階段の終わりまで辿たどりついた。行き止まりになったのだ。壁を手で弄いじってみると、閂かんぬきらしきものがあった。手て探さぐりで取り外し、石の重い扉を押おしたり引いたりして──開いた。それと同時に海水の飛沫しぶきが足にかかり、コーラルは息を呑のむ。


　階段は城じよう壁へきに繫つながっていたのだ。石を積み上げた城壁に、こんな扉があるなんて知らなかった。


　打ち寄よせる波がコーラルの足を洗う。満まん潮ちようが近いのだ。干かん潮ちよう時には城壁の凹おう凸とつに手足を掛けて下り、満潮時には泳いで逃にげるためなのだろう。扉は城壁の中ほどに作られていた。


　引き返すしかない。だってコーラルは泳げないのだ。溺おぼれてしまう──いや。


　キアラと約束をした。こんな所でもたもたしていたら、きっと彼女は怒おこるだろう。先に逃げなければ。


　目線を遠くへ向ける。二つの岬みさきが向かい合い、黒い影かげを海面に落としていた。暗くて見えないけれど、あの洞どう窟くつはまだ水に沈しずんでいないはずだ。ぎりぎり間に合うかもしれない。というより、逃げ込こむ場所が他に思い当たらなかった。


　意を決し、夜の海に身を投じた。波に揉もまれ、体が沈む。必死に水を搔き、水面に顔を出した。


　キアラの肩かたに摑つかまって泳いでいた経けい験けんが役に立ったのか、それともプラージュの民たみは生まれつき泳ぎが達者だという話が本当だったのか。半分溺れるようになりながらも、コーラルはどうにか泳ぐことができた。


　海面に顔を出し、息をする度たびに塩しお辛からい水が口に入る。体中にできた擦すり傷きずが沁しみて、涙なみだが出るほど痛いたい。夜の海は水が冷たかった。それでも水を一搔きすれば、前へと進む。


　目標の岬を目に捉とらえ、洞窟へと近づいた。暗くら闇やみの中で、さらに濃こい闇を持つ洞窟が海面すれすれに出ていた。どうにか間に合いそうだ。洞窟の中に入ってしまえば、潮しおが引くまで閉とじ込められることになるけれど、逆ぎやくに言えば誰だれも入ってくることはできない。あとはキアラが間に合えば……。


　キアラがすぐ追ってきてくれることを信じて、コーラルは振ふり返らなかった。いや、そんな余よ裕ゆうはなかったのだ。沈まないよう、水を搔くのが精せい一いつ杯ぱいで。


　それが突とつ然ぜん、背はい後ごから髪を鷲わし摑づかみにされた。両腕うでを拘こう束そくされて海から引き上げられ、まるで吊つられた魚のように小船の船底に叩きつけられた。


「ごきげんよう、人魚のお嬢じようさん。銀の髪がとても目立って、夜の海でも見つけやすかったですよ？」


　嘲ちよう笑ちようと共に槍やりの切っ先を向けられ、コーラルの喉のどから悲鳴が迸ほとばしった。手で這はいずって逃のがれようとするものの、恐きよう怖ふで体が動かない。揺ゆれる船の上で、数人の男がコーラルを取り囲んでいた。


　この入いり江えには王城の者しか出入りできないのに。混こん乱らんするコーラルの視し界かいに、大きな黒い影が飛び込んできた。


　入り江の外。岬の陰かげから、巨きよ大だいな帆はん船せんが姿すがたを現あらわしたのだ。


　その船には見覚えがあった。プラージュの隣りん国ごくにしてリゼリルの従じゆう属ぞく国、ヒュノーラの船だった。


　この時になって、コーラルはようやく悟さとった。父はリゼリルの要求を蹴けったのだ、と。


　岬の洞窟でそのことをキアラに話したのは、真夏の昼下がりだった。


　あれから数か月経たったプラージュは秋に差し掛かかっていたが、まだ暑さは厳きびしく。それでも明け方は過すごしやすくなっていた。


　その、清すが々すがしい朝を迎むかえる前に。


　プラージュの歴史は終わった。
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　コーラルが捕とらえられたのは、帆船の船室だった。窓まどもなく、明かりは一いつ切さいなかった。膝ひざを抱かかえ、うずくまったまま身じろぎもしない。暗闇の中、ネズミが足元を駆かけていく気配がしても、もう悲鳴を上げる気力さえ残ってはいなかった。


　帆船に乗っていたのは、リゼリルの王弟の息子むすこ──リゼリル王の甥おいにあたる、グラハムという男だった。三十代後半の、瘦やせて目つきの鋭するどい顔立ち。掠かすれて甲かん高だかい耳みみ障ざわりな声で、彼はコーラルをひどく罵ののしった。魚臭くさい田舎いなか国家の娘むすめをリゼリル王が王おう妃ひにしてやると言っているのに、袖そでにするとは思い上がりも甚はなはだしい。お前の父親は救いようのない愚おろか者だ、と。


　何が王妃だ。思い上がっているのはどっちだ。結けつ婚こん話など口実で、はじめからこうして攻せめ落とすことが目的だったくせに。


　父と母はどうなったのだろう。アンネットは無事だろうか。──キアラは、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。彼女は泳ぎが達者だから、コーラルのように捕つかまったりしない。


　じっとりと湿しめったままの寝ね間ま着きのポケットにキアラから預あずかった髪かみ留どめがある。これを早く返さないといけないのに、それはもう、叶かなわない。


　自分は殺されるのだとコーラルは悟さとっていた。船から出たら、刑けい場じように連れていかれる。戦争捕ほ虜りよの末路など、無残なものだ。


　せめて苦しまずに死にたい。今、ここで舌したを嚙かみ切ってしまえば辱はずかしめを受けることなく死ねるかもしれないが、そんな勇気も出せない自分が憎にくくて惨みじめだった。


　船室に近づく足音を聞き、コーラルは身を強こわ張ばらせる。強く握にぎった拳こぶしが震ふるえていた。


　船室の扉とびらが開けられ、入ってきたのはグラハムと見知らぬ男だった。その男の頭上には光る蝶ちようが飛んでいて、暗い船室を照らす。


　魔ま導どう師しだ。プラージュには極ごく少数、王おう城じように出入りする者がいたけれど、実じつ際さいに術じゆつを見たのは初めてだった。しかし、光る蝶よりもコーラルの目を奪うばったのは術者の顔。


　茶ちや髪ぱつを逆さか立だたせた、三十前後の男だった。中肉中ちゆう背ぜいで、顔立ちも美び醜しゆうどちらでもない。しかし、一つだけ大きな特とく徴ちようがあった。向かって左側の耳じ朶だがなかったのだ。ぎょっとして、思わずコーラルは視線を逸そらす。


　魔導師は無言のまま、分ぶ厚あつい本をコーラルの足元へ放ほうり投げた。船室を揺ゆらすほどの大きな音がして、コーラルはびくりと身を震わせる。


「それが何か、知っているな？」


　わけのわからない問いに、コーラルは首を左右に振ふった。魔導師はグラハムと顔を見交わし、肩かたをすくめる。そして眉まゆを吊つり上げ、厳いかめしい顔でコーラルを睨にらんだ。


「とぼけるなよ。お前はプラージュの王女なんだろう？　それなら、こいつの──〈全知の書〉の使い方を知っているはずだ」


「わたし、そんなの知らない！　だって〈全知の書〉なんて、ただの伝説じゃない。もし本物だとしても、プラージュにそんなものがあるなんて……」


　言いかけて、コーラルは黙だまった。それから恐おそる恐る訊たずねてみる。


「これはどこから持って来たの？　まさか……岬みさきの洞どう窟くつ？」


　国王だけが入れる洞窟。その奥おくにあった、石の扉に閉とざされた廟びよう。そこに何があるのかは、王位を継ついだ者しか知ることはできない。


　もし、そこに隠かくされていたのがこの〈全知の書〉だとしたら。


　プラージュの民たみは海から来た種族──人魚の末まつ裔えいだという伝説がある。それは、ロゥヴァースの化身である〈全知の書〉を守しゆ護ごするよう、特別な知ち恵えを与あたえられた守護者の一族ということではないだろうか。プラージュには他の国にはない、真しん珠じゆの養よう殖しよくという技ぎ術じゆつがあり、漁業と共に国を支ささえてきたのだ。
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　コーラルの言葉に答えたのはグラハムだった。


「その通り。プラージュの聖せい地ちだというから何があるのかと思えば……。とんでもない物を隠し持っていたものだ。しかし、それさえあればどんな願いだって叶かなうのだぞ、コーラル・プラージュ。私の言葉に従したがい、ロゥヴァースを復ふつ活かつさせることができたなら、リゼリル王への無礼を許ゆるしてやろう。お前の両親と共にな」


　その言葉に、はっとした。コーラルは顔を上げて、すがるような眼まな差ざしをグラハムに向ける。


「お父様とお母様は生きているのね!?　お願い、会わせて！」


　みっともないと、自覚はしていた。けれど、たとえ物もの乞ごいのようであっても、父と母が生きていてくれるなら何だってする。


　グラハムと魔導師はコーラルを嘲あざ笑わらった。構かまうものかと気持ちを奮ふるい立たせ、コーラルは二人を見み据すえた。


　グラハムは答える。


「生きているとも。〈全知の書〉も、お前の父は知っていたぞ。──王城にいた金きん髪ぱつの娘むすめはお前の侍じ女じよか？」


「キアラのこと？　キアラを捕とらえているの？」


　まさかと思ったが、グラハムは首を横に振った。


「いいや、逃にげた。王族でないのなら、どこへなりと行くがいい」


　その言葉に、コーラルは安あん堵どした。やはり、キアラは逃げ延のびたのだ。きっとコーラルのことを心配している。


　キアラに会って、髪留めを返さなければ。そのためにも、今はグラハムに従うしかない。


「わたしは何をすればいいの？　〈全知の書〉は神国の神具と揃そろった時にロゥヴァースを甦よみがえらせるのでしょう？　あなたたちは何を望んでいるの？」


　プラージュはロゥヴァースを信しん仰こうする国だ。だから神国に対しても畏い敬けいの念を抱いだいている。神国へ行くというのなら、幸いなことだ。ロゥヴァースの血を引く神国の王族なら、プラージュを助けてくれるかもしれない。しかし──


「私はロゥヴァースの力が欲ほしいのだよ、コーラル・プラージュ。リゼリルは神など信仰しないが、その神が実じつ在ざいし、兵器になるとしたらどうだ？　リゼリル王の玉ぎよく座ざを譲ゆずり受けることも容易たやすかろうよ。そのためには、〈全知の書〉の守しゆ護ご者であるお前が必要なのだ」


「神の力を個こ人じんのものにしようというの？　そんなこと、馬ば鹿かげているわ」


「プラージュの姫ひめよ。お前に許ゆるされる発言は応おうか、もしくは否いやか。それだけだ」


　悔くやしさに、コーラルは唇くちびるを嚙かみ締しめた。拒きよ否ひすることなんてできないとわかっているのに敢あえて選せん択たくさせるのは、コーラルの中にある神への信仰心を挫くじくためだ。


「……やるわ。あなたたちの言う通りにする。だから、お父様たちを傷きずつけないで」


「もちろんだ。神の力さえ手にすれば、プラージュのような小さな国など惜おしくはない。丸ごと返してくれる。ロゥヴァースが復活した暁あかつきには、神に国家復ふつ興こうを願ってみればよかろう。──己おのれのために神を売るような守護者に、どんな見返りがあるかは知らんがな」


　嘲ちよう笑しようを受け、涙なみだが溢あふれそうになった。けれど、コーラルは決めた。こいつの前でだけは何があっても泣かない、と。


　グラハムはコーラルの態たい度どを浅ましいとして罵ののしるが、だったら毅き然ぜんと振ふる舞まって、悔しがらせてやる。それがせめてもの抵てい抗こうだった。〈全知の書〉を拾い上げ、立ち上がる。古びた革かわ表紙の本は、腕うでにずっしりと重かった。


「両親を見み捨すててまで祈いのりを捧ささげなければいけない神なんて、いらないわ。神国だろうと地じ獄ごくだろうと、どこへなりと連れて行きなさい」


　本当は怖こわくてたまらない。脚あしの震ふるえを懸けん命めいにこらえた。グラハムはそんなコーラルを見て、ふんっ、と鼻で笑った。


「神国へは、この男が案内してくれる。なんでも、最北の神国グラディウスに仕えていたことがあるそうでな。即そく位いしたばかりの女王陛へい下かに、大きな借りがあるのだと」


　グラハムに顎あごで示しめされた魔ま導どう師しは一歩前に歩み出てコーラルに一礼した。


「ノーマン・ディズレーリと申します、お姫様。もう引き返せないが、それでもいいか？」


　彼の言葉にコーラルは頷うなずく。ディズレーリは愉ゆ快かいそうに口角を吊つり上げた。


「顔に似に合あわず、気の強いお嬢じようさんだ。しかし、コーラル・プラージュのままでは動きにくいな。何か別の──さっきの、侍女の名前はなんていった？」


「……キアラ。キアラ・フォレスター」


「よし。じゃあ、お前はこれからキアラ・フォレスターだ。ボロを出すような真ま似ねをしたら……わかってるな？」


　唇を嚙み、コーラルは再さい度ど頷いた。そして心の中で、暗あん示じをかけるように繰くり返す。


　わたしはキアラ。キアラ・フォレスター。


　コーラル・プラージュは、ここに捨てていく。




　第８章　それぞれの帰る場所







　コーラルは自室に駆かけ込こんで鍵かぎを掛かけた。激はげしい動どう悸きを抑おさえることができない。


　監かん視しの目は届とどかないと言ったのに。騙だまされた。だって、カラスはまっすぐコーラルを見ていたのだ。ディズレーリはコーラルを見ていたのだ。


　窓まどに駆け寄より、押おし開く。そして力の限かぎり叫さけんだ。


「ディズレーリ、聞いて！　わたしは何もしていないわ！　出てきて、わたしの話を聞いて！　近くにいるんでしょう!?　見ているんでしょう!?　わたしは裏うら切ぎってなんかいないから……お願い、グラハムには言わないで！　お父様たちを傷つけないで！」


　彼がまだ近くにいることを祈った。もしも見捨てられたら、彼がリゼリルに舞まい戻もどって見聞きしたすべてをグラハムに報ほう告こくしてしまったら……考えるだけで気を失いそうになる。


　もう一度、姿すがたの見えない相手に呼よびかけようとした時だった。黒い影かげが、下から飛び上がってきて窓に足をかける。包帯に覆おおわれた顔に思わず悲鳴をあげたが、すぐに誰だれだかわかった。憎にくしみの炎ほのおを宿した瞳ひとみは忘わすれるはずもない。


「直ちよく接せつ会うのは久ひさしぶりだな、コーラル・プラージュ。お前の裏切り、見ていたぞ」


「違ちがう！　あれは騙されて……。それに、あなただってルビーウルフを殺そうとしたんじゃない！　あの人を殺したらグラハムの望みが叶かなわなくなるのよ!?　どういうつもりなの!?」


　コーラルの叫びを、ディズレーリは一いつ笑しように付した。


「コーラル・プラージュ。お前はなんて純じゆん粋すいで馬ば鹿かで哀あわれなんだろうな」


　嘲笑を漏もらし、ディズレーリは黒いマントの隙すき間まから腕うでを出した。三本の鉤かぎ爪づめが禍まが々まがしく輝かがやく。


　コーラルが一声上げるよりも先に、鉤爪は振ふり上げられていた。





　　　　†




　鍵のかかった扉とびらを、ルビーウルフは迷まよわず叩たたき斬きった。またミレリーナに弁べん償しよう云うん々ぬんと言われるだろうが、そんなことはどうだっていい。


　部屋に踏ふみ込み、キアラの姿を探さがすが見当たらない。開いている窓に駆け寄って──その光景を見た。


　雪で白く染そまった王おう城じようの庭園。そのど真ん中で、堂々と立つ黒い姿。その腕には──苦しそうに顔を歪ゆがめたキアラがいる。


　黒いマントの男──ディズレーリ。昨さく晩ばんルビーウルフを襲おそい、フロストに重じゆう傷しようを負わせた男だ。下りて来いと言わんばかりに、包帯の顔をこちらに向けている。


　舌した打うちし、ルビーウルフは踵きびすを返した。ここは昨晩までルビーウルフたちがいた部屋と同じ四階で、とてもではないが飛び降おりることなんてできない。


　だが、一いつ緒しよに部屋へ踏み込んできたジェイドに止められた。そして彼はいきなりルビーウルフを抱だきかかえ、窓から身を投げ出す。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは鎧がい装そうの竜たつ巻まき！」


　視し界かいが利きかなくなるほどの暴ぼう風ふうが渦うず巻まいて二人を包み込んだ。そして浮ふ遊ゆう感と──衝しよう撃げき。


　風が消え、ルビーウルフは積もった雪の上に降り立っていた。


　どうやら風の術じゆつを落下の緩かん衝しよう材ざいにしたらしい。おかげで下りる手間が省けた。一いつ緒しよにいた狼おおかみたちは、城内を抜ぬけて追ってくるはずだ。


　二人は庭園へと目を向け、そこで待つ者のもとに駆けた。ディズレーリはキアラを抱かかえたまま動かない。ルビーウルフとジェイドは彼と対たい峙じし、構かまえた。


「ディズレーリ、お前なんだろう？　俺おれたちを憎む気持ちはわかるが、お前の復ふく讐しゆうにキアラを利用するのはやめるんだ」


　ジェイドの言葉にディズレーリは笑った。そして躊躇ためらうことなく、鉤爪のない左手で包帯を取り払はらう。そこにあったのは、たしかに見覚えのある顔だったが、片かた方ほうの耳が抉えぐれて失われ、傷きず口ぐちに埋うもれるように小さな穴あながあるだけだった。


「俺の名前を覚えていてくれて光栄だよ、副隊長。見事にそこの獣けもの女おんなを女王に仕立て上げたんだってな。自分の復讐のために女を利用したのはお前も同じだろう？」


「そりゃあ見当違いだよ、下げ衆す野や郎ろう」


　答えたのはルビーウルフだ。いつもと変わらない勝気な笑えみで余よ裕ゆうを見せる。


「あたしは女王なんかじゃない。盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングのルビーウルフだ。グラディウスを盗とったのはあたしの意い志しで、利用された覚えなんかないよ。少なくとも、ジェイドはお前とは違う。──昨日はあたしが寝ねてる間に、うちの狼たちをずいぶん可愛かわいがってくれたんだってね。落とし前はきっちりつけてもらうよ」


「シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウス……。お前と犬どもを殺すために俺は……！」


　ルビーウルフを睨にらみ据すえ、ディズレーリは憎しみに顔を歪めた。鉤爪の腕に拘こう束そくされたキアラが苦しそうに呻うめく。


　キアラをディズレーリから引き離はなさなければ、下手に手出しはできない。それに、ディズレーリはルビーウルフたちを憎むあまり、何をしでかすかわからないのだ。鉤爪が今にもキアラの肌はだを切り裂さいてしまいそうで、ルビーウルフは内心、激はげしい焦しよう燥そうにかられていた。


　それでも、気持ちで負けたらおしまいだ。余裕の態たい度どは崩くずさず、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんでみせる。


「ディズレーリ。お前が今、仕えているのはリゼリルだな。リゼリルの目的は何だ？」


「そんなもの、知ったことかよ。俺はただ、お前らを殺すための機会を作りたかったからリゼリル王の甥おいを利用しただけだ。あいつは叔お父じから王位を奪うばいたくて仕方ないみたいだったからな。手っ取り早く手て柄がらを上げる方法を教えてやったんだ。神国の結束を崩す方法をな。まぁ、俺は情じよう報ほうを売っただけだから、あいつの計画が成功するかどうかはグラハム次し第だいだな」


「どういうこと……？　グラハムはロゥヴァースの力を手に入れるためだって……。神国を、崩す？　話が違ちがう……」


　キアラが震ふるえた声でつぶやく。ディズレーリはいかにも愉ゆ快かいそうに哄こう笑しようした。


「コーラル・プラージュ。お前の頭は本当に平和だな。ロゥヴァースを復ふつ活かつさせるってことは、神国同士がその力を求めていがみ合うってことなんだよ。プラージュはロゥヴァースを信しん仰こうする国なのに、そんなことも知らないのか」


「噓うそよ！　神は争いなんか生まないわ！　ロゥヴァースは慈じ愛あいの神なんだから、そんな……！」


　神具を持たない国にとって、ロゥヴァースは世界を守るために自身を犠ぎ牲せいにした聖せい者じやだ。神具という重荷を背せ負おわないぶん、都合の悪いことや信じたくないものから目を逸そらして美談だけを祀まつり上げることができる。そしていつしか、それはその国における真実となっていくのだろう。


「じゃあ、あの〈全知の書〉は？　岬みさきの廟びようで見つけたって言ったじゃない。それに、お父様たちを返してくれる約束は……？」


　ディズレーリはキアラを突つき倒たおした。ルビーウルフとジェイドはとっさに駆かけ寄よろうとしたが、鉤かぎ爪づめが彼女の首くび筋すじに添そえられたのを見て踏ふみとどまる。


「岬の廟になんて、はじめから何もなかったよ。プラージュの歴史が壁へき画がに描かかれていただけだ。プラージュの姫ひめ君ぎみ、お前は馬ば鹿かな女だが、最さい期ごにすばらしい役目をくれてやる。よかったな。これで愛いとしいお父様とお母様に会えるんだ。──もっとも、お前は記録の上ではもう死んでいるんだが」


　キアラは雪に手をついたまま息を呑のんだ。細い肩かたが震ふるえている。


「お前の身代わりになった小こ娘むすめは、生意気で強ごう情じようで俺の嫌きらいな性せい格かくの女だったよ。ずっと自分はコーラル・プラージュだと言い張はるから、コーラル・プラージュとして殺してやった。お前の両親や王おう城じようの連中と一いつ緒しよに、城壁の飾かざりになってくれたよ。顔がわからないように潰つぶして、金きん髪ぱつは血で真っ赤に染そめて……」


「やめて！　もうやめて、聞きたくない！　お父様、お母様……！　わたしの身代わりって、金髪って、まさか……」


「そのまさかだ。あの世で礼を言うんだな。ここでの名前を貸かしてくれたんだ」


　キアラの慟どう哭こくが響ひびき渡わたった。雪の上にうずくまり、髪かみを振ふり乱みだして叫さけび続ける。


「キアラ！　そんなの噓うそだわ、あの子は逃にげたって言ったじゃない！　キアラが死ぬはずない……！　わたしの身代わりだなんて……どうしてなの、キアラ!!」


「あぁ、なんて可哀かわい想そうなんだ、コーラル・プラージュ。さぁ、惨みじめな死に様をグラディウスの女王に見せてやれ。あの女の頭を沸ふつ騰とうさせろ。役立たずのお前にも、できることがあるんだ。──喜んで死ね」


　振り上げられた鉤爪が日の光を弾はじく。キアラはうずくまったまま動こうとしない。ルビーウルフは雪を蹴け立てて走り、ジェイドは術じゆつを放った。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼よばれしものは奔ほん流りゆうの水みず蛇へび！」


　ジェイドが青白く光る指先で虚こ空くうに円を描えがくと、円は波は紋もんのように広がって、そこから水の大だい蛇じやが飛び出した。大蛇は飢うえているかのごとく、大口を開けてディズレーリに突とつ進しんする。


　しかしディズレーリは人間離ばなれした跳ちよう躍やく力で蛇の牙きばから逃のがれた。その隙すきにルビーウルフはキアラを背はい後ごに庇かばう。


　大蛇は執しつ拗ように獲え物ものを追う。ディズレーリを一飲みにしようと身をくねらせて躍おどりかかり──鉤爪に頭部を切り裂さかれた。とたんに大蛇の体は水へと還かえり、驟しゆう雨うとなって辺りに降ふり注ぐ。


　冷たい外気に晒さらされた体を、水がさらに冷やした。キアラは寒さになれていないのか、震えが止まらない。そこに絶ぜつ望ぼう感も加わって、今にも意い識しきを失ってしまいそうだ。真っ青になった唇くちびるで白い息を吐はきながら、キアラ、キアラと弱々しくつぶやいている。濡ぬれそぼった髪から滴したたる水すい滴てきに交じり、彼女の頰ほおを伝うのは滂ぼう沱だの涙なみだ。


　キアラと名乗っていた、この少女。死んだはずのプラージュの王女は、代役を立てられて生き残っていたのだ。そして身代わりになった少女の名が、キアラ・フォレスター。


　ディズレーリは水を吸すって重くなったマントを脱ぬぎ捨すてた。ルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉の切っ先を彼に向ける。


　そこへ、トライアンの魔ま導どう騎き士しや兵士たちが駆けつけてきた。彼らだけではない。エリカやミレリーナたちもだ。人波を潜くぐり抜ぬけ、フロストとケーナが真っ先に駆け寄ってくる。


　視し界かいの端はしで、エリカが杖つえを掲かかげるのを見た。しかしルビーウルフはそれを手で制せいする。


「こいつはあたしたちと殺やり合いたいんだ。他の連中は手を出すな」


　エリカだけでなく、トライアンの騎士や兵士に対しての宣せん言げんだ。


　ディズレーリはルビーウルフを挑ちよう発はつするためだけにキアラを罵ば倒とうし、殺そうとした。家族のために必死になっていた彼女を嘲あざけったのだ。──許ゆるせない。


　戸と惑まどうトライアンの騎士や兵士たちの先頭で、エリカは嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。


「好きになさい。あなたのそういう所、嫌きらいじゃないわ。だけど、私だって人の子よ。もしも弟で子しを殺されたら、黙だまっていないわ」


　エリカは本気だ。匂においでわかる。彼女が怒いかり狂くるったらどうなるか、想そう像ぞうするだに恐おそろしい。ルビーウルフは苦く笑しようした。そしてキアラに告げる。


「キアラ──いや、コーラル。あたしがこの場を離はなれたら、エリカたちの所まで走るんだ。いいね、立って走って」


　ルビーウルフの言葉にコーラルは顔を跳はね上げた。泣き腫はらした目を見開いて、ルビーウルフにすがりつく。


「やめて、そんなこと言わないで！　キアラと同じこと、言わないで！　わたしが一人で逃にげたから、キアラは……！」


　コーラルはルビーウルフを透すかしてキアラを見ているのだろう。ルビーウルフとキアラを重ね合わせてしまっている。しかし──


「コーラル。あたしは今、すごく機き嫌げんが悪いんだ。言うこと聞かないと蹴けっ飛ばすよ」


　ディズレーリを睨にらみ据すえたまま、ルビーウルフは凄すご味みを利きかせて言い放った。だが、それでもコーラルは離れない。


　コーラルという足あし枷かせを持つルビーウルフに、ディズレーリが躍りかかってきた。ルビーウルフはコーラルを庇いながら〈導きの剣〉を振ふるう。そこへジェイドの援えん護ごが掛かかった。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは疾しつ風ぷうの槍やり！」


　ジェイドが翳かざした手の先で、風が螺ら旋せん状じように凝ぎよう縮しゆくしてディズレーリを襲おそう。しかしディズレーリはルビーウルフの剣けん戟げきをかわし、ジェイドの術をも搔かい潜った。そして再ふたたび鉤かぎ爪づめを振り上げ──狼おおかみたちの牙がディズレーリの動きを止めた。フロストは腕うでに、ケーナは肩かたに食らいつく。そして振り払はらわれる直前、二頭は同時に飛び退しざった。


　彼らが作ってくれた間かん隙げきを逃のがさず、ジェイドはコーラルの手を引いて走った。騎士たちの制せい止しを振り切って人海から飛び出してきたベルンハルトがコーラルの身み柄がらを受け取る。


　ジェイドが二人から離はなれ、ルビーウルフの元へ舞まい戻もどってくるわずかな時間。そこを狙ねらって、ディズレーリは術を放った。


「導くのはノーマン・ディズレーリ！　呼ばれしものは灼しやく炎えんの輪りん舞ぶ！」


　無数の炎ほのおの球が円になって回転しながらルビーウルフへと飛来し──ディズレーリの手の動きに合わせて軌き道どうを変えた。その軌道上にいるのはベルンハルトとコーラル。


　彼らのそばにいたトライアンの騎士たちが動くよりも早く、鮮あざやかな紫むらさきの布ぬのが二人を包み込こんだ。炎の球が連続して被ひ弾だんし爆ばく煙えんを上げる。


　煙けむりが風に流され、紫の布がばさりと払われた。そこには傷きず一つないベルンハルトとコーラル、そしてラークの姿すがたがあった。色鮮やかなマントを翻ひるがえして余よ裕ゆうたっぷりに笑えんでいる彼を押おしのけ、ミレリーナがベルンハルトに抱だきついた。今まで見せたこともない、不安そうな表ひよう情じようで。


「お兄様、ご無事ですか？」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよミレリーナ。ロヴィン、ミレリーナとキアラさんを城じよう内ないへ。ここにいては危あぶないよ」


　ベルンハルトに言われずとも、ロヴィンはミレリーナを城内へ連れ戻すつもりだったようだ。ミレリーナはコーラルを支ささえながらその場を離れ、二人の後ろをロヴィンが警けい戒かいしながらついていく。ベルンハルトは城主として、ことの顚てん末まつを見み届とどける気らしい。取り残されてすっかり拗すねているラークはトライアンの騎士たちが引っ張ぱり戻した。


　ディズレーリはつまらなそうに舌した打うちした。コーラルを殺すことでルビーウルフの動どう揺ようを誘さそいたかったのだろうが、初めていい働きを見せてくれたラークに助けられた。あとで褒ほめてやらなければと思って、ルビーウルフは苦く笑しようする。ちょっとでも褒めたら調子に乗って、またうるさくなりそうだ。


　ルビーウルフは傲ごう然ぜんと胸むねを反そらし、〈導みちびきの剣けん〉の切っ先をディズレーリへと向けて言う。


「そんなにあたしが取り乱みだしてる姿すがたを見たい？　正々堂々と勝負する自信がないのか？　そんな生っちょろい考えで挑いどんでくるんじゃないよ、この腑ふ抜ぬけが」


　明らかな挑ちよう発はつにディズレーリは哄こう笑しようした。鉤爪のない左手で顔の半分を覆おおい、それから耳の傷跡あとに触ふれた。


「そうだ、それだ。その小こ憎にくたらしい紅あかい目。夢ゆめに出てきて俺の手足を食いちぎる化け物の目だ。白い獣けものを従したがえて、眠ねむる度たびに俺を襲おそう……！　マクレイだけでなく、俺まで殺そうとするんだ！」


　左手で頭を抱かかえ、ディズレーリは喚わめいた。


　マクレイとは、彼と共にルビーウルフたちを捕とらえようとした魔ま導どう騎き士しの名だ。その男は争いの末、ジェイドの刃やいばに倒たおれている。腹ふく部ぶを深く切り裂さかれていたから、助からないだろうとは思っていたが……。


「ディズレーリ、マクレイを殺したのは俺おれだ。怨うらむなら俺を……」


　ジェイドの言葉に、ディズレーリはぎりっと鋭するどい眼まな差ざしを向けた。


「関係あるか！　全員殺す！　神国の女王が他国で無様に死ぬなんて滑こつ稽けいじゃないか。わざわざグラディウスから引きずり出したんだ。ここで死んでくれよ、シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウス」


　ディズレーリの目には、懇こん願がんの色が浮ういていた。


　あの日以来、ルビーウルフとフロストから受けた恐きよう怖ふに精せい神しんを食われてしまったのだろう。だから恐怖の元であるルビーウルフたちを殺そうとしていた。そうしなければ、自じ我がが食い尽つくされて消えてしまうから。己おのれを保たもつために、彼は必死だったのだ。


　だからといって、ディズレーリに同情するつもりはない。ルビーウルフもジェイドも、生きるために戦ったのだ。傷つく覚かく悟ごを持たない者が、他人に刃を向けること自体間ま違ちがっている。


「もう終わりにしよう、ディズレーリ。あたしは逃にげたりしないから、正面からぶつかっておいで」


〈導きの剣〉を構かまえて腰こしを落とし、ルビーウルフは静かに言った。ディズレーリは誘さそわれるように、鉤かぎ爪づめを振ふりかざしてルビーウルフに迫せまる。


　刃と鉤爪が交わる直前、ディズレーリは跳とんだ。それと同時にルビーウルフは、視し界かいの端はしに動く何かを捉とらえた。とっさにしゃがみ、それを避よける。


　ルビーウルフの頭上を掠かすめていったのは、鎖くさりの先にぶらさがる分ふん銅どうだった。鎖は引き戻される間ま際ぎわにルビーウルフの腕うでを絡からめ捕る。鎖が強く引かれた瞬しゆん間かん、ルビーウルフは抗あらがうことなく力の流れに従った。下手に抵てい抗こうすると鎖に締しめ付けられて腕を捥もがれてしまう。


　ルビーウルフは〈導きの剣〉を振るい、まるで麻あさ糸を斬きるように鉄の鎖を断たった。だが体たい勢せいを整える前に、鉤爪が目の前で振り上げられる。そこへ狼おおかみたちが体当たりでディズレーリをしりぞけ、自分たちに刃が向けられると左右に散って離はなれた。しかしディズレーリは狙ねらいをルビーウルフからフロストへ変へん更こうし、鉤爪を向けた。


　標的を何度も変更し、注意力が散さん漫まんになっている。それだけディズレーリはルビーウルフたちが植えつけた悪あく夢むを恐おそれ、振り払はらおうとしているのだ。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼よばれしものは氷結の驟しゆう雨う！」


　フロストへ飛び掛かかろうとしたディズレーリを、ジェイドの術じゆつが襲う。剃刀かみそりのような氷の群むれが、ディズレーリの体を切り刻きざんだ。そしてその傷口から凍とう傷しようによる壊え死しが急速に始まる。それでもディズレーリは動いていた。


　鉤爪が振り上げられる。フロストは迎むかえ撃うって牙きばを剝むき──〈導きの剣〉の刀身が、ディズレーリの右みぎ腕うでを薙ないだ。雪の上を腕が転がり、散った血は白の世界に紅く鮮あざやかに映はえる。


　片腕を失ったディズレーリはバランスを崩くずして倒れこんだ。そこへルビーウルフは刃の切っ先を突つき出すが、ディズレーリは下か肢しのばねを使って大きく跳ちよう躍やくした。そしてそのまま庭園を横切り、一足飛びに城しろの隔かく壁へきを越こえて姿すがたを消してしまった。


　逃げるものを本ほん能のうで追おうとした狼たちを制せいし、ルビーウルフは〈導きの剣〉を鞘さやに納おさめた。今から追っても無む駄だだろうし、誘いの可か能のう性せいもある。それに、あれほどの手負いでは仮かりに回かい復ふくするとしても時間がかかるだろう。


　エリカが涼すずやかな顔つきで歩み寄より、ディズレーリの腕を検けん分ぶんし始める。鉤爪や衣服の下に隠かくされた肌はだには、無数の刺青いれずみが施ほどこされていた。


「痛つう覚かくを麻ま痺ひさせる術と筋きん力りよく強化の術を組み合わせていたのね。なかなか複ふく雑ざつなことをするわ。カラスの剝はく製せいを監かん視しの道具にしていた術といい、さすが腕はグラディウスの元魔導騎士だっただけのことはあるけれど……こんな無む茶ちやなことを全身に施しているとしたら、どのみち長くは生きられないでしょうね」


　エリカの言葉を聞きながら、ルビーウルフは刃を納めて腕に絡からまったままの鎖を解ほどいた。そしてトライアンの騎き士したちに顔向けて言う。


「悪いけど後始末を頼たのむよ。あたしたちは、これから行く所があるんだ」


　そこは、悲しみが始まった場所。





　　　　†




　コーラルは泣いていた。肩かたから毛もう布ふを掛かけられて、それでも震ふるえは止まらない。ミレリーナの部屋へ戻もどってきたルビーウルフたちには目もくれず、貝の飾かざりがついた髪かみ留どめを握にぎり締めて震えていた。


「呼び掛けにも応おうじてくれないのです。困こまりましたわ」


　ミレリーナが服を胸に抱かかえて立ち尽つくしていた。水と雪で濡ぬれてしまったコーラルのために用意した着き替がえなのだろう。しかしコーラルは何も聞き入れず、すべてを拒きよ否ひしている。呼こ吸きゆうも浅く、見開いた目は赤く充じゆう血けつしていた。


「コーラル」


　ルビーウルフは彼女の名を呼び、震える肩に触ふれた。コーラルはその手を振り払はらい──息を呑のむ。


「血……!?」


「あたしのじゃないよ」


　ルビーウルフの服には返り血が付着していた。コーラルはそれを見て、ルビーウルフが怪け我がをしたものと思ったらしい。そしてルビーウルフの返答に、何があったのか察した。


「ディズレーリを、殺したの？」


　ルビーウルフは頷うなずき、まっすぐにコーラルを見つめた。


「そうなるだろうね。取り逃にがしたけど、あの傷きずじゃあ生き延のびるほうが難むずかしい。だからもう怯おびえなくていいんだよ。それとも──あたしが怖こわい？」


　言うと、コーラルは何度も首を左右に振った。そしてルビーウルフにすがりつき、懇こん願がんする。


「怖くないわ。怖くなんかないから……わたしを殺して。もう、帰る場所も迎むかえてくれる人もいないの。グラハムはお父様とお母様を、プラージュを返してくれるって言ったのに……！　騙だまされているわたしを見て、愚おろかだと嘲あざ笑わらっていたのよ。それなのにわたしは、あの子が身代わりになったことも知らないでキアラの名を騙かたって生きて……なんて浅ましいの、惨みじめだわ！　わたしが逃げたからキアラは死んだのに……！　わたしがキアラを殺したのに……！　きっとあの子はわたしを怨うらんで──」


　それ以上聞きたくなくて、ルビーウルフはコーラルの頰ほおを張はった。平手打ちの乾かわいた音が響ひびいて、コーラルは床ゆかに倒たおれこむ。


「泣き言を言うのは構かまわない。不満は溜ため込みすぎると、体の中で毒になるからね。──だけど、自分のことを惨めだとか浅ましいとか、卑ひ屈くつになるのは見苦しいだけだ。今のお前は、身代わりになったキアラが命を掛けて守った価か値ちに見合わないよ。詐さ欺ぎもいいとこだ」


「ルビーウルフ、何もそこまで……」


　止めようとしたジェイドを、ルビーウルフは睨にらみで退しりぞかせる。


　コーラルはへたりこんだまま動かない。貝の髪留めを握り締め、唇くちびるを嚙かんで俯うつむいていた。ルビーウルフは苦く笑しようし、ひざまずいてコーラルの手を握る。


「けど、プラージュにいた頃ころのコーラルはきっとこんなんじゃなかったはずだよね。自分が身代わりになってもいいって思うくらい、キアラはコーラルのことを大事に思ってたんだよ」


　ディズレーリが言っていたのだ。キアラは自分がコーラル・プラージュだと名乗っていたと。コーラルを守るために、キアラは我わが身を投げ出したのだ。


　だが、それで生き残った者は一生苦しむことになる。ルビーウルフも同じだ。自分のせいで仲間の盗とう賊ぞくや狼おおかみたちが死んだという負い目がある。しかし、だからといって己おのれを卑下したりはしない。モルダに拾われ、ヴィアンカに育はぐくまれ、仲間たちに守られてきた誇ほこり高いこの身を自分自身で貶おとしめるなんて、彼らに対する冒ぼう瀆とくだ。


「キアラと約束をしたの……。この髪留めを必ず返すって約束したのよ。だから、また会えるって信じて……」


　嗚お咽えつして、コーラルは呻うめくようにつぶやく。コーラルの手を握っているルビーウルフの手の甲こうに、涙なみだが落ちて砕くだけた。


「悔くやしいか？」


　ルビーウルフの問いに、コーラルは頷うなずいた。眦まなじりを吊つり上げ、面おもてを上げる。


「悔しいわ。何もかも奪うばわれたのよ。許ゆるせない……。だけど、悔しいけど、グラハムがいなければプラージュを守る者がいなくなるわ。わたしが戻ったところで、一人じゃ何もできないの。だって、国は民たみのものなんだから。民が生きていけるなら、統とう治ち者しやなんて誰だれだっていいのよ」


　神国の王が血統によって世せ襲しゆうされるのは、神具を持つ王を民が望んでいるから。それだって、神具の力で王が生活を守ってくれると信じているからこその信しん仰こうだ。神具を持たない国の民にとっては、王が誰であろうと生きていくことができたらそれでいいというわけだ。


　国は民のもの。その言葉に、ミレリーナが賛さん同どうした。


「その通りですわ。だから、あなたには最後にやるべきことがあるのです。プラージュの王女としての誇りがあるのなら、お立ちください。座すわり込こんでいる暇ひまなどなくてよ」


　促うながされ、コーラルはルビーウルフの手を借りながら立ち上がった。


「ねぇ、ところでさ、これはどうするの？」


　ラークが〈全知の書〉を掲かかげ持って言った。コーラルが落としていったものだ。


「あぁ、それね。ちょっとこっちに投げて」


　ルビーウルフの指し示じに、ラークは首を傾かしげながらも従したがった。決して開くことのない本が、放物線を描えがいて舞まう。ルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉を抜ぬき、それを真っ二つに斬きり捨すてた。


　床ゆかに転がった本の中は中心が刳くり貫ぬかれて鉛なまりが仕込まれ、溶よう接せつした跡あとが見て取れた。コーラルは自じ嘲ちよう気味に笑う。


「わたしはこんなものを大事に抱かかえていたのね……」


　コーラルが偽にせ物ものの〈全知の書〉と共に抱えていたのは、大切な人たちの命だった。それはもう二度と取り戻もどせないけれど、彼女にはまだ、守るべきものがある。


「じゃあ、ちょっくらプラージュに行ってこようか」


　ルビーウルフの言葉に、コーラルは目を丸くした。


「今から？　だって、トライアンの港からでは船で半月……いいえ、海流の向きから考えたら一か月以上かかるのよ？」


　確たしかに、普ふ通つうに考えれば『ちょっと行って帰ってくる』の距きよ離りじゃない。だが、ここには常じよう識しきが通用しない女め神がみがいるのだ。


「本当にやるのね」


　その女神は盛せい大だいに溜ため息いきをついて、ものすごく嫌いやそうな顔をしていた。


　指定した場所に物体を送る術じゆつを、エリカは使うことができるのだ。そしてそれは、彼女がトライアン王おう城じようへ引っ越こす際さいに活用された。あの巨きよ大だいな岩の家を、その術で山やま奥おくから王城の庭園に送り込んだらしい。だからミレリーナはエリカがこの術を使えることを知っていて、それを今回も使用するよう、今朝の話し合いで頼たのんだのだ。


　しかしこの術には欠点もある。術者であるエリカは、一いつ緒しよに移い動どうができないのだ。つまり、片かた道みちしか使えない。帰りは陸路か海路でえっちらおっちら帰ってこなければいけないというわけだが、片道だけでも時間が省けるなら大助かりだ。


「これ、人間対象に実験したことがないのよ。何があっても文もん句くを言わないでちょうだいね」


　エリカとしては、どうもそこが引っ掛かかるらしい。だが、拒きよ否ひしないところを見ると、少なからず自信はあるのだろう。


　もともとの予定では、コーラルにすべてを打ち明けてもらってからリゼリルへ移い動どうするはずだった。プラージュではなく、従じゆう属ぞく国を束たばねる根こん幹かんを叩たたくつもりだったのだ。しかし、行き先が変わったとはいえ、概おおむね予定通りと言えるだろう。


　人員もすでに決めてある。ミレリーナとベルンハルト、そしてエリカ──トライアンの面々を除のぞく全員だ。


　エリカは移送の術を使うため、ミレリーナとベルンハルトは事後処しよ理りのためだ。まだ到とう着ちやくしていないコロナードの代表者に事情を説明しないといけないし、トライアンを無防備な状じよう態たいにはできない。トライアンは土地の位置関係でグラディウスの盾たてになっているから、ルビーウルフたちは自由に動き回れるのだ。


　そしてラークも同行するわけだが、彼も使いようによってはなかなか便利かもしれない。先ほど、ベルンハルトとコーラルを守った紫むらさきのマント──あれこそがサルヴロースの神具〈守しゆ護ごの盾たて〉なのだろう。ただの派は手でな衣い装しようではなかったわけだ。


「だいたい、行って何をするの？　さっきも言ったけど、わたしには国を建て直す力なんてないわ。たとえ奪うばい取った張ちよう本ほん人にんであっても、その力と財ざい力りよくを持っているグラハムのほうが、統治者として相応ふさわしいのよ。臣もいない、右も左もわからないわたしでは、民を苦しめるだけだわ」


　コーラルは悔くやしそうに表情を歪ゆがめながら、それでも国民を第一に考えた。一いち途ずで純じゆん粋すいで、少し思い込みが激はげしいけれど、絶ぜつ望ぼうから這はい上がる根こん性じようもある。決して強いとは言えないが、芯しんはしっかりしている少女だ。


　ルビーウルフはそんな彼女の顔を見やり、悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。


「何って、決まってるだろ。焼き入れにいくんだよ」


　それはコーラルのためだけではない。神国に牙きばを剝むいた愚おろかしさを教えてやるのだ。


「行くなら行くで、早く準じゆん備びをなさい。ぐずぐずする子は嫌きらいよ」


　エリカに促うながされ、コーラルはミレリーナから着き替がえを受け取った。ルビーウルフとジェイドの服も少し湿しめっているけれど、着替えるほどではない。


　着替え終わったコーラルは地図を見せられ、エリカにプラージュ王城の位置を細かく説明するよう言われた。小さな半島の先せん端たんをコーラルが指差すと、エリカはまたもや渋じゆう面めんになる。


　それでも彼女なりに納なつ得とくしたようで、準備に取り掛かった。ミレリーナにインクを用意させ、床ゆかに文様を描えがく。しかしその作業はエリカではなく、ジェイドが彼女の指し示じによって行った。エリカ曰いわく、『服が汚よごれるし、立ったり座すわったりの作業は腰こしと膝ひざが痛いたいから嫌いや』だそうだ。


「キアラさん」


　エリカとジェイドの作業を待つ間、ベルンハルトはコーラルに言葉をかけた。しかしコーラルは戸と惑まどったような、申し訳わけなさそうな顔をして彼を見る。


「陛へい下か、わたしは……」


「キアラさん。私はあなたの本当のお名前を、あなたの口から聞きたい。もしあなたがどんな噓うそをついていても、決して責せめたりしないと言いたくて……。私が躊躇ためらっていたばかりに長く苦しませることになってしまって、申し訳ありません。こんな私を許ゆるしてくださるなら、どうかお名前を教えてください」


　ベルンハルトは微笑ほほえみをコーラルに向ける。つられるようにコーラルも笑った。そして王女らしく、優ゆう雅がに一礼する。


「コーラル・プラージュと申します、ベルンハルト陛下。せっかくのケーキを、わたし……無む駄だにしてしまいました。ごめんなさい」


　コーラルが食べずに残していたケーキは、飛び散った硝子ガラスの破は片へんが刺ささってしまっているので、もう食べることはできない。


「構かまいませんよ、また焼きますから。だから、すべてが終わったら、また戻もどって来てください。歓かん迎げいします、コーラルさん」


　帰る場所も、迎むかえてくれる人も、まだ残っている。ベルンハルトはそう言いたいのだ。コーラルもその意を受け取り、ありがとうございますと言って頭を下げた。


「さぁ、用意ができたわ。魔ま法ほう陣じんの上に並ならんでちょうだい」


　床に描かれた文様の上に、ルビーウルフとジェイドと狼おおかみたち、そしてコーラルとラークが踏ふみ込む。全員が並んだのを確かく認にんし、エリカは数歩離はなれて呪じゆ文もんを唱えた。


「星の睥へい睨げいを我われは受けて立つ。爛らん然ぜんたる眼まなこで大地を描け。渡わたり鳥の翼つばさは風と共にあり」


　エリカの足元に、黄金に光る大陸図が浮うかび上がる。その光を真下から受けるエリカの白はく髪はつは金に染そまり、まさに女め神がみの美び貌ぼうで悠ゆう然ぜんと地図上を歩んだ。槍やりの穂ほ先さきに似にた大陸の切っ先付近、西に突つき出した小さな半島の傍そばで彼女は立ち止まる。


「導みちびくのはエリカ・ブルーノ。呼よばれしものは時空の隧ずい道どう」


　手にした杖つえの先で、エリカは半島の先せん端たんを突いた。すると光の大陸図は消え、ルビーウルフたちが立つ文様が金色の光を放つ。光が視し界かいを遮さえぎる向こうで、ミレリーナがにこやかに手を振っていた。そして、ふと気がついたようにエリカに問う。


「ところで、エリカ様のご自じ宅たくを移い転てんさせた際さいは町の外に間ま違ちがって出しゆつ現げんさせてしまいましたが、今回は大だい丈じよう夫ぶですの？」


「多少のずれは仕方ないわ。地面のあるところに出さえすればいいでしょ」


　光の明度が高くなるにつれ、声も遠ざかっていく。しかし、彼女たちのぞっとするような会話は、しっかりとルビーウルフたちの耳に届とどいていた。
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　まず、最初にあったのは浮ふ遊ゆう感。


　地面なかったよエリカ、などと思う間もなく、一同は盛せい大だいな水柱を立てていた。


「うえぇ、なんだこれ、しょっぱい！」


　水面から顔を出し、ルビーウルフは口の中に入った水を吐はき出した。塩水みたいな変な味がする。


　立ち泳ぎをしながら周囲を見み渡わたすと、溺おぼれそうになっているコーラルにラークが手を貸かしているところだった。


　どこか陸地を探さがして首を巡めぐらせてみると、石を積み上げたような低い堤つつみが延えん々えんと続いていた。川や湖とは違った動きを見せる波を搔かき分けながら、どうにかそこまで泳ぎ着く。


　ラークがコーラルを担かついで堤を乗り越こえ、ルビーウルフも石のくぼみに手をかけて自力で這はい上がる。垂すい直ちよくの壁かべを登れない狼たちはジェイドが下から支ささえ、ルビーウルフが引っ張ぱり上げた。


「帰ったらエリカに文もん句く言ってやる」


「苦く情じようは受け付けないそうだが」


　ルビーウルフのつぶやきに、最後に這い上がってきたジェイドが答える。たしかに、エリカはそんなことを言っていた気がする。それに、陸から遠い所に落とされなかっただけましかもしれない。


「せっかく着き替がえたのに、台無しだね」


　長い銀髪を絞しぼって水気を払はらっているコーラルに、ルビーウルフは苦く笑しようを向ける。それから、気候の変化に気がついた。ずぶ濡ぬれなのに、まったく寒くない。いや、むしろ暑い。今まで雪が積もっていた場所にいたのに、この土地の気候は空気が乾かわいて、そのくせ生なま暖あたたかい。もし今が冬の時期だというなら、この国の夏は火で焙あぶられるような暑さなんじゃなかろうか。


「これが海なのか。でっかい水みず溜たまりだな」


　ルビーウルフは率そつ直ちよくな感想を述のべた。他に言い表しようもない。水は遥はるか遠くから何度も押おし寄よせては堤にぶつかって砕くだける。空と交じり合うずっと向こうまで、見み渡わたすかぎりの青。空との境さかい目めがくっきり線になっている。


　堤を越こえたこちら側は、露ろ店てん街がいの端はしだった。


「プラージュの潮しお風かぜ……。帰ってきたのね」


　海から吹ふく風に濡れた髪かみを揺ゆらし、コーラルは夢ゆめでも見ているかのようにつぶやいた。


海から上がってきたルビーウルフたちに気づいた人々が、物もの珍めずらしそうな目を向けてくる。


　服ふく装そうの特とく徴ちようが、北と南の国では少し異ことなるせいだろうか。グラディウスやトライアンでは、肌はだをさらけ出すのはあまり好まれない習しゆう慣かんだが、ここの人々の服は丈たけが短くて簡かん素そだ。魚の入った籠かごを抱かかえて、裸足はだしで歩き回っている若わかい女たちもいる。


「コーラル様!?」


　民みん衆しゆうの中から、一人の女が駆かけ出してきた。中年で、頭に布ぬのを巻まいて髪を束たばねている。服には揚あげ物の匂においが染しみ付いていた。


　女は戸と惑まどうコーラルに近づき、厳きびしい表情で彼女に囁ささやいた。


「どうして戻もどっていらしたのですか」


「え……」


　その予想外の言葉に、コーラルは啞あ然ぜんと目を見開いていた。


　プラージュでは、コーラルはすでに死んだことになっている。なのに、驚おどろくでも生きていたことを喜ぶでもない。それどころか、生きて戻ってきたことが迷めい惑わくだとでも言わんばかりだ。


「せっかくキアラが身代わりになったというのに、あの子の犠ぎ牲せいを無む駄だになさるのですか」


「コーラルが生きていたことを知っていたのか？」


　口を挟はさんだルビーウルフに、女は不ふ審しんそうな目を向けながらも頷うなずいた。


「遺い体たいの顔は酷ひどく傷きずつけられていたけど、そんなものでごまかされないよ。あの子はね、姫ひめ様の侍じ女じよだってことを鼻にかけるでもなく街中に出てくる、懐なつっこい子だったんだ。誰だれよりも泳ぎが上う手まくて、暇ひまがあれば漁の手伝いもしてた。あの子が泳ぐ姿すがたは本当に人魚みたいで綺き麗れいだったよ。城しろの中に閉とじこもって、外に出てもキアラの後ろに隠かくれているような姫様とじゃ、体の造つくりも肌はだの色も違ちがうんだよ」


　言葉の最後で、女はコーラルをじろりと睨にらんだ。コーラルは身をすくめ、一歩二歩と後こう退たいする。そんなコーラルを守るように、ラークが二人の間に割わって入った。


「姫君に対する礼れい儀ぎがなってないな。かわいそうに、怯おびえちゃってるじゃないか」


「何がかわいそうなもんか。そこの娘むすめがおとなしくリゼリルに行っていたら、キアラは死なずに済すんだんだ。リゼリルの奇き襲しゆうに巻まき込こまれて死んだのはキアラだけじゃない。町の衆だって……。王の矜きよう持じが民たみを、プラージュを殺したんだ。町の衆はみんな、リゼリルに従したがっていくって言ってる。税ぜいは前より高くなるけど、その税で真しん珠じゆの養よう殖しよく場を大きくしたり、どんな嵐あらしにだって耐たえられる防ぼう波は堤ていも造ってくれるって約束だ。奇襲で傷きずついた城じよう壁へきも、次の嵐の季節までに修しゆう復ふくするんだってグラハム様は張はり切ってらしたよ」
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「城壁が!?　そんなの、嵐の季節までに間に合うの？　高波はいつやってくるかわからないのに」


　コーラルが焦あせったように言う。けれど女は肩かたをすくめるだけだった。


「嵐以外での高波なんて、滅めつ多たに起こらないよ。ともかく、もうこの国にあんたの居い場ば所しよなんかないんだ。リゼリルの兵に見つからないうちに逃にげることだね。見み逃のがしてやるのはキアラへの義ぎ理りだよ」


　いつの間にか、コーラルに対する敬けい語ごさえも失われていた。


　王女が生き残っているとわかっていながら、それでもプラージュの民はリゼリルに靡なびいたのだ。それは生活のためであり、守ってくれなかったプラージュ王への憤ふん懣まんだろう。より良い生活とこれからの安全を約束されたのなら、身代わりを立てて逃げた王女など侮ぶ蔑べつの対象にしかならない。たとえそれがコーラルにとって、不本意だったとしても。


「……キアラは、お父様たちはどうなったの？　せめて弔とむらいを……」


「十日ほど城壁に吊つるされて、腐ふ臭しゆうが酷ひどくなってきたから海に捨すてられたよ。王族も仕えていた者たちも一いつ緒しよくたにね」


　それだけ言ってコーラルを一いち瞥べつすると、女は民衆の輪の中へ戻っていった。様子を窺うかがっていた者たちはコーラルと目が合うと、視し線せんを逸そらす。面めん倒どうに巻まき込まれたくないのだろう。そんな民の様子を、コーラルは呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。


　自分に治世の力はないと、コーラル自身が言っていたことだ。けれど、こうして現げん実じつを突つきつけられるなんて思っていなかったはず。もしかしたら、生きていたことを喜んで、温あたたかく迎むかえてくれるのではという考えを抱いだいていたのかもしれない。


「リゼリル王の甥おいが民心を買ばい収しゆうした言葉がどこまで本当か、怪あやしいところだな。しばらくの間だけ甘あまい汁しるを吸すわせて、徐じよ々じよに隷れい属ぞくさせていくつもりか」


　ジェイドがつぶやく。コーラルに非ひはないのだと、彼女に伝えるためにわざと声に出したのだ。けれどコーラルは、彼の言葉など聞いていなかった。きっと今のコーラルには、遠巻きに囁かれる罵ば言げんしか聞こえていないのだろう。


　これが、民と王家の関係だ。ルビーウルフにとっても他人ひと事ごとではない。だからこそ、言う。


「コーラル。今、お前にできることだけ考えろ。誰がなんと言おうと、お前はこの国の姫さんだ。見返りなんてなくたっていい。どんなに罵ののしられたって、本当のことを信じてもらえなくたって、民が平和に暮くらしていけるなら、陰かげでこそこそ活かつ躍やくしようじゃないか」


　口角を上げ、ルビーウルフは笑う。コーラルは胡う乱ろんげな表ひよう情じように、弱々しい笑えみを浮うかべた。


「それ、なんだか言葉がおかしいわ」


「悪かったね。でも、思考能のう力りよくはまだ弱ってないみたいで良かったよ。さっさと殴なぐりこみに行って、さっさと帰ろう」


　そう。帰るんだ。コーラルはトライアンに。ルビーウルフはグラディウスに。ここは帰路へつくための通つう過か点でしかない。


　コーラルは決然と顔を上げた。


「殴りこみに行く前に、確たしかめておきたいことがあるの」
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　潮しお風かぜが頰ほおを撫なで、髪かみを揺ゆらす。乾かわいた空気と暖あたたかな日差しのおかげで、服や髪は少しずつ乾きはじめていた。


　コーラルがルビーウルフたちを率ひきいてやってきたのは、海に突つき出した岬みさきの上だった。向かい側にも同じような崖がけがあって、対ついになっている。


「思った以上に損そん傷しようが激はげしいみたいだわ。放ほうっておけば、高波がこなくても重みで自じ壊かいするかもしれない……。なんてことなの」


　コーラルが見下ろす岬の下、海の水が打ち寄よせる湾わん曲きよくした陸地に、高い壁かべに囲かこまれた城しろが聳そびえ立っていた。しかしその城壁は、激しく損傷して今にも崩くずれ落ちそうになっている。戦いくさの生々しい傷きず跡あとだった。


「リゼリルは内陸の国だから、波の力の恐おそろしさを知らないのよ。修復工事だって、まだ始まってない。被ひ害がいを受けるのは自分たちなのに……。殴りこみついでに、これも言ってやらなければいけないわね」


　城壁と城に隔へだてられた向こう側には、先ほどまでいた町がある。打ち寄せる海水を、この城壁で防ふせいでいるらしい。つまり、城壁の代わりになるものがあればいいわけだ。


　下を見下ろし、ルビーウルフは岬の間かん隔かくを確かく認にんした。たいして広くはない。だが、それゆえに打ち寄せる力が一点に集中して、高い波が起こるのだろう。


「みんな、ちょっと下がっててくれる？」


　言いながら、ルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉を抜ぬいた。それを見たジェイドが表情を引きつらせる。


「待て、ルビーウルフ。とんでもなく嫌いやな予感がするんだが……」


　止めようとするジェイドの顔を振ふり仰あおぎ、ルビーウルフはにたりと笑って見せた。


「グラディウスに帰る前に、試ためし斬ぎりしておいたほうがいいだろ？」


　その言葉に、ジェイドは諦あきらめたように溜ため息いきをついた。そして、不思議そうに二人のやりとりを聞いていたコーラルとラーク、狼おおかみたちを岬の下へ導いていく。


　彼らが安全な場所へ移い動どうするのを見み届とどけ、ルビーウルフは岬の中ほどで〈導きの剣〉を構かまえた。


　柄つかを両手でしっかりと握にぎり、ゆっくりと息を吐はく。そして〈導きの剣〉を高々と掲かかげ、勢いきおいよく振り下ろした。刃やいばが岩いわ肌はだを薙なぎ、あっさりと裂さく。まったく腕うでに付加が掛かからず、拍ひよう子し抜ぬけしてしまうほど軽い感かん触しよくだ。しかし──


　ブーツの底を通して微び震しんを感じた。硬かたいものが擦こすれて崩れる音。それを感知し、ルビーウルフは〈導きの剣〉を鞘さやに納おさめてジェイドたちのもとへ駆かけた。


　崩ほう壊かいの音を響ひびかせて、岬の半ばから先が海へ沈しずんだ。高い水柱が上がって大地が揺ゆれる。自分でやったこととはいえ、あまりの騒そう音おんに耳がきんきんして、ルビーウルフは頭を振った。


　斬られた岬は入り江の間に落ち、防ぼう壁へきとなって水面に顔を出していた。これなら、多少大きな波が起きても大だい丈じよう夫ぶだろう。


「いいね、この切れ味。山切り開くのも楽勝なんじゃない？」


「そうだな……」


　ルビーウルフが得意げに胸むねを張はると、ジェイドは乾いた笑いを浮うかべた。


「すごいなぁ、ルビーちゃん。豪ごう快かいだね」


　ラークは歓かん声せいを上げて手放しに賞しよう賛さんする。しかしその隣となりでは、コーラルが呆ぼう然ぜんと座すわり込んで──突とつ然ぜん、けたけたと笑い出した。目め尻じりに涙なみだを浮かべながら、苦しそうに肩かたを震ふるわせている。


「あぁ、なんてことだ。コーラルが壊こわれた。ルビーウルフ、あんたが無む茶ちやなことをするから」


　ジェイドが慌あわてふためいて、コーラルの肩を揺ゆする。しかし彼女の笑いは止まらない。これには、さすがにルビーウルフも焦あせった。


「あの、えっと、笑うのはいいことなんだけどさ、笑いすぎると腹はら痛いたくなるよ？　てゆーか、えと、地形変えてごめん」


　コーラルは咳せき込み、ようやく笑い納おさめた。しかし、まだ手や肩が震えている。


「いいの。びっくりしすぎて腰こしが抜ぬけちゃって……。滑こつ稽けいだわ。こんな人に喧けん嘩かを売ろうだなんて、グラハムはなんて愚おろかなの」


　言って、コーラルはまた笑い出した。心配して寄ってきたケーナを抱だきしめ、砂すな色の被ひ毛もうに顔を埋うずめる。


「わたし、馬ば鹿かね。ずるいって思ってしまったの。プラージュも神国だったら、神具を持っていたら、こんな目に遭あわずに済すんだのに、って。お父様もお母様もキアラも、誰も死なずに、グラハムを追い返すことができたかもしれないって思ってしまったのよ。神具を持つ重みを、たとえ偽にせ物ものだろうと〈全知の書〉で思い知ったのに、身勝手ね」


　目尻に浮いた涙を手の甲こうで拭ぬぐい、コーラルは立ち上がった。そして髪かみ留どめを取り出し、自身の髪を束たばねる。貝の飾かざりがしゃらりと揺ゆれて、青い瞳ひとみが決然とルビーウルフたちを見つめた。


「ついてきて。王おう城じようへ案内するわ」


「その必要はないみたいだよ」


　岬みさきの下へ目をやって、ルビーウルフが言った。駆けつけてきた兵士たちが、遠とお巻まきに取り囲んで弓矢を構えた。岬が崩くずれる音を聞きつけたにしては早すぎる。きっと、町の者がコーラルのことを知らせたのだろう。


「お前たち、何者だ？　ここで何をしている？」


　兵士の一人が問う。異い国こくの服を着たルビーウルフたちを警けい戒かいしているのだ。コーラルは自分に向けられる矢の切っ先を恐おそれることなく歩み出た。


「グラハムのもとへ通しなさい。コーラル・プラージュが帰ったと言えば伝わるわ」


　その言葉に、兵士たちは弓ゆ弦づるをさらに引き絞しぼった。


「馬鹿な。プラージュの名を持つ者が生きているはずがない。コーラルという名の王女も城壁に死体を晒さらしていたではないか」


　リゼリルの兵士たちはコーラルとキアラが入れ替かわったことなど知らないようだ。コーラルは前を見み据すえたまま、ぐっと拳こぶしを握った。


「ならば、死者が甦よみがえってきたのだと言えばいい。それだけの怨うらみを買った覚えがあるはずよ」


　吹ふっ切れたように、コーラルは強い口調で言う。もう、怯おびえて震えているだけの王女はどこにもいない。


　しかし、それが逆ぎやくに威い圧あつ的と感じたのだろう。一人の兵が矢を射いた。その一いつ矢しはコーラルの足元に突つき刺ささる。そしてそれが引き金となって、一いつ斉せいに矢が射掛かけられた。


　ジェイドが防ぼう御ごの術じゆつを放とうと手を翳かざした。だが、それより先に紫むらさき色いろの布ぬのが視し界かいを遮さえぎる。ラークがはためかせたマントは明らかに布ぬのの分量を拡かく大だいさせて翻ひるがえった。そして布が収しゆう縮しゆくし、視界を取り戻もどすと、そこには矢を受けて倒たおれて呻うめいている兵たちの姿すがたがあった。


「あらら、跳はね返しちゃった。使い慣なれてないからなぁ」


　頭を搔かきながら、ラークが能のう天てん気きな声で言う。矢を逃のがれた兵たちは恐きよう慌こうし、完全に戦意を喪そう失しつしてしまった。武ぶ器きを捨すてて逃にげ出す者もいる。そんな彼らを余よ所そ目めに、ラークは得意げに胸むねを張はった。


「どうだい、ルビーちゃん。俺おれって、かっこいいだろう？」


　そう言いながら、ちらりとジェイドに目線を送る。ジェイドへの対たい抗こう心は、いまだに健けん在ざいらしい。ルビーウルフは苦く笑しようする。


「はいはい、かっこいいよ。おかげで助かった。それが〈守しゆ護ごの盾たて〉なんだね？」


「そうだよ、うちの神具。親父おやじから預あずかってきたんだ。でも、ルビーちゃん。お礼は言葉よりも態たい度どで示しめしてくれると嬉うれしいな。ほっぺにちゅーとか」


「調子に乗るなよ、咬かみ殺されるから」


　二人の間に割わり込こんできたフロストを目線で示しながら言った。そしてジェイドが咳せき払ばらいをして、前に歩み出て残っている兵士たちに告げる。


「こちらにいらっしゃるのはグラディウス女王ルビーウルフ陛へい下かとサルヴロースのラーク王子殿でん下かでございます。あなた方の君主にご挨あい拶さつをと、はるばる参られました。どうかお目通り願いたい」


「わ、わかった。わかったから、それ以上近ちか寄よるな！」


　神具の力を目まの当たりにして、兵士たちはすっかり怯えきっていた。倒れて動けない仲間を踏ふみ越こえ、逃げようとする。ジェイドは彼らを落ち着かせようと、穏おだやかに微笑ほほえんで言った。


「ありがとうございます。しかし、負ふ傷しようしたままでは歩くにも不都合でしょう。傷きずの深い方から順に治ち療りよういたします」





　　　　†




　ジェイドに傷を治療された兵士たちは、おとなしく王城へ案内した。不ふ審しんだと思っていても、手を出せばまた痛いたい目を見ると恐おそれ、しかも傷つけておきながら治療する一行が奇き怪かいでたまらないのだろう。それでも神国の女王と王子という肩かた書がきは絶ぜつ大だいだったようで、城門を潜くぐる際さいには全員並ならんでひざまずき、迎むかえ入れてくれた。


　王城はグラディウスやトライアンのものと比くらべ、ずいぶん小ぢんまりした印象だった。敷しき地ち内に焼けたり崩れたりした箇か所しよが残されていて、より貧ひん相そうに見えるのかもしれない。白しろ壁かべに開あいた穴あなを板で塞ふさいだだけの修しゆう理り跡あともあり、下手をすれば廃はい墟きよにも見える。


　城門から左右に広がる城じよう壁へきには、所々に黒い染しみがあった。どんなに拭ぬぐっても、雨風に晒さらされても、消えることのない惨さん劇げきの痕こん跡せき。それを見たコーラルは唇くちびるを嚙かみ締しめていたが、それでもしっかりと前を見据えていた。


　謁えつ見けんの間に通された一行を待っていたのは、三十代後半の男。瘦やせて目つきの鋭するどい顔立ちに無理やり笑え顔がおを作り上げ、大おお仰ぎような態たい度どで一行を出迎えた。互たがいに名乗り合い、敵てき意いがないことを示すようにルビーウルフたちも笑顔を見せる。


　しかし、彼の背はい後ごに仰々しく控ひかえる兵士たちは槍やりを手にし、明らかにこちらを牽けん制せいしている。何よりルビーウルフの嗅きゆう覚かくは彼の動どう揺ようを嗅かぎ取っていた。


「どうしてあたしたちが来たのか、わかるね？」


　ルビーウルフの端たん的な問いに、グラハムはそらっとぼけた顔をした。どんなに隠かくそうと、ルビーウルフの前では徒と労ろうなのに。


「ご挨拶にと伺うかがいましたが？　このような田舎いなか国家へ神国の女王陛下と王子殿下が遠路はるばるいらっしゃるなど想そう像ぞうもしていませんでしたから、大変驚おどろきましたがね。ところで、岬みさきでは何をなさっていたのです？　空が落ちてきたのかと思うほど大きな音がして心しん臓ぞうが縮ちぢみ上がりましたよ。どなたか、何かなさったのですか？」


　あの音はここまで届とどいていたらしい。ルビーウルフは肩をすくめた。


「城壁が傷だらけになってたから、岬を切り落として防ぼう壁へきにしたんだ。あのままじゃあ、海の水で崩くずれるって言われたもんでね」


　言いながら、ルビーウルフは背せ負おっている〈導みちびきの剣けん〉の柄つかを指先で弾はじいた。それを見て、グラハムはわずかに顔をしかめる。神具を警けい戒かいしているのだろう。


「……それはご親切にどうも。さすが神国の女王陛下はすばらしい力をお持ちだ」


　その言葉に、ルビーウルフとジェイドは顔を見合わせた。事前にミレリーナから、交こう渉しようはジェイドがするようにと言われていたのだ。


　たとえグラディウスの王とはいえ、ルビーウルフは十五歳さいの女。それだけで相手は自分が優ゆう位いだと感じてしまう。女の甘あまやかな声こえ質しつというのは、精せい神しん的に安心感を与あたえてしまうのだとか。かといってラークではどう考えても不安。よって、消去法でジェイドに任まかされたわけだが、ミレリーナはこうも言っていた。『ルビーさんはわんちゃんたちを連れてその場にいるだけで充じゆう分ぶん怖こわいですから、喋しやべらなくていいです。むしろ無言を通して、威い圧あつするほうがいいでしょう。大きな獣けものを連れ、長剣を背負った一番攻こう撃げき的な外見の方に無言で睨にらまれているのは、誰だれだって恐おそろしいものですわ』と。だからルビーウルフは、できる限かぎりジェイドに任せることにして様子を見守る。


　ジェイドはグラハムに向かって、わざとらしく首を傾かしげた。


「おかしいですね。貴き殿でんはリゼリルの出身だとお聞きしましたが。無む神しん論ろん国家の方が、神国を敬うやまってくださるのですか？」


「グラディウスの騎き士し殿どの、社交辞令というものがございますよ」


　しかしグラハムも、この程てい度どでは怯ひるまない。そこでジェイドはコーラルを手で示し、本題へと取り掛かかった。


「先ほどから貴殿はこの娘むすめの顔から目を逸そらしていらっしゃるが、なぜ何も言葉をかけないのですか？　この娘の名も素す性じようも、貴殿はご存ぞん知じのはずだ」


　言われて、グラハムはコーラルを見やった。その目が、一いつ瞬しゆんだけだが笑みを失い、忌いま々いましげに鋭さを帯びる。けれどすぐ、上辺だけの微笑ほほえみを浮うかべた。


「いいえ、存ぞんじません。女王陛へい下かの侍じ女じよではないのですか？　陛下といい、そのお嬢じようさんといい、グラディウスはお美しい方が多くて羨うらやましい。だからといってじろじろ眺ながめるのも失礼でございましょう？」


「なんて白々しい……！　わたしの顔を忘わすれたと言うなら、教えてあげるわ。あなたがトライアンへ送り込んだ、プラージュ王家の娘。あなたに何もかも奪うばわれた、コーラル・プラージュよ！」


　憤いきどおりを剝むき出しにして、コーラルが叫さけぶ。しかしグラハムは鼻で笑った。


「おかしなことを言うお嬢さんだ。プラージュ王家の者は、先の戦いくさによって全員死に絶たえました。もちろん、コーラル王女もです。──あぁ、王女の召めし使いをしていた娘が一人逃にげましたが、その者がどこで何をしていようと知ったことではありませんよ」


「逃げた召し使いというのは、キアラと入れ替かえたわたしのことでしょう？　それに、戦ですって？　布ふ告こくもなしに、あんなのただの虐ぎやく殺さつじゃない……！」


「まるで現げん場ばにいたかのような口ぶりですな、想像力豊ゆたかなお嬢さん。プラージュは我わが叔お父じ上、リゼリル王の厚こう意いを裏うら切ぎったのです。長きにわたって交流のなかったプラージュへ、友好の印として高こう額がくの金品をお送りしたのですがね。──いや、お恥はずかしい話ですが、叔父上は齢よわい六十近くになってもまだ女好きでして。コーラル王女を第三王おう妃ひにと望んでおられたのですよ。もちろん、プラージュにも断ことわる権けん利りはあります。しかし、それならば贈おくり物ものを返すのが礼れい儀ぎ。だというのにプラージュ王は、そんなものは知らないと言い張はったのです。返事を出し渋しぶり、金品を搾しぼり取ってから袖そでにするとは卑ひ怯きようも甚はなはだしい。叔父上はコーラル王女のために相当な額を費やしていましてね。こちらとしても、泣き寝ね入りするわけにはいなかったのですよ」


　さも当然と言わんばかりに、グラハムは落ち着いた様子で語った。コーラルは拳こぶしを強く握にぎり、今にも咬かみつかんばかりに表ひよう情じようを険けわしくさせる。


「噓うそよ。無む条じよう件けんでわたしを差し出すように言われて、お父様はとても憤ふん慨がいしてらしたもの。王妃にするといってリゼリルに置いて、人ひと質じちにするつもりだったのでしょう？」


「国家間の婚こん姻いんに、そういう意味が含ふくまれているのは当然のことです。しかし、和平とはそうやって築きずくものでございましょう？　民たみの上に立つ者が、民のために自由を捨てる。そうでなければ王族たる資し格かくはない。それとも、噓というからには証しよう拠こでもありますかな？　神国の方々が無神論を唱えるリゼリルに反感を抱いだくのは仕方ないことだと存じますが、言いがかりをつけられるのは不ふ愉ゆ快かいです」


　グラハムは、ルビーウルフたちがすべてを把は握あくしているのを悟さとったうえで、あくまで白を切り通すつもりのようだ。


　ただ、彼にとって想定外だったのは、まさかトライアンへ送り込んだはずのコーラルが神国の人間を引き連れて、普ふ通つうでは考えられない早さでプラージュに舞まい戻もどって来たこと。口にこそ出さないが、トライアンからプラージュまでどうやって時間を短たん縮しゆくしたのか聞きたくてたまらないはずだ。


　証拠と言われ、コーラルは悔くやしそうに口を噤つぐんだ。そんな彼女を退しりぞかせ、ジェイドが交渉に戻る。


「たしかに証拠はありません。けれど、それは同時に、こちらが言いがかりをつけているという証拠もないわけです。──正直に申しましょう。我われ々われは、貴殿が即そく席せきで作り上げた偽にせの〈全知の書〉でコーラルを騙だまし、ディズレーリという男に預あずけてトライアンへ送り込んできたことを知っています。ディズレーリは今、トライアン王おう城じように捕とらえられていますよ。かの国の神具〈裁さばきの天てん秤びん〉が、どんな罪つみでも暴あばき立てる能のう力りよくを持っていることはご存知ですか？」


　ジェイドはまっすぐにグラハムを見つめ、噓をついた。グラハムの表情から笑えみが消え、無言のままジェイドの翠みどりの眼まな差ざしを受けている。構かまわず、ジェイドは言葉を続けた。


「ディズレーリは、貴き殿でんがリゼリル王の座ざを狙ねらっているとも話していました。誰がリゼリル王であろうと我々の関知するところではありません。しかし、その計けい略りやくに我々神国を巻まき込むのはいかがなものか」


　一呼こ吸きゆう置き、ジェイドは滔とう々とうと語る。


「貴殿は四つ揃そろってこその神国を崩くずしたかったのでは？　我わがグラディウスは、長く王不ふ在ざいの時期が続き、神国としての信しん仰こうを失いつつあった。それが、唯ゆい一いつの王族である姫ひめが帰き還かんし、女王として即そく位いしたことは無む神しん論ろんのリゼリルとって口くち惜おしかったはず。だから貴殿は、その女王を殺して手て柄がらを立てたいと考えていた。そこへグラディウス女王に怨うらみを抱いだくディズレーリが現あらわれ、利用したのでしょう。彼はもともとグラディウスの騎き士しで、仮かりに捕らえられても貴殿に繫つながる証拠はなく、今のように白をきり通せば済すむことだと考えて。同様にコーラルも、記録や民たみの認にん識しきの上ではすでに死んだことになっている。成功すれば良し、失敗しても痛いた手ではない。違ちがいますか？」


　ジェイドの問いにグラハムはしばし黙もくし──笑った。耳みみ障ざわりな甲かん高だかい掠かすれ声で、愉快そうに笑った。


「なるほど、わかりました。では、私はすごすごとリゼリルに逃にげ帰り、表舞ぶ台たいから姿すがたを消すとしましょう。この国の統とう治ちは、そこのコーラル・プラージュと名乗る娘むすめにでもやらせましょうか。何せ、自分でプラージュ王家の娘だと言っているのですから」


　白を切る次は開き直りだ。コーラルに統治者としての力も臣もなく、民の信しん頼らいを失っていることを知ったうえで、そんなことを言う。コーラルは憎にく々にくしげにグラハムを睨にらみつけた。


「あなたは、どこまでわたしを馬ば鹿かにすれば気が済すむの？　ロゥヴァースの力が欲ほしいと言って騙し、お父様とお母様を返すと言っておきながら殺し、キアラをわたしの身代わりにして、わたしにはあの子が生きているかのように言ってわたしたちをまんまと入れ替えて……。その上で、ぐちゃぐちゃに引っ搔かき回したプラージュを見み捨すてて逃げるなんて許ゆるさない……！」


「あなた方の仰おつしやることは、よくわかりませんな。私を罪ざい人にんとして裁さばきたいのか、それともプラージュを任まかせたいのか。どちらですか」


　わざとらしく困こまった表ひよう情じようを作り、グラハムは肩かたをすくめる。ジェイドはゆったりと落ち着いた様子で微笑ほほえんだ。しかし、ルビーウルフには彼が必死に演えん技ぎをしているのだと匂においで伝わってくる。本当はジェイドだって憤いきどおろしくてたまらないのだ。ルビーウルフだって、今すぐ剣けんを抜ぬいて斬きりかかりたいのを堪こらえている。ジェイドも役目を果たすため、笑顔の仮か面めんを被かぶっていた。


「両方ですよ。貴殿には責せき任にんを持ってプラージュを守っていただきたい。その上で、二度と神国には手出しできぬよう制せい裁さいを加えます。もし今後、神国に刃やいばを向けるような真ま似ねをしたなら、その時は貴殿のもとではなく、リゼリル王のもとへ兵を送りますのであしからず。甥おいの不始末によって責任を取らされる叔父上はお怒いかりになるでしょうね。それがリゼリル王の座を狙っての行こう為いなら、なおさらだ。それから、もし貴殿がプラージュを離はなれてリゼリルの王位を継つぐことがあれば、神国はそれを宣せん戦せん布ふ告こくと受け取ります。神国の連合軍が押おし寄よせることは覚かく悟ごして即そく位いなさってください」


　ジェイドが並ならべ立てた条じよう件けんに、グラハムの表情がみるみる変わっていった。怒いかりと焦あせりで、額ひたいに汗あせが滲にじんでいる。


「神の子孫とのたまう神国が、脅きよう迫はくか。私をこんな田舎いなかの小国に縛しばりつけるのか。叔お父じ上の命に従したがって、こんな所へ来たばかりに……」


　歯は嚙がみし、グラハムはコーラルを睨にらんだ。


「その娘むすめは殺しておくべきだった。友の名を奪うばって浅ましく生き延のび、王族の誇ほこりもなく他国の王にすがりついたとは、なんと卑いやしい小娘だ」


　自分で騙しておきながら、なんという言い草か。コーラルは息を詰つめ、拳こぶしを握にぎって肩を戦慄わななかせる。


　ルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉を抜き放って駆かけ出していた。グラハムの兵士たちが一いつ斉せいに動いて迎むかえ撃うつ。向けられる槍やりの穂ほ先さきを切り払はらい、援えん護ごに追走してきたジェイドと狼おおかみたちが彼らをねじ伏ふせ、コーラルとラークを狙ねらった者たちはラークが翻ひるがえす〈守しゆ護ごの盾たて〉に高々と弾はじかれ、床ゆかに叩たたきつけられた。


　獣けもの並なみの瞬しゆん発ぱつ力でルビーウルフはグラハムの懐ふところに飛び込こみ、彼の足を掬すくって仰あお向むけに蹴けり倒たおす。そして大の字に転がったグラハムの両りよう腕うでに全体重をかけて飛び乗り、首くび筋すじに刃やいばを当てた。痛いたみと恐きよう怖ふで、グラハムは引きつった悲鳴を上げる。


「それ以上汚きたない口を開くなよ。おとなしくジェイドの言うこと聞いてりゃあ痛いたい目見ずに済すんだのに、自分が貶おとしめた相手を侮ぶ辱じよくするような奴やつは黙だまって見てられないね」


「神国の女王が、暴ぼう力りよくに訴うつたえるのか……!?　なんと野や蛮ばんな……！」


　もがき、逃のがれようとするグラハムの腕を、ルビーウルフはぎりぎりと踏ふみにじった。グラハムが呻うめく。


「野蛮で結けつ構こう。最高の褒ほめ言葉だ。何か勘かん違ちがいしてるようだから言っておくけど、あたしは女王なんかじゃない。盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングのルビーウルフ。グラディウスを盗とって、丸ごと盗賊団に仕立て上げた頭とう領りようだ。なんなら、この場でお前の首も盗ってやろうか？　お前がコーラルにしたことに比くらべたら、子犬に咬かまれたようなもんだろう？」


　言って、ルビーウルフは無む造ぞう作さに刃を振ふり下ろした。〈導きの剣〉の刀身がグラハムの頰ほおを掠かすり、石の床に深々と突つき刺ささる。ばきりと音が響ひびいて、床に亀き裂れつが走った。


　恐怖のあまり声も出せず、グラハムは硬こう直ちよくしていた。ルビーウルフは紅こう玉ぎよくの瞳ひとみをゆったりと細め、唇くちびるにゆるやかな弧こを描えがく。そして〈導きの剣〉を逆さか手てに持ち、グラハムの顔の上で柄つかを摘つまむようにぶら下げた。


「岬みさきを切り落とす切れ味だ。力を入れなくても、落としただけでざっくりだろうね」


「まさか、冗じよう談だんだろう……!?　そんなこと、本当にやるわけが……」


　グラハムの言葉は途と中ちゆうで途切れた。ルビーウルフが、柄から指を一本ずつ離はなしはじめたからだ。小指、そして薬指。握あく力りよくで支ささえきれなくなった〈導きの剣〉がぐらりと揺ゆれる。


「わかった！　条件を飲む！　だから、もうやめてくれ！」


　喚わめき、命乞ごいをするグラハムの願いを聞き入れ、ルビーウルフは彼の腕から足をどけて飛び退しざった。


　兵士は一人残らず倒れ伏ふしていた。ジェイドの当て技わざで昏こん倒とうし、狼の牙きばに体を食いちぎられ、そして〈守護の盾〉で弾き飛ばされたのだ。死人は出ていないようだが、場は呻き声で溢あふれていた。


　ラークに支えられながら、コーラルは悔くやしさに戦慄わななく足でしっかりと歩んだ。そしてグラハムのそばで立ち止まり、彼を見下ろして言う。


「わたしからも条件を出すわ。これから先、決してプラージュの民たみを差別しないでちょうだい。リゼリルの民と同等に扱あつかうのよ。そして──どうか、末永ながい繁はん栄えいを」


　憎にくんでも憎みきれない相手に、故こ郷きようを託たくす悔しさは計り知れない。それでも、それが最さい善ぜんと判はん断だんしてコーラルは言葉にしたのだ。生きている限かぎり、プラージュに尽つくせと。


「……わかった。約束する」


　グラハムは諦あきらめたようにつぶやいた。ルビーウルフは抜ぬき身のままぶら下げていた〈導きの剣〉の切っ先を彼に向け、念押しのように言う。


「一つでも約束を違たがえたらどうなるか、わかるね？　こっちは常じよう識しきが通用しない女め神がみの加か護ごを受けているんだ。いつだって好きな時に、ここに来れるんだよ？」




[image: ]


　それは少しだけ本当で、大半が噓うそ。エリカの協力は、そう何度も得られるものではない。少なくとも、トライアンへ出向かなければいけないのだから。


　それでもルビーウルフに怯おびえきったグラハムは何度も頷うなずいて承しよう諾だくした。


　コーラルは緊きん張ちようの糸が切れたように膝ひざを折った。それをラークが支えて助け起こす。ラークに礼を言ったコーラルは、少しだけ微笑ほほえんでいた。


　いつも泣いてばかりだったコーラルが、この場では一度も涙なみだを見せなかった。





　　　　†




　プラージュから、船と陸路で約一か月半。そうしてトライアンへ戻もどってきたルビーウルフたちはミレリーナたちに顚てん末まつを報ほう告こくした。


　あの後、グラハムがすっかりおとなしくなったのをいいことに、いろいろと無理な条じよう件けんを呑のませて誓せい約やく書しよに血けつ判ぱんまで押させたのだ。プラージュの特産物を神国には相場の半はん値ねで取引するだとか、リゼリルに不ふ穏おんな動きがあれば報告せよだとか、諸もろ々もろ。血判があれば女神が遠くからでも呪のろい殺すことができるんだと、なんとなく本当っぽいことを言って脅おどしておいたから、たぶん逆さからわないだろう。


　それを聞いたエリカは苦く笑しようして言った。


「ほんと、やるといったら徹てつ底てい的にやるわね。盗賊のあくどさは健けん在ざいってところかしら。でも、わたしは呪い殺すなんてやらないわよ。できないことはないけど、呪いってなんだか暗いじゃない」


　できるんだと知った瞬しゆん間かん、海に落とされたことに文もん句くを言う気は消え失うせた。だって怖こわい。笑ってそんなことを言っているエリカが一番あくどい。


　そして、トライアン側の苦労話を聞かされた。


　ルビーウルフたちがプラージュに行ってから一週間後、馬車でのろのろとやって来たコロナードの代表者は王の父君で、困こまったことにそのご老人は耳が遠かったそうな。事じ情じようを説明するのに時間を費やし、理り解かいしたかと思えばわかっていない。根気よく話しても、こっくりこっくり居い眠ねむりをしたり、食後なのに飯はまだかいと言い出したりする始末。そしてどうにか事情を飲み込ませると、無む駄だ足あしを踏ふんだことにぷりぷり怒おこり、コロナードへとんぼ返りしていったそうだ。そのご老人とミレリーナたちには悪いが、それを聞いた時は大笑いしてしまった。


　ちなみに、ラークとはプラージュで別れている。わざわざ船でトライアンまで戻るより、直ちよく接せつサルヴロースに帰ったほうが早かったのだ。彼が来るときに使っていた馬はトライアンに譲ゆずるとのこと。


　コーラルには、ミレリーナの裁さばきが下った。それは、トライアンに留とどまって無む償しようで働きなさいという単たん純じゆんなもの。だが、それはミレリーナが兄のために用意した方便だった。トライアンに戻ってきたコーラルに、ベルンハルトは求きゆう婚こんしたのだ。そしてコーラルはそれを受けた。


「次期トライアン王の母君になるのです。大仕事ですわよ。覚かく悟ごなさってね」


　そう言って微笑んでいたミレリーナは、少しだけ寂さびしそうだった。ベルンハルトの幸せを喜びながらも、兄を取られてしまうのが複ふく雑ざつ、といったところだろうか。それでも、コーラルのためにトライアンの戸籍を作って待っていたのだから、それがミレリーナなりの不器用な祝福だった。


　グラディウスに出立するルビーウルフたちを見送ったコーラルの髪かみに、貝の飾かざりはなかった。船の上から、コーラルは貝を海に返したのだ。


「それがキアラとの約束だったから。必ず返すって。キアラは人魚だったのよ。海に帰って、自由に泳いでいるんだわ。だからきっと、受け取ってくれる」


　そうだね、と頷うなずいたルビーウルフに、コーラルは懐なつかしそうな笑えみを向けた。


「あなたはキアラと似にているわ。迷まよっている者の手を引いて、ぐいぐい引っ張ぱっていくの。だからもし、キアラに会いたくなったら、遊びに行ってもいい？」


　断ことわる理由なんてない。グラディウスは山を切り開いて海に繫つなげるのだ。その時には、コーラルにも力を貸かしてもらえたら頼たのもしい。何年後になるかわからないけれど。


　トライアン王都シューバの積雪は、すでに解とけてしまっていた。けれど、グラディウスの冬はまだ終わらない。北上するにつれ、雪はどんどん深くなっていく。国こつ境きよう付近では吹ふ雪ぶく日もあった。


「何か考え事をしているだろう？」


　傾けい斜しやのきつい山道を登りながら、馬上のジェイドが言った。


「わかる？」


　表情には出していないつもりだったら、ルビーウルフは少し驚おどろいた。


「顔つきで、なんとなく」


「よく見てるね、感心するよ。それとも、見み惚とれてた？」


「そうかもな」


　いつものようにからかったつもりが、動じない。どうも最近、免めん疫えきがついてきたようだ。フロストがジェイドに対し、以前ほど威い嚇かくしなくなったせいか。拍ひよう子し抜ぬけしてしまって、ルビーウルフは溜ため息いきをつく。息は白く煙けむって風に流された。


「嫌いやな匂においが付きまとってる感じがするんだ。いや、待ち構かまえてるのかな。だから、考えてた。もしあたしたちを殺したい誰だれかさんが生きていて、グラディウスに入る前に始末したいなら──そろそろかなって」


　ルビーウルフが見つめる先、雪景色の中にその男は立っていた。片かた腕うでを失っても、怨うらみの闘とう志しだけで彼は生きていた。


「ディズレーリ……」


　ジェイドがつぶやく。二人は馬を止め、下馬した。雪が足の下で、ざくっと音を立てる。狼おおかみたちは頭を低くして威嚇の唸うなり声をあげていた。


　ルビーウルフは馬の尻しりを叩たたき、走らせた。ここにいては巻まき添ぞえになるかもしれない。二頭の馬は木々の間を縫ぬって駆かけていく。


「あたしたちがトライアンに戻もどってから、ずっと機会を窺うかがってたんだね。ご苦労様だよ、まったく──プラージュには、もう戻れないよ」


　グラハムの野心を嗅かぎつけ、焚たきつけたのはこの男だ。ルビーウルフを殺して手て柄がらを立て、グラハムの臣になる。復ふく讐しゆうと同時に地位も手にできると考えたのだろう。憎ぞう悪おの中に、冷静さもあったのだ。


　しかし、今のディズレーリは、すでに人ではなかった。人の匂いがしなかった。怨みで動く、からくり人形。そんな印象だ。


　ルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉を抜いた。ここで終わりだ。終わらさなければいけない。落とし前をきっちりつけるのがルビーウルフの主義だ。しかし。


「だめだ、ルビーウルフ。俺おれから離はなれるな」


　駆け出そうとしたルビーウルフをジェイドが引き戻し、狼たちを近くに来るよう呼よぶ。それと同時にディズレーリは術じゆつを放っていた──山の上に向かって。


　光の槍やりが山の中ちゆう腹ふくに突つき刺ささり、爆ばく音おんと重い地じ響ひびきが山を揺ゆらした。それに連れん鎖さするように、地鳴りが大きくなっていく。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは鎧がい装そうの竜たつ巻まき！」


　暴ぼう風ふうがジェイドを中心に渦うず巻まきはじめる。雪を吹ふき上げる風に視し界かいを遮さえぎられる直前、ルビーウルフは見た。勝ち誇ほこった笑みを湛たたえて、雪崩なだれに飲み込こまれる男の姿すがたを。


　風の障しよう壁へきを突とつ破ぱした雪の塊かたまりが容よう赦しやなくルビーウルフたちを襲おそう。それでもジェイドは懸けん命めいに堪こらえていた。雪崩に押おし流されないよう、風の力を強める。地鳴りが収おさまったのを見計らって術を解とくと、なぎ倒たおされた木々が折り重なって山道を塞ふさいで、人の姿はどこにも見当たらなかった。


　どのみち長くは生きられないだろうとエリカは言っていた。しかし、さすがにこれでは助かるはずもない。残されたわずかな時間を捨すててでも、彼はルビーウルフに一いつ矢し報むくいたかったのだ。──いや、それだけだろうか。


「フロスト、ケーナ、馬を探さがして。雪崩に巻き込まれてなきゃいいんだけど」


　ルビーウルフの指し示じに、二頭は匂いを探さぐりながら木の間を縫ぬって駆けていく。それを見送り、ルビーウルフは白く息を吐はいた。


「さっきの、考え事の続きを言ってもいい？」


　ジェイドはただルビーウルフを見つめ、否いやとも応おうとも言わなかった。言葉を飲み込むのも吐き出すのも、ルビーウルフの自由だと態たい度どで示しめしているのだ。


「ディズレーリは、プラージュをあたしに見せたかったんじゃないかな。民たみに背せを向けられたコーラルを見せ付けて、『お前もいつかこうなるんだ』って。勘かんぐりすぎかな」


「俺たちがプラージュに行くことは想定外だったはずだ。気にすることはない。それに、あんたはグラディウスにとって唯ゆい一いつ無む二にの存そん在ざいなんだ。誰がないがしろにするものか。たとえそうなったとしても、俺はあんたの騎き士しだ。いつでも盾たてになってやる」


「なんかそれ、上から目線でむかつくな」


　文もん句くを言いつつ、それでもルビーウルフは嬉うれしかった。言いたいことを溜ため込まずに吐き出せて、すっきりできたから。


　フロストとケーナには、こんなことは言えない。慕したってくれている彼らに、弱音を吐く姿なんて見せたくない。けれどジェイドには、なんとなく許ゆるせるような気がした。ルビーウルフが何を言っても、丸ごと受け入れてくれるような気がした。


　もちろんフロストとケーナだって、ルビーウルフを受け入れてくれている。それでも、何かが違ちがうのだ。狼たちとジェイドとでは、傍そばにいる時の居い心地ごこちが違う。その線引きは曖あい昧まいで、まだよくわからないけれど。


　遠とお吠ぼえがルビーウルフを呼んだ。フロストだ。


「フロストが馬を見つけたって。もう一頭はケーナが探してるけど、たぶん生きてる」


「そうか、よかった。迎むかえに行こう。……どっちに行けばいいんだ？」


　山に反はん響きようして、フロストの声がどこから聞こえたのかジェイドにはわからないのだろう。ルビーウルフは苦く笑しようし、ジェイドの手を取る。


「こっちだよ。ついてきて」


　手を強く引くと、ジェイドは雪に足をとられて転びそうになった。自分の速度で突つき進んでは、ついてきてくれる者を置いていってしまう。歩調を緩ゆるめて合わせることだって大切だ。それが人でも、国でも。


　この手で国をひとつ、引っ張ぱっていかなくてはいけない。それは容よう易いではないけれど、何も一人でやれと言われているわけではないのだ。だから、きっと大だい丈じよう夫ぶ。


　風が出てきて、雪も降ふり出した。寒さで肌はだがぴりぴりする。足先や指先も悴かじかんで痛いたい。


　けれど今は、ジェイドの手を握にぎっている。じんわりと温あたたかくて、指先から温ぬくもりが広がっていくようで、放しがたい。


　だってこの手は、どんなことがあってもルビーウルフを支ささえてくれると約束してくれたのだから。






　あとがき







　こんにちは。


　もしくは初めまして。淡あわ路みち帆ほ希まれです。


　おかげさまで二巻目です。ご支し援えんありがとうございます。





　作品内容がわんわんな感じなので、動物好き？　とよく訊たずねられます。


　ええ、大好きです。小さい頃は獣じゆう医いさんとか動物園の飼し育いく員いんさんとかアニマルトレーナーになるのが夢ゆめでした。特にイルカやシャチのショートレーナー。憧あこがれですね。ただ、自宅に動物がいるとそれで満まん足ぞくしてしまって、憧れで終わってしまいましたが。


　私が物心ついた頃から、淡路家には何かしらの動物がいました。鳥とか犬とか猫とか爬は虫ちゆう類るいとか。その中でも、現在破は壊かい王おうとして君くん臨りんしている猫のルイは今日も元気に騒そう々ぞうしいです。


　ルイが我わが家にやってきたのは、受じゆ賞しようのお電話をいただいた翌よく日じつでした。近所の側溝にはまって動けなくなっている子猫を母が拾ひろってきたのですが、手乗りサイズだったのが一年も経たずにデカ猫。これはもう詐さ欺ぎと言うしか。いえ、可愛いんですけど。


　金魚の水すい槽そうに前足を突っ込み、怒おこられても食しよく卓たくに上り、淡路家では五代目となる猫ですがこんな野や性せい児じは初めてです。今までの子がおとなしかっただけなのでしょうか。先輩猫のチロもおっとりした性格なので、猫とはこんなに走り回るものなのかと啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん。


　盗ぬすみ食いをするのはどの猫も同じです。でも、現行犯を家人に目もく撃げきされると獲え物ものをその場に残のこしたまま逃げたり隠かくれたり、自分が悪いことをしたってわかっているらしいのですよ。でもルイは違います。盗み食い中に私と目が合っても「なに見とんねん。なんか文もん句くあるんかい」と言いたげな眼まな差ざしで威い嚇かくしてきます。お前の物は俺の物、俺の物も俺の物という考えのようです。見事なジャイアニズム。


　しかし私は黙だまって盗み食いなんてさせません。だってその時ルイが食べていたのは私がおやつにしようと思っていたチーズだったのです。必死に抵てい抗こうしましたがシャーとか言われたら引き下がるしかありません。完全な敗はい北ぼくです。


　でも悔くやしい。そこで私は猫のおやつとして買い置きしてあるニボシをルイの目の前で食べてやりました。大人げないとか人間としての誇ほこりはどこにいったとか、そんなもの食い物の恨うらみの前では無意味です。


　そしてその夜、食後の茶を啜すすっていると私の部屋から破は壊かい音おんが。慌あわてて部屋に戻ると棚たながひっくり返ってピアスやらマニキュアやらＣＤやらが床に散さん乱らんしていました。あまりの惨さん状じように悲ひ鳴めいも出ません。陶とう器きとかガラス製せい品ひんとか置いてなくて良かったと諦あきらめるのが精せい一いつ杯ぱい。犯人（犯猫？）は満足そうに毛づくろいしていましたよ。おやつを取られた仕返しは猫のほうが手酷いようです。先日もチクワを取り合いして負けましたが、おとなしく泣き寝ね入りしておきました。お猫様には勝てません。お願いだからもう暴れないで。





　猫の話ばっかりしててもアレなんで、受賞後から今までのことについて少々。


　それは一巻が出てから約一か月後のこと。母校の短大から電話が掛かかってきました。学生時代は遊んでナンボやでぇ、と単たん位いぎりぎりで卒そつ業ぎようした私は焦あせりました。ま、まさか「お前よぉ、単位足りてねぇんだよ。もっかい通い直せや」とか言われるんじゃないかと思って半泣きでした。しかし電話のお相手である先生はとっても朗らかに「おめでとうございます」と。


　はて、何のこと？　と考えてみたらデビューのことでした。受賞後、あまりにテンパっていて学校には連絡できていなかったのですが、どうやら人づてに伝つたわったようです。お祝いにモロゾフのチョコをいただいちゃいました。美お味いしかったです。ありがとうございます。


　そして、改あらためて報ほう告こくしようと数か月ぶりに学校へ行ってみました。久々なのでキャンパス内を一人でうろちょろ。卒業前にはなかったエレベーターを発見して、私たちは一階から六階まで駆かけ上がっていたのに今の後輩たちは楽してんだなぁと恨うらみ……もとい時の流れを感じておりました。……いいなぁ、エレベーター。


　それはさておき。短大部から大学へ編入した友人が在学中なのでお昼を一緒に食べようということになり、掲けい示じ板ばんの前を通って食堂に向かおうとした時です。それが私の目に飛び込んできました。ドラゴンマガジン本誌で特集していただいた記事と短編が、ばばーんと掲示板に張り出されていたのです。たまげました。そして誰もいないのにこそこそ逃とう走そう。ちょっとした不ふ審しん者しやです。


　その後、お電話をくださった先生とお菓か子しを送ってくださった先生にご挨あい拶さつをして、友人とご飯食べて帰宅。いつも通っていた学校も久々だと新鮮でした。また暇ひまを見つけて、現役学生のふりしてうろちょろしに行こうと思います。ええ、暇が、あれば……。





　それでは、そろそろ締しめに。


　この本を出すにあたり、ご尽じん力りよくくださった皆様。ありがとうございます。


　担当様、いつもぼやぁっとした電話応対ですいません。たぶん、関西弁が出だしたので本性も出てくる頃ころだと思います。実は授じゆ賞しよう式の三日前まで金きん髪ぱつだったんですとカミングアウトしてみます。マジで猫被ってました。えへ。


　イラストの椎しい名な優ゆう様、今回もありがとうございます。謝しや恩おん会かいで直接見せていただいたキャララフ、とっても素す敵てきでした。あんまりじっくり見ると感動のあまり鼻はな血ぢ噴ふきそうだったので、ちら見しかできなかったのですが。カバーイラストや本文イラストも楽しみにしています。


　そして、手にとってくださった皆様に最大の感謝を。また次回もお会いできますことを祈いのって、今回はこれにて失しつ礼れい致いたします。





　　　　　二〇〇六年一月五日　今年もよろしくお願い致します




淡路帆希





紅こう牙がのルビーウルフ　２


面影人魚





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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